


[image: ]
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１　新しい職場












「え!?　私……ブレア様の担当になるんですか!?」






　そんな、という驚きの声が高く上がる。

　目を大きく見開いたメイド服の娘は、もちろんエリノアだ。

　その前で、執務机に座った侍女頭は、彼女に向けてゆったりと頷いた。






「そうです。元々空きがあったのは、先月退職があった王太子様のところと、頻繁に侍女が音を上げるブレア王子とクラウス王子のところだけですから」

「えっと……だけと仰るには結構選択肢があるような……」






　それを聞いたエリノアは、心底王太子の担当になりたいと思った。

　先日あんなことがあったばかりである。できればブレア王子の傍だけは避けたい。

　それに王太子の周辺の使用人の枠が空くことは本当に稀なことだ。何故ならば、幼い頃から愛らしく慈悲深い王太子の傍の使用人達はほとんど入れ替わりがない。王太子の退職した侍女は、確か王太子の母、王妃の時代から彼ら親子に長年勤め上げたベテラン侍女で。齢が八十を超えての円満退職であったはずだ。






　それに比べると……ブレアと第三王子クラウスの使用人達は、入れ替わりが激しいと言わざるを得ない。

　クラウスは、使用人に対しては典型的に高慢な態度をとることで有名で、人の選り好みも強い。気に入られなければ早々に仕事を外されて他の部門に回されるのならまだマシで、いびられた末に退職という者も多かった。

　対してブレアは──彼も使用人たちに恐れられてはいるのだが、どちらかというと周囲が彼の評判に過剰に怯えすぎているような気がすると──今ではエリノアはそう思う。

　少なくとも、先日の一件で間近に見たブレアは、評判ほど怖い王子ではなかった。

　もちろんあの時は彼の側にも色々と思惑があったのだろうが、はっきり言ってエリノアの無礼は相当なものだった。

　黒猫相手と思って遠慮なしに彼にしてしまった所業の数々を思い出すと、今でもエリノアは心の底から死にたくなる。

　出会いがしらに頭をつかみ、猫になれと強要し、姉と呼ばせ、腹を出せと言った──……あの場面を脳内でブレア本人に置き換えてみると──全身に嫌な汗を感じ、胃と心臓に激痛が走る。息も絶え絶えだ。今すぐ王子の前にスライディングで身を投げ出して、土下座をしに行きたくなる……。






　だが、それでも。

　あの時彼は、エリノアの手を払いのけるようなことはしなかった。

　膝から落すようなこともしなかったし、軽蔑したような目でエリノアを見ることもなかった。

　一連の出来事を思い出し、彼の本当の人となりの一端に触れたエリノアは、再び悔やむ。






（ああ……いまだにブレア様にはあの時の非礼を謝ることもできていないというのに……）






　彼の記憶が消されてしまった以上、もうエリノアにブレアに謝る機会はない。

　──それなのに、ここに来て、この精神状態で、果たして自分はまともに彼に仕えることができるのか。

　エリノアは任命書を手にブレアの顔を思い浮かべながら、申し訳ない気持ちで一杯になった。






　──と、エリノアはふと……。

　あの時ブレアが言いづらそうに自分のことを『姉上』と、呼んだ時の顔を思い出した。






（……あの時……ブレア様は……恥ずかしくていらっしゃったのね……）






　困ったような灰褐色の瞳と眉。

　少し日に焼けた肌のせいで分かりづらかったが……王子の顔色に薄っすらとした赤みが滲んでいたことを思い出したエリノアは、だんだん己の頭にも血が上って来るような気がした。

　そりゃあそうよ、と思わず呻く。

　王子に姉はいない。しかも赤の他人の身分も低い自分に。気恥ずかしい上に、それはそれは屈辱的であったに違いなかった。

　その時の王子の表情を思い出すと、エリノアはやってしまったと思う反面──……何故かとてつもなく、とてつもなく全身がこそばゆかった。

　こそばゆくてこそばゆくて、堪らず赤い顔で「わー!!」と、叫ぶと──

　間髪を入れず、ベシッと額に何かが飛んで来た。






　──ハタキだった。






「う、いつもながらお見事なコントロール……」

「……エリノア……あなたその情緒不安定なところなんとかなさい……」






　ハタキを放ったままの形らしい腕をエリノアに向けて、侍女頭は娘をジロリと睨んでいる。






「す、すみません……つい……」






　エリノアが赤くなった額をさすっていると、元ブレアの乳母だったと言う侍女頭はぷりぷりと怒り出す。






「まったく、そんなにブレア様のところが恐ろしいのですか!?　あの方はそんなに酷い方ではないのですよ！　普段は兄上様を想って気を張り詰めておいでなだけです！　いったい誰が〝ブレア様は血も涙もない鬼だ〟なんて……噂を流した輩はいつか痛い目に遭わせてやらなければ……クラウス様め……」

「……」






　呪わしい声で付け加えられた名にエリノアが思わずふっ……と黙する。言ってしまっておられますよ侍女頭様……と。






　まあ、性悪王子はさて置き。

　ブレアが世間の評判よりも怖いわけではないという侍女頭の言葉にはもちろんエリノアも同意できると思った。が……。

　老将メイナードに、記憶を消しても彼の心の中には自分に対する不信感が残っていると知らされているエリノアは……侍女頭の言葉には頷いて見せることができなかった。

　不信感があるままでは、主従としては成り立たないような気がしたのだ。それに……嫌われていると分かっていて、四六時中彼の傍に控えるのはとても辛いことのように思えた。

　エリノアは顔を上げる。






「あ、あの、私、王太子様のところではダメでしょうか!?　そりゃわたくしめは粗忽者そこつものですが、機会を頂けたら一生懸命頑張ります！　それに、私くらいしぶとければ、クラウス王子のところでもいけると思いますよ!?　なんせ没落経験済みです！　坊々育ちとは打たれ強さが違います！　不屈の精神です！　クラウス様の厭味くらいなら蹴散らせます!!」






　けれども、侍女頭は呆れたように首を振る。






「戦いに行くわけじゃないのですよエリノア。……私だってあなたがクラウス王子を困らせたらそれはそれで愉快極まりないと思いますけどね……」

「ぉ、ぉお……」






　侍女頭の毒のある顔にエリノアが仰け反っている。

　しかし、「けれども、」と、侍女頭は机の上をベシベシと手のひらで打つ。






「今回は、あなたには選択肢などありません。そそっかしい貴女を王太子の傍に上げることなどできませんし、あなたの出自ではクラウス王子の傍など以ての外です」

「う、」






　睨まれるように痛いところを突かれてエリノアが再び仰け反った。






「亡くなられたお父上はタガート将軍率いる王太子様派でしたでしょう？　あなた自身が今の派閥問題には関係ないつもりでも、あちらがそうとは限りません。敵勢力の中に突っこんでいくようなものです。たとえ没落して家がすでに無いとは言ってもそれは変りません。下手をすれば間者扱いですよ？」

「う……やはりそうですよね……」






　下っ端侍女ならいざ知らず、上級侍女となり王族の傍に上がるとなると、身元情報は必ずそれぞれの部門に送られて、彼らの目にもつくことになる。

　そうなれば、父を陥れ、結果死に追いやった第三王子派が、エリノアに疑いの目を持つことは必至である。……たとえ、実際には、エリノア達姉弟が生きていくだけで精一杯で、とても恨みを持っているような余裕がないとしても。

　そんなエリノアの事情を分かっている侍女頭は、少しだけ眉尻を下げて言う。






「エリノア……あなたが人一倍努力家であることはもちろん私も分かっています」

「侍女頭様……」

「あなたときたら、最初の頃はホウキの扱いも知らないわ、雑巾もまともに絞れないわ……酷いものでした」

「う……」

「それが今では上級侍女の試験にも受かり……それは仕込んできた私も誇らしい。でも……いきなりあなたを王太子様のところに上げることはできないのです。王太子様は次期国王なのですよ？　そこで起こしたミスはこれまでここで起こしてしまったそれとは次元が違います。……そもそもあなたったら……王宮で物を壊しすぎなのよ、備品の破損記録書に名前が書かれすぎです!!」

「う……」






　侍女頭はカッと鬼のような目をして、傍にあった黒い背表紙の記録書を手で打つ。エリノアは何も言い返せなかった。

　そしてそんなエリノアに侍女頭は言い渡す。






「まずは──王宮内での信頼を築き上げなければ。お前は一度ブレア様の厳しさに揉まれておいでなさい！」

「じ、侍女頭様、で、でも……」






　おろおろするエリノアに、侍女頭はにっこりと笑う。






「問答無用よエリノア。ブレア様のところでしっかりお務めできたら、その時は私も喜んで移動の希望を受け付けます。分かったらしっかりと、ブレア様にお仕えさせていただきなさい！」

















２　汗と筋肉の鍛錬場にはレディファーストが存在しない件












　エリノアは緊張しながら侍女頭の後ろから前に進み出た。






「……エリノアと申します。よろしくお願いします」






　目の前の長椅子には男が座っていた。彼は静かに書を読んでいたが、緊張して上ずったエリノアの声に顔を上げる。男は一瞬エリノアの顔を見てから眉を顰めると、すぐに娘の隣に立つ侍女頭に視線を移した。






「……また入れ替わりがあったのか」

「はい……申し訳ありませんブレア様」






　侍女頭が頭を下げるとブレアは短く「いや」とため息混じりに答える。

　上級侍女として働く最初の日。エリノアは侍女頭に連れられて、王宮内にあるブレアの部屋を訪れていた。これから主人となるブレアに初めの挨拶をするためだった。

　──緊張した。エリノアは、あれ以来、初めてブレアと顔を合わせるのだ。

　視線を下ろしたまま両手を握りしめていると、隣の侍女頭が「殿下に顔を見せなさい」とエリノアを促した。

　その言葉に従い、恐る恐る顔を上げると、灰褐色の瞳が静かにエリノアのほうを見ていた。数日前に間近に見たのと同じ瞳は、新参者を探るような色をしていた。

　思わずエリノアは呼吸を止めて、彼の次の反応を待った。が──。

　ブレアは一瞬怪訝そうな表情をして見せたが……それだけだった。

　次の瞬間には、彼は普段通りの無表情に戻り、隣に立っている侍女頭へ、了解したと言うように頷いて見せる。その呆気なさには、ビクビクしていた分だけ、エリノアは驚いた。






「分かった。だが、すぐ音を上げるような者は要らぬぞ」

「は、はい！　頑張ります！」






　低い声はどこまでも素っ気ない。が、その素っ気のなさにどこかほっとしながら、エリノアは勢いよく頭を下げた。

　──良かった、王子の記憶は本当に消えている。

　普段魔法というものに触れる機会のないエリノアには、老将メイナードの忘却術の効果がどうしても半信半疑だった。

　しかし、今、ブレアはエリノアの顔を見ても、驚きもせず、動じることもなかった。いや、老将の言う通り、消すことができなかったという王子の持つ不審な感情が、ちらりと見えた気もしたが……少なくとも、追い出されるようなことはなさそうだった。






　もちろんだからといってまだ安心はできない。今後も行動には気をつけるべきだ。

　変なことをして彼の不信感を煽るわけにはいかないし、それを取っ掛かりとして聖剣や魔物のことを思い出されても困る。

　弟＋α……の生活の為にも、エリノアは、しっかり仕事もさせて貰わなければならない。

　新しき主人である彼に、不信感があるというのなら、これからの働きで少しずつ解消していこうと、エリノアはそう思うのだった。






　が──。






「はぁ……ほう……なるほど……こういう仕組みか……」






　エリノアはどこか遠い目で言った。

　腕には何枚もの拭き布を抱えている。ずっと走っているものだから汗がひどい。






「おーいそこのブレア様の侍女！　さっさとしてくれ！」

「……はい、ただ今！」






　急かすような声に、いったい何往復させる気だとげっそり思いながら、エリノアはその大柄な青年騎士のもとへ急いだ。

　人の良さそうな笑顔に栗色の短髪のその男は、どこか長閑な森の熊を思わせる。しかしエリノアが頼まれた品を手渡すと、男は笑みを深めて、「よし」と言う。






「今度は飲み水がきれた。用意してきてくれ」、と。

「…………」






　さっき持ってきたばかりだが、と、エリノアはいささか消沈してカクリと頭を落とす。

　少々腹立たしく思ったが、確かにエリノアの横でわあわあ言っている連中は、既に先ほど彼女が運んできた水を飲みきっている。

　四十名ほどの騎士や兵たちが居るだろうか。まだ若そうな彼らは、いかにも楽しげに剣の鍛錬をしているのだが──。

　その中心に、エリノアの新しき主人となったブレアの姿があった。






　ここは王宮内の鍛錬場である。

　それは数十分前のこと。エリノアがブレアの後ろに伴われてこの鍛錬場に足を踏み入れた時、確かにここは無人だった。それなのに。

　人気のなかったはずの場内には、気がつくといつの間にか人がわらわらと集まって来ていた。

　突然賑やかになった場内の様子にエリノアがギョッとしていると……エリノアは次々に男たちに声をかけられる。

　やれ「水を持ってこい」だの、「汗を拭うものを持ってこい」だの、「訓練用の剣が折れたんだが代えは……」だの。あれやこれや声が掛かる。立ち止まっている暇もない。






「……いえ、良いことなんですよ……皆さん国の為に鍛錬なさっているんですからね……ええ。でもね、わたくしめ、新人の初仕事にしては少々ハードすぎるんじゃないかと……一人でこなす仕事量ですかこれは……」






　思わずぼやくエリノアは、先輩侍女に王子の鍛錬中の補助をするようにと言われてここに来た。

　まさかそれが──こんなに大勢の世話であるとは思ってもみなかったわけだが、そういえば先輩侍女が変なことを言ってたなと、うっすら思い出す。






『……運よ』

『運？』






　いったいなんのことだろうかとエリノアが彼女を見上げると、先輩侍女は真顔で言うのだ。






『あいつらブレア様がお稽古なさっているとハイエナみたいに嗅ぎつけてくるから気をつけて。ま、運がよければ誰も来ないから。頑張ってね』

『？　はぁ、頑張ります……？』










「……」






　最初は新人侍女に対する通過儀礼的なアレかと思ったのだが……エリノアは悟った。

　ハイエナ、とは。今目の前で、ブレアの傍で子犬がじゃれるような顔で訓練している彼らのことなのだろう。武勇に優れるブレア王子は軍や騎士連中からの人気が高い。運とは、おそらくこの集まって来た者たちの人数のこと。運が良ければ少なく、悪ければ多いと……つまりはそういうことなのだ。

　世話係からしてみればこの人数を一人で世話するのはかなりキツい。しかも私新人なのにとエリノア。

　男衆は皆ブレアしか見えていないのか、エリノアが忙しさに目を回しかけていても、次から次に用事を言いつけてくる。

　ブレアが何かを落とせば「やや！　ブレア様何か落とされましたよ!?」と、大勢が群がるのに、新人侍女が自分たちの用事で、ぜーぜー肩で息をしていても欠片も目に入らないようだ。汗と筋肉成分の高いこの鍛錬場には、レディーファーストなんて言葉は転がっていないらしい。残念ながら。






（……なんなんだ。ブレア様は筋肉っ子たちのアイドルなのか……）






　しかしそれにしたって、とエリノアは走りながら呻き──叫んだ。






「はい！　お水持ってまいりましたっ！」






　やや自棄やけっぱちな言い方であったが、応じる男はそれを意に介することもなく、からりとした笑顔をエリノアに向ける。






「おう、ご苦労。では次は針と糸を持って来てくれ。稽古着がほつれた」

「……くっ、」






　朗らかな熊のような男は、あっけらかんと破れた上着を差し出してくる。もちろん頼まれればやるが、恐らくこれが終わったら、次もなんやかんやと走り回されるのだろう。

　これではまるで持久走か我慢大会ではないか。この男、見た目はかなり人の良さそうな顔をしているのに、笑顔の裏にどこか小さな悪意を感じる。なんなのよと思ったエリノアは、若者たちの中央で厳しく彼らを指導している新しい主人を見た。

　当のブレアといえば、鍛錬場に入ったきりエリノアには目もくれない。（筋肉っ子たちの壁が厚すぎて見えないのかもしれない）

　もしかしてとエリノアは不安になった。

　やはりブレアは己が気に入らなくて、この男を使い、遠回しに辞職を促されているのだろうか。






（……今朝、私の顔を見た時、一瞬顔をしかめていらしたものね……）






　そう思うとなんだか悲しかった。が──目の前のへらへらした男の顔にはムッとした。

　ここでしんみりしょんぼりできないのがエリノアだった。エリノアは思った。おう、そっちがその気なら受けて立とうじゃあないか。ブレア様親衛隊だかファンクラブだかなんだか知らないが、こっちは可愛い弟との生活が掛かってるんだ、新人だからって舐めてもらっては困るぞ、と。

　エリノアは鼻息荒く高い位置にある男の顔を見上げた。






（……見てろよ、私はしぶといんだから……没落娘の根性が伊達じゃないってところを見せてやる）






　エリノアの闘争心は静かに燃えていた。






　──そうしてエリノアが若干キレ気味に針箱を取りに走っていった後……その後ろ姿を、青年騎士は笑いながら見送っていた。






「ははは、今度の新人は目つきが悪いな」

「……オリバー、また侍女をこき使っているのか？　やめてやれ。またすぐに辞められては面倒だ」

「ああ、ブレア様」






　近づいて来た王子に、オリバーと呼ばれた男が親しげな顔で一礼をする。






「しかし中には良からぬ人間もおりますからねぇ。よく働かせてしっかり人となりを見ておきませんと。本性を見極めるためには追い詰めるのが一番ですよ。あの侍女は……少々短気ですな。ははははは」

「…………」






　この男はブレアの側近の一人で、騎士位を持つオリバーという者だった。側近達の中でも特に腕が立つので、平時はブレアの護衛としても傍にいることが多い。

　カラカラと笑いながら言う男に、ブレアはため息をつく。

　しかし男の言うことにも一理ある。これまでにもブレアの身辺では、幾度も間者らしき者が見つかっている。その侵入方法も年々巧妙化しているようで、なかなか見抜くのが難しい。故にブレアに近しい者たちは、常に彼に近づく人間には目を光らせている状況だ。

　オリバーは当然と言わんばかりの顔で微笑む。






「敬愛する我らが殿下のためには例え相手が侍女だとはいえ新参者は警戒するに越したことはありません」

「……あの娘も試験や侍女頭の推挙があって初めてここにいるのだがな……」

「まあまあ。念には念を入れませんと。間者や密偵なんてものは優秀であって当然ですし、試験も突破してくるかもしれないではないですか。ブレア様に何かあったら王太子様や王妃様を悲しませることになりますよ」

「……」






　にこにことそう言われるとブレアも弱い。朗らかな男の顔にやれやれと目を細めながら、ブレアは猛烈な勢いで鍛錬場に駆け戻ってきた娘に視線を移した。






「……どう見てもあれは密偵などというものには見えぬがな……」

「ははは、まあ、確かに些か感情が表に出過ぎですな。某、相当ムカつかれております。ははは」

「……」






　二人が窺う先では、娘が鍛錬場の隅に陣取り繕い物をはじめたようだった。

　すると娘の傍を兵が通りかかって、何やら話しかけられている。かと思うと──娘はまたかと言いたげな顔で不承不承頷き、呆れつつもその兵からも何かを預かったように見えた。どうやら……また繕い物を頼まれたらしい。

　それを見たオリバーが愉快そうに笑っている。






「ははは、適当に断ればいいものを。しかもあのような場所で針仕事をはじめては、他の連中にも繕い物を押しつけられてしまうだろうに」






　彼の言う通り、二人が様子を窺っていると……。

　兵から繕い物を受け取るエリノアに、周囲の別の兵たちも気がついた。すると彼らも続々と「ならば我も」「ついでに私も」……と、次々に衣類を持ってエリノアの前に並ぶ。

　基本的に、王宮からの支給品である甲冑や制服といったものとは違い、彼らの稽古着は自分たちで手入れをする決まりとなっていた。が……男性兵たちは繕い物が苦手なものが多いのだ。

　そうしてあれよあれよという間に、ギョッとしている娘の前にはこんもりと繕い物の山ができてしまった。娘はそれをしばしぽかんと見ていたが──唐突に、鬼のような顔つきとなり、その指は猛烈な勢いで針を動かしはじめた。

　──どうやら、ぼうっとしていては、繕い物が増えていくだけだということに気がついたらしい……。






　娘のそんな様子を──遠目に見ていたブレアは思わず小さく噴き出した。

　冷静な彼にしては珍しいことだった。隣で見ていたオリバーがぱちぱちと瞬きをして彼を見ている。

　ブレアは間の抜けた人間にはこれまで何人も出会って来たが、それを面白いと感じたことはあまりなかった。どちらかというと愉快なことも冷静に見てしまって、逆に顔を固くしてしまう気質で。






　けれども──あの新しい侍女の必死な挙動には何故か自然と口の端が持ち上がった。

　そして実はあの娘が今朝、侍女頭に連れられて己の部屋を訪れた時も──ブレアは同じように不思議な感覚を覚えたのだ。

　黒髪に、愛嬌のあるまるい額。緑色の瞳は勝気そうだが、ブレアを見る目はどこか不安げで。

　その瞳を見た瞬間──ある言葉が彼の口をついて出そうになって──ブレアは咄嗟に口を固くつぐみ、怪訝に眉を顰めた。

　それは──親しくもない相手にかけるような言葉ではない。

　相手は侍女なわけだから、これまでも王宮のどこかで見かけたことはあるかもしれないが、こうして己の傍に上ってくるのは初めてのはずで。ブレアには、己が何故そんな言葉を娘に掛けそうになったのかがまったく不思議でならなかった。

　しかしどうしてなのか……娘を見た時、ブレアの中には、彼女の印象が既に存在していたような気がしたのだ。

　それもかなり間抜けなイメージで。






「……」






　ブレアは離れた場内の隅で懸命に針を動かしている娘を静かに見つめ、何事かを考えていた。そんな彼をオリバーは不思議そうに見ていた。






「ブレア様どうかなさいましたか？」

「いや……オリバー、少し娘を休ませろ」






　言われた長身の配下はキョトンとした顔でブレアの顔を見る。






「……説明は難しいが……あの娘は傍に置いておかねばならぬような気がする。厳しく指導するのはいいが、あまり負担をかけ過ぎぬよう皆に言っておけ」






　ブレアはそう言うと、踵を返し再び鍛錬中の兵たちの中へと戻って行った。残されたオリバーは、目を瞠ってそれを見送っている。






「…………随分珍しいことを仰いますな……」

















３　魔物たちの会議












　暗く狭い空間は、その四人が顔を突き合わせて黙りこむと殊更に狭いように感じられた。

　腕を組んでいた白い頭のヴォルフガングがまず重い口を開く。






「……例の件についてだが……皆、何か意見はあるか？」






　続き声をあげたのはコーネリアグレースだった。凛とした声はきっぱりと言い切る。






「もちろんあたくしは反対です。陛下のお望みはなんだって叶えて差し上げたいけれど、時期尚早です。まだ無理ですわ」






　するとテーブルの上に両肘をついて座っていた黒豹も挙手をする。






「はーい私も反対でーす。何かあってからでは遅いと思いまーす」






　それでは、と、ヴォルフガングは己の斜め隣に背を曲げてちんまりと座っている老爺に顔を向けた。






「メイナード殿は──」






　老将の意見を求めた白い魔物が、ふさりと獣顔を斜め左に向けた、時。

　その言葉が終わる前に、魔物たちの背後で扉が開かれる。






「ただい──うわっ、びっくりした……な、何？　全員集まって何事……？」
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　ギョッとした顔で現れたのはエリノアだった。

　よれよれになった黒のワンピース。結われた髪も、掻き回されたように乱れている。

　王宮から戻ったばかりらしい娘は、疲労の滲む足取りで居間の中へ入ってきた。

　もちろん疲れているのは昼間の鍛錬場での出来事のせいで、頭が鳥の巣状態なのも、あの鍛錬場の熊のような男のせいだった。ブレアの鍛錬時間中に兵たちから頼まれた繕い物を終えることができずにがっくりしていると……ばしーんっ、といい音で背中を叩かれた挙句、カラカラと笑いながら頭を撫でかき回された。『頑張れよ！』と声をかけてくれるのは有難かったが……それよりもアンタの張り手のせいで床に転がった私を気遣ってくれ、とエリノアは心の底から思ったのだった……。






　しかしながら、いくら疲れていようともだ……。

　この狭い自宅の中で、四角いテーブルを魔物四名が占領し難しい顔を突き合わせていては……いくらなんでも無視することは難しいというものだ。

　理由を聞かないといけないんだろうなぁと、内心どっと疲れる思いで魔物たちを見ていると──不意にグレンがすぐに隣の老爺を指差し、「議長～、メイナード殿が眠りこけておられます～」……などとのんきな声をあげている。






「何!?　起こせ！　重要案件だぞ！」

「メイナード殿ー起きてー」

「………………で？」






　呆れ半分といった顔で返答を求めると、いきなりバッと睨むような視線を向けられた。──白犬武将と黒豹婦人である。

　その音のしそうな勢いに、エリノアが思わず怯む。






「な、何……？」

「『緊急会議だ！』『ですわっ！』」

「……は？」






　かいぎ？　と、エリノアの口が動く。それに答えるようにしてコーネリアグレースがさめざめと嘆くように両手で顔を覆った。






「実は……陛下が外でお仕事なさりたいとおっしゃってますの！」

「あ、ああ、その話か……」






　前もって弟から聞かされていたエリノアは頷いた。






「身体も病気の心配がなくなったから家計を支えたいってブラッド言ってたわね。それがどうかしたの？」






　──と、言った途端、婦人はテーブルを叩き割りそうな勢いで叩く。ドスンと鈍い音が疲れた身体に堪える。






「どうもこうもありません！　陛下が人の世界でお仕事だなんて……！」

「は、はあ……」

「どうかしたのだと!?　お前は……陛下の実姉のくせになんてのんきなのだ！」






　ヴォルフガングも不快そうに己の耳を後ろに倒しきってエリノアを睨む。






「我らの主人様が！　どこぞの馬の骨とも分からぬ者の下に付き！　労働をするということだろうそれは！」

「馬の骨って……」

「承服できぬ！」と、嘆くヴォルフガングの顔はいかにも苦悩に充ち満ちている。エリノアはやれやれと、血相を変えている魔物たちの顔を見渡した。






「少し冷静になってよ。過去は過去。今は今でしょう……」

「過去、だと？」






　エリノアの言葉に白い獣人が眉間に深いしわをよせる。睨まれるとなかなかの迫力だが、エリノアは怯まなかった。






「だって……ブラッドの昔がどうだったかは私には分からないけれど、今、ブラッドは私の可愛い弟なのよ。魔界にいるわけでもないのに……あの子が普通に暮らしたいって言うんだったらそうさせてあげないと。ブラッドはずっとそうしたかったの。病気でできなかったことを、同じ年齢の子たちが普通にしていることを、普通にしたいのよ」






　しかしながら、とコーネリアグレースが言う。






「〝魔王〟というものは、なるならないの問題でも、ただの地位役職の名でもありません。それは〝魔王〟という〝存在〟です。女神と勇者によって一度は生を閉じた陛下ですが、転生した今も、〝魔王〟として昔と同じ程度の能力をお持ちなわけです。エリノア様と一緒にいることによって多少は抑えられておりますが……人間たちの中にお連れするなど危険極まりないのですよ？」






　それを聞いたエリノアはうーんとつぶやく。






「分かってるんだけど……ブラッドリーの決意が固いのよ……閉じこめておくわけにもいかないし……」






　エリノアは脱いだ上着を壁に掛けながら困ったように言う。

　ブラッドリーはあれから顔色も良く、精神的にもとても安定しているようだった。あれ以来怒りで新しい魔物を呼ぶようなこともなかったし、配下たちに非情な顔を見せることもなかった。

　姉としてはそのことにとても安心している。

　だが、もちろんコーネリアグレースの案じることも分かった。






「だから……」と、エリノアが魔物たちを振り返った。

　──しかし、エリノアが次の言葉を発する前に……突然エリノアの目の前にブラッドリーが現れた。






「っ、ぎゃっ!?」

「おかえりなさい姉さん……！」






　誰も居なかったはずの場所に唐突に現れた弟は、ぎゅっと姉に抱きつくと、にこにこと顔を笑みで満たした。






「ああ良かった！　遅いからすごく心配したんだよ……今日は上級に上がって初出勤の日だったでしょう？　ブレア王子に何かされなかった？」






　……王子がまるで痴漢か何かのように言われている。

　ブラッドリーはエリノアの肩を持って、姉の身に異変がないかをまじまじと見分している。






「姉さん!?　どうしてこんなにヨレヨレなの!?　髪もぐちゃぐちゃじゃない……まさかあいつに何か──」






　一瞬弟の目が剣呑に光ったのを見て、唖然としていたエリノアが慌てて首を振った。






「や、違う！　初日だったからちょっと張り切りすぎただけ！　ほら、姉さんかなり抜けてるから……」






　もしここで、王宮で出会ったばかりの騎士らにこき使われた挙句、頭をかき回され張り倒された、……なんてことを言ってしまえば大事になる。そんな気がした。






「でも……」

「本当だってば！　憧れの職にやっと就けたんだよ!?　姉さんが右往左往しないわけないじゃない!!」






　力一杯力説する姉の言葉に、ブラッドリーも「まあ、それは……目に見えるようだけど……」と、半ば押されるように頷いた。






「そうでしょう!?　あ、あとねブラッド……」






　ホッとしながらも、これだけは言っておかねばとエリノア。






「なあに姉さん？」

「お願いだから……出迎えに魔法？　を使って急に出てくるのはやめて……心臓に悪いから……」






　姉の言葉にブラッドリーはキョトンとしている。






　──あの日以来。

　大人しく物静かで儚げだったブラッドリーは変わってしまった。

　いや、それまではずっと体調が著しく悪かったわけだから、性格的にも色々セーブされていた部分もあったのかもしれない。

　それにしたって──と、エリノアは困惑する。

　これまでエリノアが彼を過保護に過保護にしてきた反動か……今度はブラッドリーからのエリノアへの態度がおかしなことになってきた。

　しかしブラッドリーは、「だって」と不満そうな顔をする。






「ああ姉さんが帰って来た、と思ったら、自然と身体が飛んじゃうんだよ。早く顔が見たいんだもん。それで……本当に大丈夫だったの？　やっぱり心配だよ……これからは僕が外で働くから姉さんは家にいたらどうかな……姉さんが頑張って上級に上がったのは分かってるんだけど、僕は王宮には入れないし、僕がいないところで何かあったらと思うと居ても立っても居られないっていうか……王宮にはブレア王子もいるし……もし何かあったら僕王宮を破壊しちゃいそうで……」

「……えっと……真顔で言われると本当怖いからやめようねブラッド。大丈夫。大丈夫だから……ちょっと落ち着こうか……」






　抱き竦すくめてくる弟に、慣れないエリノアは若干引き気味。

　特にブレアの話題が出ると、弟の顔がひどく暗くなってなんか怖い。

　溺愛することには慣れているのだが、それが己に返ってくるとなると……嬉しいような気もする半面、なんだか違う気がしてならないエリノアだった。

　それにこれまでは百二十パーセント守るべき対象として見ていたせいか、もしくはブラッドリーが寝台に寝付いていることが多すぎたからなのか……

　エリノアはここに来て初めて小さかったはずの弟ブラッドリーが、いつの間にか己よりも背が高くなっている事実に気がついた。

　それはそうである。ブラッドリーも、もう少年から青年へと変わろうかという年頃なわけで……。

　だが、これはエリノアにとっては地味にショックな出来事だった。

　弟に背丈が負けたこともショックだが、それよりも、そのことに今の今まで気がつかなかった己のうっかり具合にとてもガッカリだ。

　いや、別にブラッドに負けたっていいんだけど、とエリノア。






「（……姉さん、ブラッドよりもチビっ子だったんだね……、……………）」

「陛下～、なんか姉上が落ちこんでいらっしゃいますよ、あははは」

「グレン……笑うな……」






　……そう言うブラッドリーの声音のおどろおどろしいことといったらなかった……。






　はあ、さて、と気を取り直したエリノアは魔物たちと同じテーブルに着き、彼らのほうへと向き直る。

　エリノアを腕から解放したブラッドリーも彼女の隣に座っている。……但し、何故だか弟は姉の手を離してくれない。エリノアがそれを離そうとすると……。

「姉弟なのに……」「なんでダメなの？」──と、この時ばかりは幼い頃の面影そのままの、壮絶に悲しそうな表情でうつむかれ──ると、エリノアも非常に弱い。






「え、ええと、それで……ブラッドのお仕事の件だけど──ひとまず、リードのところで少しだけお手伝いさせてもらうところから始めたらどうかって思ってるわ」

「……リード？」

「ええそうよブラッド」

「……ちょっと待て、何故モンタークなんだ」






　ヴォルフガングが微妙そうな顔で眉間にしわをよせた。

　何故かと言うと……ヴォルフガングとリードがこの家で出会って以降、リードは毎日欠かさずヴォルフガングの世話をしにこの家にやって来るからだ。

　動物の中でも格別に犬が好きだと言うモンターク商店の看板息子は……何も知らず、毎日ヴォルフガングを散歩に連れ出し、ブラッシングもしてくれて……爽やかな笑顔で『いい子だな、ヴォルフ』……と、魔将の頭を撫でている。

　ヴォルフガングが幾ら犬扱いを不服に思って殺気を放っても、何故かリードには欠片も通じた試しがない。

　ゆえに……ヴォルフガングはリードが苦手なのだ。彼が良心の塊であるだけに尚のこと。

　ところでそのリードは、エリノアの家にもう一匹、黒猫が増えていることも知っているのだが……。

　黒猫グレンは素晴らしく素早くて、そしてまた要領も良かった。彼はリードには決して捕まらず、エリノアにも……『まあまあ。あの子はもうほっといていいから……むしろそのほうが平和だから……』となだめられ。リードはとても残念そうだったが、結局グレンのことは諦めたようだった。

　そうしてグレンはいつでも高いところからリードに捕まったヴォルフガングを眺めては、ニヤニヤと愉快そうに笑い転げている。それがまたヴォルフガングにとっては屈辱的であるらしい。

　因みに……新しくエリノア宅の居候となったコーネリアグレースとメイナードの二人は、リードたちには昔のトワイン家の使用人だと説明している。

　黒豹コーネリアグレースは、彼の前ではふくよかな人間の婦人に化け、メイナード爺は、元は庭師だったということになっていた。






　エリノアは魔物たちの顔を見ながら話を続ける。






「どうかしら。リードのところならブラッドも精神的にも安定するし……世間に慣れさせる程度には丁度良いんじゃないかと思うんだけど……まずは短い時間手伝わせて貰って、お給金はいただかない方向で……」






　エリノアは、今朝リードとモンターク家の主人には話をしたこと、それを快諾されたことを皆に告げた。

　しかし、その言葉にまず当の本人ブラッドリーが不服そうな顔をする。

　もちろんモンターク家の店が嫌なわけではない。だが、彼としては自分の身体が動くようになった以上、これからは自分がきちんと働いて、これまで苦労を掛けた姉に楽をしてもらいたかった。その為にならどんな労も厭わないつもりだが──姉も配下たちもそれには段階を踏む必要があると、決して譲ろうとはしなかった。

　そうして結局──。

　彼らに説得されたブラッドリーは、これからしばらく日中の短い時間を、モンターク商店の手伝いをして過ごすことになったのだった。もちろん──婦人と老爺のおまけ付きである。

















４　ブレアとお供の娘












　昨日は結局──頼まれた繕い物は就業時間中には仕上がらなかった。






　そして新しい職場での二日目。

　自宅持ち帰りで繕ってきた山のような訓練着を持って王宮へ出勤すると、先輩侍女たちはそんなエリノアを生暖かい目で見た。

　多分──意味するところは、






『ああ、昨日はいいように使われたのね……要領の悪い子』

『運がないのねぇ……』






　と、いったところであろうか……。

　しかし新人に薄い同情の眼差しをよせておきながらも、彼女たちは容赦がない。

　エリノアとしては、上級侍女になったのだから、折角ならば、王族の方々の煌びやかな身支度や、優雅なティータイムの準備などを手伝わせてもらいたいと思っていた。

　品よく振る舞い、特別な人々の身の回りの世話を任されているのだという誇りを胸に、精一杯忠義を尽くしていきたかった。

　昨日の激務を経て、今日こそは、と、思った。……のだが──……。






　先輩侍女はにっこり笑って言った。

　預かりものがあるなら返却しなきゃねぇ。それに昨日と同じ仕事のほうが覚えやすいでしょう？　とも。






　その言葉の意味するところを察して、エリノアは思った。世は無情だ。が……全くもってその通りだ、と。






　そうして結局エリノアは、昨日のことをげっそりと思い出しながらも、本日もまたブレアの鍛錬の供を担当することになったのだった。






（……今日もあの熊みたいな連中と戦うのか……）






　──察するに、とエリノア。先輩侍女らはブレアの鍛錬場にはついて行きたくないのであろう。

　ブレアが休んでいる時間や、黙々と勤しむ職務の時間に比べると、緊張感漂う訓練中はどうしてもピリピリとした雰囲気が漂いがちで。おまけに場合によってはブレアの元に群がって来る配下たちの世話までも（むしろこっちメイン）を、なし崩しにさせられるとあっては、彼女たちが嫌厭する気持ちも分からないでもない。






（……ああ今日も、仕事上がりにグレンから『姉上、いい逆ハーレムでしたねぇ』とかにやにや嫌味を言われる様が目に浮かぶ……）






　……仕事をする前からどっと疲れた。

　しかし、もちろん新人のエリノアに、仕事を選ぶ権利などなかった。














「……」






　訓練用の剣を手にしたブレアは、大きなカゴを抱えて自分に付いて来るその侍女を無言で見た。

　娘の抱えた木の蔓で編まれたカゴの中には、稽古用に兵に支給される服が幾重にも折り重なって入れられている。視界を覆う程の大きさのカゴのせいで、娘は前が見にくそうに歩き、足元がなんとも覚束ない。ブレアは顔にこそ出なかったが、内心ではやれやれと思っていた。

　その稽古着が、己の配下たちによって、ある意味作為的に娘に押し付けられたことをブレアも分かっている。騎士のオリバーは、決して悪い男ではないが、ブレアのためなら手段を選ばないところがあった。

　昨日も娘にはあまり負担を掛けないようにと言っておいたはずが……そのカゴに詰めこまれた稽古着の数を見てブレアは呆れ果てた。明らかに、昨日鍛錬に参加した兵の人数分よりも多いのである。

　恐らくあの一見親切そうな顔をした騎士が、新人娘の人となりを見る為とかなんとか言って、どこからかかき集めてきたのだろう。あれではきっと、娘は昨日の職務中にも他の仕事などできなかったに違いなかった。

　そういえば、朝の鍛錬以降、娘の姿を見なかったことに思い当たり、ブレアは頭痛を覚えた。






（……オリバーめ……）






　稽古中はブレアも集中していて、どうしても、稽古に参加しているわけではない侍女の動向にまでは目が行き届かない。

　おまけに周囲には共に鍛錬したいと詰め掛けてくる配下が大勢いて、彼らに稽古をつけているともなると尚更だった。






「…………」






　己が廊下を進むたびに、大カゴと共に黒いワンピースから伸びる足がよろめくのを見ると……さすがのブレアも娘に手を貸したい心持ちになった。が……。






　既にそこが己の居住区から出ていることを思い出して、彼はそれを思い止まる。

　鍛錬場に向かう廊下は、他の王子たちの居住区にも近いとあって、使用人たちの往来も多い。

　彼らは皆、難しい顔で剣を手にした第二王子の後ろを、大きなカゴ（を抱えた娘）がヨロヨロついて行くさまを見ては……ぎょっとして、恐々と足早に通り過ぎて行く。

　もしこんな人目につきやすい場所で、ブレアが娘の荷物を取り上げては、娘は王族に己の荷を持たせる不忠者とされてしまうし、娘本人も気に病むに違いなかった。

　ブレアは侍従じじゅうの一人でも連れて来ればよかったと少し後悔する。普段は鍛錬場につけば、配下たちが進んで雑務を請け負ってくれるので、すっかり失念していたのだ。

　しかしその鍛錬場も、もうすぐそこだ。

　気の毒にも思ったが、ひとまず娘が倒れでもしない限りは、ブレアは手出しを控えることにした。






　ブレアはもう一度配下達に釘を刺しておかなければと鍛錬場のほうを軽く睨む。

　恐らく、このオリバーたちによる新人を試すような行動は、もうしばらくの間続くだろう。それもこれも、全てはブレアの〝王子〟という立場がゆえで、彼らが必要性を訴える気持ちも分からぬではない。

　しかしなんとも面倒だとブレア。身分や立場というものは、時になかなか取り扱いが難しい。──思わず、苦々しいため息が出た。






　と──……。

　その──普段、あまり感情を表さない主人の盛大なため息に──虚を突かれた者がいた。






　ブレアの後ろをついて来ていた娘は、王子の思いがけない嘆息によほど驚いたのか、びくりと身体を跳ねさせた。そもそも、王子の背後を重い荷物持参でついて歩かなければならない状況自体が彼女を緊張させていたのだろう。

　強張らせていた身体をビクつかせた娘は、間の悪いことに──足がちょうど廊下の床を覆う絨毯の端に差し掛かるところで……。

　視界をカゴにふさがれていた彼女は、その切れ目に気がつかず。足を取られ、思い切り──……。






　つんのめった。






「ぉ、わっ!?」

「……」






　するとブレアの背後でカゴが大きく傾いて。ブレアは、己に向かって倒れてくるものの気配を感じた。

　腕から弾かれたように飛んで行こうとするカゴを見た瞬間、エリノアが死にそうな顔をした。視界は大きなカゴで塞がれていたが、その先に、自分の新しい主人、王家に連なるお方が居ることだけは分かっていて……。

　その一瞬で、走馬灯のように浮かんだのは、これまでの幸せな記憶──とかではなく。これまでに王宮で仕出かした様々な失態、仕損じ、しくじりの数々……。

　嗚呼、とエリノアは思った。どうして私はこうなのだ。一生懸命やっているつもりなのに、どうしてこう、間抜けと縁が切れぬのか……。

　エリノアの走馬灯には、鬼のように激怒した侍女頭の怒号と、どこからか見ているだろう監視役グレンの遠慮のない嘲笑が響き渡っていた──……。






　……──が。






　この時エリノアが想像したような惨事（珍事）──ブレアの身体にカゴを激突させ、使い古された稽古着が美しい金髪の上に降り注いだうえに……己の石頭が冷ややかな顔の主に突っこんで行く──……。

　などという事態は、現実には起こらなかった。






　そうなる直前──。






「……」






　傾いてくるカゴを目の端に捉えたブレアは、冷静な顔のまま握っていた剣を利き手から放ると、その手で、カゴ諸共エリノアを受け止めていた。






「む、わっ!?」






　カゴに抱きつく形で傾いていた娘の身体は、彼の手によって一呼吸の間に元通りに押し戻されていて。緑色の瞳をまるくした娘は、そのほんの一瞬の出来事に立ち尽くした。






「え……あれ……？」






　視界を覆うカゴのせいで、青年の素早い手さばきを目撃できなかったエリノアは激しく瞬いている。

　ふと──その驚きと戸惑いを混ぜたような表情が、カゴの横から主を覗いた。そのぽかんとした顔を見た瞬間、ブレアは不思議な既視感に襲われる。






「……な、んだ……？」






　ブレアが小さくつぶやいた。

　唖然としている娘のまるい瞳や開いた口を見ていると、奇妙な気分だった。

　驚愕、呆れ、喜びと落胆、後ろめたさと羞恥、そして愉快さと不信感といった……様々な感情がない交ぜになって胸に鮮やかに浮かぶ。頭の中のどこかにはみ出した記憶のひだをつかみ損ねたような、そんな気持ちの悪さがあった。

　と、同時に──脳裏を何か閃くものが過ぎって行く。それは銀の白刃の輝きのようだったが──輝きは閃くと、そのまま奇妙な感情と共に、ブレアの中に溶けるようにして消えていった……。






「……？」






　一瞬感じたものが何か分からず、ブレアは戸惑いを覚え、己の胸を押さえた。

　──しかし、いくら探ろうとも、もう自分の中にその感情を見つけることは叶わなかった。






「……」






　気のせいだったのだろうか。

　たかだかほんの数秒前に感じた感覚を思い出すことができず、不思議な感覚にブレアは首を捻る。






　だが、彼はすぐに己が鍛錬場に向かう最中であったことを思い出す。

　ブレアは振り払うように頭を振ると、灰褐色の瞳でカゴの向こうの娘の様子を一瞥した。どうやら的確に体勢を立て直させることはできていたようで、特に身体を痛めたような様子などはなかった。






　ブレアは無言で身を屈めると、足元に落ちた数枚の稽古着を拾い上げ娘のカゴの中に放った。それから己の剣を拾うと、そのまま何事もなかったかのように機敏な足取りで廊下を先へ進んで行く。

　しかし背後では、王族にカゴと衣類をぶちまけそうになった新人侍女が、未だ自らが起こしそうになった失態の顛末に身を硬直させたままだ。

　付いて来ない供の娘に、ブレアは数歩先で仕方なしに足を止め、振り返る。






「……置いて行くぞ」






　短く言うと、娘が弾かれたように飛び上がった。






「はっ!!　も、申し訳ありません！　ブレア様！」






　彼女はカゴを抱えなおすと、ブレアの後を、転がるように追いかけて来た。

　懸命な顔は真っ赤で、前髪の隙間に覗く額には汗が浮かんでいた。

　それを見たブレアは、ごくわずかに己の口の端が持ち上がるのを感じた。

　……常に表情が固まったように動かぬ自分と比べ、なんとまあ表情も動きも活発な娘だろうかと思っていた。

















５　黒猫の頭突き、熊騎士の訓練着












　エリノアは肩を落として、ひたすら針と糸を動かしていた。

　椅子に腰を下ろしたエリノアの両の傍らには、大きなカゴが置かれている。片方には、今エリノアが手に持っているのと同じ稽古着が山のように入っている。

　エリノアはそれを一枚ずつ取り上げると、破れた箇所を繕ってから、もう一方のカゴへと移し入れた。

　地道な、地道な作業だった。






　そうして次の繕い物へと手を伸ばし、ふと持ち上げた一枚にエリノアがため息をつく。これまた一層酷い破れようで……。






「……」






　──もういっそ、可愛い花柄の当て布でもつけてやろうか。






　延々、延々と。

　昨日から同じ生成りの稽古着ばかりを繕い続ける作業は地味に辛い。

　しかしエリノアは思い直して首を振る。意味のない八つ当たりはやめよう。要らぬことをしてこれ以上状況を悪化させてはならない。

　でも、そうは思うものの、心の中はとてもモヤモヤしていた。






「……何故なんですか、ブレア様……」






　思わずべそりと嘆くようなつぶやきが洩れて。

　それでも。今にも再び溢れていきそうなため息をぐっとこらえると、エリノアは針箱の底から当て布になりそうなものを引っ張り出した。






　──と、

　作業台の上に、ふわりと気配が近よって来た。






「ちょっと姉上ぇ……いつまでこれをやるんですか？」






　少年のような声は呆れたように言う。






「もー私、見ているのも飽き飽きなんですけど。いつもみたいにあっちこっち行ってコケたり、物壊して怒られたりしてくださいよー。つまんないなぁ」

「グレン……」

「朝の鍛錬場の後からずっとこれしかしてないじゃないですか。他の仕事は？」

「……だって、これ、頼まれた以上は終わらせないと……」

「顔くっら！　姉上なんなんですかその顔は……もしかして、さっきブレア王子に言われたこと気にしているんですか？」






　グレンは繕い物の上に、のすっ、と黒い身体を横たえてエリノアを見上げてくる。作業を邪魔する気満々の黒猫の腹毛の下から、繕い物を引っ張り出して、エリノアは「やめなさい。毛がつく」と口を尖らせている。






「……別に……気にしてるっていうか……」

「いやはや、あの男……評判通りなかなか気難しいんですねぇ。仕えて二日目の姉上に早々と三行半突きつけるとは」

「ぐ……」






　揶揄するように冷笑を浮かべるグレンに、さすがのエリノアもがっくりとテーブルの上に沈む。






「う……み、三下り半……」

「姉上のいったいどこがお気に召さなかったんでしょうねえ。短気なところでしょうか？　そそっかしいところでしょうか？　それとも間の抜けた顔？　もしくは強すぎる弟愛がにじみ出てましたか」

「た、短気って……こう見えて私かなり根気よく繕い物してると思わない!?」






　エリノアはうっすら涙目になりながら、稽古着を持ち上げて訴えた。






　──だが、そうなのだ。エリノアが落ちこんでいる理由はそこにあった。






　今朝のブレアの鍛錬の終わり頃。そのまま職務に向かうと言った彼は去り際に、何故か唐突にエリノアを振り返った。

　それまでは筋肉っ子たちの厚い壁に阻まれて、ほとんど傍によれなかった主人に、静かな瞳で見つめられたエリノアは、一瞬どきりとしたのだが──……。

　王子は口を開くと、きっぱりとした口調で言ったのだ。






『もうお前は鍛錬場にはついてくるな』






　──と………………。






　兵士たちに翻弄されつつも、自分なりに頑張っていたつもりだったエリノアは、その言葉にとても驚いた。

　いや、王子の身体にカゴごとタックルしそうになったりと、色々不手際があったことは認める。だが、だからこそ、昨日以上に一生懸命駆け回って頑張ったつもりだった。

　エリノアはいったいどこがダメだったのだろうかと戸惑った。が……しかし、王子からは結局その理由は聞けず終いである。

　上級とはいえ、普通侍女が王族命令に口ごたえなどできるわけがない。（……聖剣抜いた時は緊急事態だった、とエリノアは心の中で言い訳する）






　そうして。

　結局ブレアに理由を聞かされないまま、エリノアはこうして侍女たちの待機部屋の片隅で、兵たちに押し付けられた稽古着の残りを繕っていた。

　エリノアに二日連続で面倒な鍛錬場の仕事を押し付けた先輩侍女たちも、さすがにカゴいっぱいの繕い物を抱え、ブレアの突然の拒絶にオロオロしている新人娘を見て哀れに思ったのか……繕い物が終わるまでは通常業務から外れてなさいと許可をくれた。






　エリノアはがっくり肩を落としている。

　そんな様子を見たグレンは青い眼を細める。






「姉上ったらジメジメしちゃって。らしくないなぁ」

「だって……こんなに早く……どうして？　私が王子の頭に繕い物をぶちまけそうになったから!?」

「それもあるかもしれませんが。思うに、その繕い物、預かり過ぎたんじゃありませんか？　ほとんど他の仕事できてませんし、要領の悪い侍女にイラっときたとか」






　グレンの言葉に、エリノアは悲痛な顔で反論する。






「だって！　ブレア様の配下の方々の頼みを断っていいのかも分からなかったんだもの！　あの中には騎士位を持つ方だっていらっしゃったし……いち侍女が簡単に拒絶しちゃっていいのかしら……とか色々考えているうちに手の上にいつの間にか繕い物が積み上がってたのよ！　あの人たちったら当然のような顔して押し付けてくるし……」






　わなわな破れた稽古着を握りしめているエリノアに、グレンはやれやれと首を振る。






「……姉上は結構騙されやすいタイプだったんですねぇ」






　グレンはそう言って、作業台の上に項垂れたエリノアの眉間に、猫顔をぐりっとおしつける。






「う……」

「いいですか？　姉上……人間の中にも、魔物を上回るような悪人は、いますっ！」






　零距離で、青い瞳に見据えられ断言されたエリノアが呻いている。






「う、うぅ」

「……私は心配ですよ。その内奴らに無駄に馬鹿高い壷とか、効果がありもしない魔法のお札とか買わされるんじゃぁないかって。魔物には強いくせに人間にいいようにしてやられるなど……魔王の姉の名が廃りますよ！」






　グレンはしっかりしろコラ、と、ごすごす頭突いてくる。

　頭突かれながら……〝魔王の姉〟と言われたエリノアは、弟ブラッドリーのことを思い出していた。上級試験に受かった時は、弟はとても喜んでくれて。

　それなのに、上手く仕事をさばけていない自分を思うと情けなくて。がっくりきた。






「……あんたにまで怒られるなんて……」

「当然です。私、身内を自分がいじめるのはよくても、他人がいじめているのを見るとムッとするタイプなんで。ブレア王子なんかに言われたことをいつまでもうじうじ引きずられるとつまんないです。おもしろくないです！」

「……別にいじめられたわけじゃないったら。ただ、地道にやってれば、ブレア様はちゃんと仕事してる人間はきちんと評価してくれるから大丈夫──て、先輩は言ってたから……頑張ればきっと、と思っていたから……ちょっと堪えただけよ……」






　新しい職場で初めて任された職務だ。「もう来るな」と言われると、「お前の働きはなんの役にも立たなかった」と、言われているようで悔しかった。するとそれを聞いていたグレンがスッと目を細めて言う。






「……でもお忘れですか姉上。王子は記憶がないとはいえブラッドリー様と聖剣の目撃者です。関わらないほうがいいんですから、遠ざけられているくらいが丁度いいんじゃないですか？」

「……」

「メイナードの忘却術もけして完璧なわけじゃないんですよ。人の頭脳ってものは未知数なところも多いですからね。何かの拍子に記憶の蓋が開く可能性もある訳です。別に鍛錬場には来るなって言うだけで私室付き侍女から外されたわけじゃないんでしょう？」

「……そうだけど……」






　確かにグレンの言うことは（珍しく）正しかった。

　このまま平穏に上級侍女の仕事を続けたいと思うなら、あまりブレアの側には近より過ぎないほうがいい。






「もともと織りこみ済みの事態のはず。王子は姉上に対する不信感を記憶の底に眠らせています。嫌われ、拒絶されても不思議はありません」

「……それについては、どうこう言うつもりはないのよ……自分が選んだ道だから……でも、そうよね、私、聖剣を抜いておきながら放棄した不忠者でもあるしね……」






　だが、頑張ればきっと不信感も少しずつ拭い去っていけるはず──と、希望を持っていたのだが。

　やっぱりブレアと主従関係を築くのは難しいのだろうかと、エリノアはなんだかとても悲しくなった。






「…………」






　消沈して。せめて挽回するチャンスが欲しかったと思っていると──。

　唐突に、視界が真っ暗になる。






「っ!?　、暗い!!」






　一瞬グレンの悪戯かとも思ったが……耳に低く笑う声が届いて、エリノアは身を固くした。






「おい、新人侍女」

「っ!?」






　エリノアは事態を察した。






「この声……この匂い……じっとりした汗臭さ……さては稽古着だな!?」

「ははは、当たりだ」






　頭に被せられた布──稽古着を引っ剥がすと──頭上で、例の熊男、騎士オリバーが豪快に噴き出していた。






「匂いとは。お前は犬か！　ははははは」






　その顔にエリノアが目を剥く。






「犬て……騎士様……あなた様ご自分たちの汗臭さを侮っておられますよ!?　脱ぎたてほかほかを人の頭に乗せないでください！」






　どんだけ強烈だか分かってないな、この熊騎士めとムッとすると、余計にげらげら笑われる。と……はたと手にした稽古着を見て、エリノアが悲鳴をあげた。






「ひぃいいいっ!?　こ、これは!?　この染みの形には見覚えがありますよ!?　これは今朝……私が繕い終わってお渡ししたばかりのやつではありませんか!?」






　昨日の夜綺麗に繕ったはずのそれは、袖のあたりには新たな大きな裂け目があって、それが最早ちぎれ落ちそうになっている。

　だが、男はけろりと頷く。






「そうだが？」

「!?　な、なんという平然とした……そろそろわたくしめも涙目なんですけど!?　大事に着てくださいよ!!」

「いやぁ～、ブレア様のところに行こうと思っていたのだが、いいところでお前を見つけた。またこれも繕っておいてくれ」

「……！　……！　せめてっ……洗ってから持ってきてくれやしませんかねっ!?」






　部屋の中は一気に男臭い汗の臭いで満たされて。エリノアは胃がキリキリした。オリバーはカラカラ笑っている。






　今朝のカゴぶち撒け未遂事件の後……ブレアの後を追いかけ鍛錬場に着くと、そこには、またこの男がエリノアを待ち構えていた。

　──そのにんまりした顔には嫌な予感がしたのだ。

　だが、ひとまず雑務を終わらせてから、繕い物を一枚一枚彼らに返却して行った。と……男たちは、今彼がしているのとそっくりな表情で、エリノアに新たな繕い物を手渡してきたのである。






　──これ正にエンドレス──……。






　エリノアは気が遠くなった。






「なんだ、どうした青い顔して。ほら飴でもやろう」

「飴……いりません……消臭剤を要求致します」

「はははは、そんなものはない」

「……」






　言葉を失ったエリノアの眉間には、くっきり怒りの筋が浮いている。






　──因みに……グレンはいつの間にか姿を消していた。

　ただ、耳に不思議な声が届いた。






『姉上！　壷とか買わされたらダメですよ!!』

















６　熊とエリノアと、勇者の祈り　前












　暗い顔をしていた娘から、（飴を駆使し）やや強引に話を聞き出したオリバーは噴き出した。

　仕事がつらいと嘆いているのかと思ったら……ブレアに鍛錬場にはもう来るなと言われ、それが気になっていると言う。

　オリバーは迷惑そうな娘の隣の作業台の席に座ると、「なるほどねぇ」と娘の顔をしげしげと見つめた。

　娘の顔は覇気がなく眉尻は下がりきっていた。オリバーが傍に来たことで、口元はやや不満げ不審げに突き出ているが……。

　しかし、何故か手だけは別人のように活きが良い。自分たちが預けた稽古着が、まるで親の仇か何かであるかのように、ブスブスと針で刺され──ている割に綺麗に仕上がっていくので、なんだか変な娘だなとオリバーは思った。






「殿下がねぇ……」






　そうつぶやくオリバーの顔は、一見穏やかだが、笑みの影に、少々含みのある表情が覗いていた。

　この騎士と第二王子ブレアとは、親の代からの付き合いである。

　幼少期からブレアの良い稽古相手として傍に上がっていた彼には、他人からは分かりにくいブレアの行動や心理がよく分かる。

　ゆえに、今回も、オリバーにはブレアが何故この娘に鍛錬場には来ないようにと申し付けたのかはおおよその予想がついた。

　オリバーは薄く笑う。






（そう来ましたか……）






　娘はそれが自身の失態によるものかと心配しているようだ。

　だが、おそらくそれは……オリバーたちの無遠慮な娘のこき使いようを見かねてのことだったのだろう。

　この日の午前の鍛錬中にも、王子はオリバーたちにこの娘にあまり構うなとは言ってはいたのだが。

　それを再び王太子や国王が心配するだなんだと煙に巻いたのはこの男である。

　──先王の時代。ブレアの父が即位する際に、王族内では激しい骨肉の争いが起こった。その過酷さを現王の傍で見守った彼の父の教えもあって、オリバーはブレア周辺の出来事にはやや敏感なところがある。

　そして昔から傍にいるだけあって、オリバーは家族想いのブレアの泣き所をよく知っている。その上彼は口も達者で。

　当然そのことをよく承知している王子は、この減らず口男を言葉で説得するよりは、娘を下げたほうが遥かに早いと踏んだのだろう。

　だけどまぁ、と、オリバーは苦笑する。ブレアはそれをわざわざ娘に説明してやりはしなかったのだろう。






（しかし……そのようなことをされると、余計に気になるのですよブレア様……）






　オリバーは、王子が思いのほか素早くこの娘を自分たちから遠ざけようとしたことが少々気に食わなかった。

　彼自身も、ブレアがこの娘のことを、『傍に置いておかなければならない気がする』などと、実にもの珍しいことを言うものだから、ついやり過ぎている……とは、思っていた。

　だがオリバーが違和感を覚えるのも無理はない。

　ブレアはただ口で『もう来るな』と、命じただけのようにも思えるが……命じたということは、ブレアが娘のことを念頭に置いていたということである。国の王族が、一介の侍女を……である。

　ブレアの第二王子という地位は伊達ではない。ブレアは王太子を支える役目も担っているし、職務も忙しい。

　その、国の多様な職務に関わり、重大な問題にも取り組んでいる彼が、何ゆえいち侍女がたった数日こき使われたからといって気遣いを見せるのか。

　オリバーとしては、新人娘の人となりを見るために少々圧を掛けてみたいという申し入れは既にブレアにしてあった。これまでにも新人侍女がブレアの周りに上がってきた時は、同じようなこともあったはずだが。






「……」






　オリバーは、げっそりとした様子で針を動かしている娘を見下ろした。

　どこにでもいそうな娘である。






「……ただの変な女にしか見えないが、何かあるのか……？」

「…………騎士様、聞こえてますよ……」






　娘がぐっと睨んでくるが、オリバーはそれを笑ってかわす。

　なかなかに度胸のある娘であることは確かだなと、オリバーは思った。






（……まあ……もう少し……様子を見るか……）






　オリバーは団服の中から何かを取り出した。そしてその手を、傍で懸命に針仕事をしている娘の頭のほうへ向けた。と──。






「っ！」

「え？」






　気配に気がついて。エリノアが繕い物から顔を上げると、騎士が驚いたような顔で手を引っこめるところだった。

　その手には小さな布袋が握られており、甲の部分には赤く走った筋が数本延びていた。






「え？　ちょ、どうなさいました!?」






　それが血の筋だと悟ったエリノアは、慌てて椅子を立つ。






「……いや、お前の頭にこれを乗せようとしたら……どこからか現れた猫が引っ掻いて行った……」

「ね、ねこ……？」






　聞いたエリノアは、ぎくりとする。






（──グレンったら……）






　オリバーはさして痛そうな顔はしていなかったが、きょとんとした顔で、猫が去っていったらしい部屋の出入り口の先を見ている。

　エリノアはため息をつくと、後ろの棚から薬箱を取り出した。

　不本意ながら、グレンはもう身内のようなもので、少しばかりの罪悪感を感じた。






「とりあえず消毒しておきましょう。手をお出しください」

「ん？　別に手当てなんぞいらないぞ。猫に引っかかれたくらいで……」

「いいからお出しください。で……いったいなんの袋を私の頭に乗せようとしていたと？」






　手当てはいいと言うオリバーの手をつかまえながら、エリノアは胡散臭そうな顔をして男を見た。






「ああ……これか？」






　オリバーは机の上に袋を置くと、紐を緩め──。






「これは──」






　と──。

　そう言ったきり、オリバーの言葉が途絶えた。

　作業台の上に置かれた袋へ視線をやっていたエリノアは、不思議そうにオリバーの顔を見上げる。






「……騎士様？」






　見上げた瞬間のことだった。

　オリバーの目が点になり、その手が胸を押さえた……と、思ったら、大柄な身体がゆっくりと傾いた。






「え」






　そのまま、ゴスンと作業台の上に突っ伏すように崩れ落ちた男に、エリノアがギョッと息を吞んでいる。






「え!?　ちょ、騎士様大丈夫ですか!?」






　オリバーの顔を覗きこもうとした時、エリノアの背後で忍び笑いが聞こえた。

　驚いて振り返ると……そこに小さなグレンの姿があった。






「あははは、ざまぁみろ」

「グレン……!?　あんた何かしたの!?」






　オリバーは作業台の上でピクリともしない。

　瞳は開いているし、呼吸もあるようなのだが、その表情は硬直し、視点も定まってはいない。

　明らかに異常な状態だった。

　エリノアは青い顔でグレンを見たが、しかし黒猫は愉快そうに笑うばかりだ。






「まあいいじゃないですか姉上。いけ好かない人間です。それに、姉上の頭に不用意に怪しげなものを乗せようとしていました。自業自得です」

「はぁ!?　良いわけが……と、とにかく、い、医者を……」

「えぇ？　こんなやつ適当にどこかの路地にでも転送してしまいますから、放っておきましょうよぉ」

「馬鹿言わないで！　そのまま騎士様が動けなくて病気にでもなったらどうするの！」






　睨むエリノアに、グレンはやれやれと不満そうな顔をする。






「まったく姉上ったら、こんな失礼な奴放っておけばいいのに……ああ、それと……これは普通の医者には治せませんよ。魔障ですからね」

「へ？　ま、しょう？」






　聞きなれない言葉にエリノアが戸惑う前で、グレンは自分の前足の爪をうっとりと眺めている。






「魔物につけられた傷は普通の傷とは違います。人の身体には結構障るらしいですよ。特に、女神の加護の薄い人間には」

「女神様の、御加護……？」






　戸惑うエリノアを余所に、グレンは男の顔を覗きこみながら、「いやー」とのんきに笑う。






「主は信仰心に厚いというのに、この男はあまり女神を信仰してはいなかったみたいですねぇ。まあ、そうでしょう、千年近く女神の勇者も現れていなかったわけですし。実際女神の業を目にすることもなくなった人間たちの信仰心が薄れてきていても不思議はありません」

「ど、どういうこと？」

「この程度で魔障に蝕まれるということは、女神の加護が薄い証拠です。まさかこんなにあっさりいくとは」






　黒猫は男を小馬鹿にするような目で見ている。その言葉に驚いたエリノアは、傷つけられたオリバーの手の甲を見た。






「うっ!?」






　と、いつの間にか、男の手は、甲どころかその全体が黒く変色している。慌てたエリノアがその団服の袖をめくり上げると、もう肘辺りまでが蝕まれているようだった。

　エリノアは真っ青な顔で叫んだ。






「ば……馬鹿ーっ!!　ど、どうすればいいのよ！　どうしたら治るの!?　は！　……メイナードさん……メイナードさんね！　今すぐメイナードさんを呼……」

「忘れてます？　メイナード殿も一応魔物なんですよ？　悪化させるのはお手の物でしょうけどー。……まあ、治せるとしたらちゃんと力を備えた聖職者くらいですかねぇ」

「聖職者!?」






　それを聞いたエリノアは、あわあわ言いながらも、すぐに決断を下す。オリバーが身体を預けた作業台の横に身を屈めると、なんとか背負おうとその身体を引いた。女神の聖殿に行けばそこには聖殿の司祭がいるはずだ。グレンの手助けは端からあてにしていなかった。






「う、お、おもっ」

「……姉上、まさかその巨体を背負う気ですか？　……無理に決まってるじゃないですか」






　呆れたように見ているグレンの言葉を、エリノアは騎士（成人男性やや大きめサイズ）の身体の重さに半ば押しつぶされながら呻く。






「ぅ……だって！　魔障とか蝕まれるとか恐ろしげな……これ下手したら死ぬとかいうやつなんじゃないの!?」

「ま、場合によってはそうですね」






　グレンはけろりと頷く。そのあっさりと縦に振られる小さな頭にエリノアは唖然とする。

　それは、本当になんとも思っていない顔だった。

　グレンは本気で男が死のうが生きようがどうでもいいと思っている。その上その身体をどこかに転送し放り出すと言う。






　エリノアは、そのあまりの言いように──。






　カッチーンと来た。






　途端──腹の中から得体の知れない激流が頭のほうに向かって流れこんで来た。それを吐き出すように口を開くと、轟くような怒号が室内を揺らす。






『──グレンっっ!!』

「ひゃっ!?」






　きつく鞭で打ちつけるような声に、グレンは四肢を強張らせて飛び上がった。

　次の一瞬、光の一閃が走ったかと思うと──エリノアの両手の甲が白く光り輝いた。眩き中にもくっきりと浮かぶ印に、グレンが怯んで後退る。






「め、女神の印……!?」

















７　熊とエリノアと、勇者の祈り　後












　──湧き上がった怒りに任せ怒鳴ったエリノアは、身体の中に火山の爆発のような急激なエネルギーを感じた。腹から湧いた鮮烈な力が全身に行き届くと、不思議と重くてたまらなかった騎士の身体がふわりと軽くなった。

　エリノアはそのまま立ち上がり、グレンに向かって一歩踏み出す。

　冴え冴えと輝く緑の瞳に見据えられた黒猫の顔がひきつる。

　さほど大きいとはいえないエリノアが、大男を担いで自分を睨み下ろしている姿は、なんだかとても異様だった。






『あんた……その性根、どうしてやろう……！』

「ぎゃっ、姉上！　やめてやめて！　聖の力を振り回さないで……熱い！　燃えちゃ……ぁあ!?」






　そこでグレンがハッとした。黒毛の後頭部からはわずかにちりちりと焦げ臭い煙が立ち上っている。が、あることにはたと気がついたグレンは、牙のある口元に前足を押し当てて、そういえば……とつぶやいた。






「忘れてました……姉上、聖剣の勇者じゃないですか……」

『あんたは本当に碌なことしないんだか……っ…………え？」






　その途端、指摘されたエリノアが、うっかり──すとんと怒気を失った。






「姉上なら、なんとかできるんじゃないですか？　魔障」






　グレンがそう続けると、エリノアの表情が真顔に戻っ──た、途端。エリノアの表情が苦痛に歪む。






「ぎゃっ!?」






　不思議な力を失った娘の身体は崩れ落ちて。背負っていたオリバーの重量に押しつぶされる。






「……おやおや……聖なる勇者の力が消えましたね。はー助かったぁ……」






　つぶれたエリノアを見て、怯えていたグレンが身体を起こし、ため息をついた。






「姉上ったら、急に覚醒するの止めてくださいよ！　吃驚するじゃないですか！　……毛が焦げちゃった……」

「いや……っ、重い！　ちょ、助けて！」

「あー驚いたらお腹がすいた。何か食べてこよーっと」

「ちょ、グ、グレン!!」


















　で？　と、エリノアはクッキー臭いグレンの鼻面に顔を迫らせた。






「私が、どうやったら騎士様の魔障を消すことができるの？」






　問うと、黒猫は、はぁ？　と子憎たらしい顔をする。






「聖なる力の使い方なんて魔物の私が知るわけないじゃないですか」

「はぁ!?」

「でもそうですねぇ……姉上の聖なる女神の印は手の甲に出ているわけですから……」






　グレンはにっこり笑って首を傾ける。






「両手で抱き締めてお祈りでもしてみたらいかがですか？」

「はぁ!?　だ、抱き締める……!?　わ、私がこの方を!?」






　グレンの言葉に、エリノアは目を剥いて、床に転がされ、未だ意識の戻らないオリバーを見た。






「まあ、嫌なら放っておけばいいですよ。その場合、この熊男は死ぬか、もしくは魔物に変貌するか、ま、どっちかですね。知ってます？　魔界には虫の魔物とか、茸の魔物とかいるんですよ？」






　性懲りもなく、そんなのになったら面白いですよねーとか言うグレンに、エリノアがわなわなしている。






「あ、あんたはまたそういうことを軽々しく……いいわよ！　やればいいんでしょう、やれば!!」






　エリノアはグレンを睨むと、鼻息荒く、のしのしとオリバーの傍らに近づいていった。

　それから、一瞬の逡巡の後、えいやっと、その身体の上に覆いかぶさった。






「女神様!!　お願いです！　どうかっ、この騎士様の魔障を清めてください！　この方人使い荒いし、胡散臭いし、いけ好かないですけど……こんなことで命とられることないと思うんです、お願いします!!」






　──祈り方なんか、食前食後の祈りとか、就寝前の祈りとか、そういった類いしか知らなくて。が……とにかくエリノアは懸命に祈った。要は気持ちだ。

　しかし、これが失敗したら身体の下の騎士が死ぬのかもしれないと思うと、だんだん男が哀れに思えてきて。でたらめな祈りがだんだん鼻声になっていく。






「ああ、全然魔障が消えない……め、めがみさま……っ！　こ、こんな人でもきっとお亡くなりになったらご両親が悲しむと思うんです……ましてや茸になるとか……ぅ、こんな熊のように大きく育て上げたっていうのに、死因が猫にひっかかれたから……なんて……ご母堂様がどれだけ失意に暮れられるか……私にはとてもじゃないですが言えません！」

「…………」






　終いにはメソメソしだしたエリノアに、背後でグレンが無言で呆れている。






（……この人本当にお人よ……）






「っ!?」






　そこで何かに気がついたグレンが、ハッと顔を上げて──そして、さっと身を翻した。

　残されたエリノアは、オリバーに抱き縋ったまま、しくしく泣いている。






「めがみさまっ！　どうか……この哀れなお母様の息子様を──……」

「…………何をやっている」






　エリノアが尚も祈ろう（？）とした時。不意に、背後から低い声がかけられた。






「へ……」






　エリノアが泣き顔で振り返る。






　と、そこに──。










　ブレアが立っていた。

















８　寝ぼける騎士とブレアの真顔












「……」






　それは傍目に見るとかなり奇妙な光景だった。






　成人した男女が床の上で重なり合っている姿はかなり衝撃的な光景の部類に入るだろう。

　……が……娘は「……茸なんて……女神様どうか……！」……と、不思議で奇妙なことを言いながら、しくしくと泣いていて。

　その必死な形相に、ブレアは、もしや床の上の男に何かあったのかと案じてもみたのだが……しかし。

　娘の下に横たわる、男──オリバーは……。






　どう見てもスヤスヤと寝息を立てている。






「……………………」






　分からん……これはどういう状況だ……

　真顔の王子は無言のまま、図りかねる、と思った。

　それは、決断の素早さでは定評のあるブレアをも、一瞬躊躇させる光景であった。














「……何をやっている」






　声をかけると、娘がハッと悲壮な顔をあげた。

　涙で濡れた顔色は血の気が引いて真っ白だった。途方に暮れたように下がりきった眉は、娘のまるい額のせいもあって、どこか幼子の泣き顔のようにも見える。

　ブレアの不審そうな顔を見ると、娘はびゃっと破裂するように「騎士様が猫に引っ掻かれて死んじゃいます！」……と、叫んだ。






「……猫……？」






　ブレアが怪訝そうに繰り返す。と、オリバーに抱きついたままの娘の目から、ドッと涙が溢れ出た。その勢いに、青年は目を大きく見開いた。






「わ、私がいたらないばっかりにっ！」

「……」






　嘆きながら……悔しそうにドンと右手を振るうエリノア。……まあ、その悔し紛れに打たれた場所は、実は娘が『死にそう』と声高に申告するオリバーの胸板ではあったが……。屈強な熊の如き騎士の身体は、娘が我を忘れ、多少ぶん殴った程度ではびくともしない。事実、冷静に見守るブレアの視線の先では、寝息を立てているオリバーの、その呼吸すらも、わずかも乱れはしなかった。男は相変わらずスヤスヤと安らかな顔で瞳を閉じている。






「…………」






　ブレアは一瞬押し黙った。騒いでいるのは、オリバーに跨っている娘だけなのだが、彼女はどう見ても本気。いったいどうしてこのような事態になったのだろうかと──真面目に考えてもみたが……。ひとまずは、泣いている娘を放っておくこともできない。

　ブレアは二人の傍に近よると、まずは号泣しているエリノアの肩にトンと、なだめるように手をおいた。それからすぐにオリバーの肩の横に膝をつき、男の顔を覗きこむ。

　……しかし、やはりどう見ても、オリバーはスヤスヤと……（以下同文）。






「……」






　ざっと確認したところ……騎士の身体には、なんら異常は見られない。

　手の甲には娘が言う通り、小さな獣にでも引っ掻かれたような傷痕がついている。確かに、稀に猫の爪にやられて感染症に罹るという話もあるにはある。が……。

　ブレアはオリバーから視線を外し、エリノアを見た。するとエリノアもブレアの視線に気がついて。何かを恐れるような白い顔で、息を殺し、こちらを見る。今にもハラハラと音が聞こえて来そうで。その表情を見ていると、自然、ブレアの声が慰めるように和らいだ。






「……エリノア・トワイン」

「申し訳ありませんブレア様！　うちの子とにかく気性が荒くて……お祈りしても全然効かなくて……こんなことなら剣戻すんじゃなかった！」






　ぴーっと、尚も泣く侍女の言葉には意味の分からないものが多かった。その大半をブレアはおそらく混乱のせいだろうと踏む。（しかし、茸だ女神だと言っていたあれは祈りだったのだな……と、やや微妙に思いながら）ブレアはその肩にもう一度手をのせた。






「落ち着け……確かに手の甲には傷があるが……それ以外には外傷もない。体温も、脈も呼吸も正常だ。……この者はただ……寝こけているだけだと思うが」

「へ……？」






　言われた娘はきょとんとして、ブレアの顔を見上げた。が、「いやっ、でもっ」と、オリバーの身体の上で身を起こし、男の筋肉質な腕を持ち上げた。






「だって、腕が黒く──」






　と、ブレアに見せるように持ち上げた腕に視線をやって──。

　エリノアはぎょっと二度見する。






「ない!?　あれっ!?」

「……そうだな……普通の肌の色だと思うが……」と、ブレアが言った時、室内に間延びした声が響く。






「ふ、ぁあああ……ん……？」

「ぎゃっ!?」






　驚いたらしい娘の下で、緩慢な息を大きく吐きながら、オリバーがぼんやりした瞳を開く。

　男はよっこらっしょ、と大きな身を起こすと、そこに乗っている娘を見て「はて」と、首をかしげる。






「誰だ？　部屋に女を呼んだ記憶はないが……」

「……」






　どうやら、寝ぼけた頭のオリバーは、私室にどこぞの娘でも連れこんだ──とでも勘違いしているらしい。騎士は己の膝の上に乗ってぽかんとしている娘の腰に腕を回すと、「まあいいか、」と、にこりと微笑んだ。──が。

　途端、背後からブレアの拳がその焦げ茶色の頭をガツッと殴る。






「あいてっ……おや？　……ブレア様？」

「寝ぼけるなオリバー……早く私の侍女を離せ」

「侍女？」






　叩かれた頭を撫でさすりながら、オリバーはきょとんと膝の上の娘の顔を見た。






「おや、よく見たら新人じゃないか。どうした？　やけに積極的だが……さては私がやった飴が気に入って懐いたか」

「……」（ブレア。無言でもう一発殴る）






　と、起き上がった男の顔を、唖然と見ていた娘はかすれ声で言った。






「……騎士様……？　なんとも、なんともないんですか……？」

「？　なんのことだ？　気味の悪い顔をするな」

「…………」






　自分の問いかけを聞いても不思議そうな顔しかしない男に、エリノアが息を吞んで押し黙る。事態を把握できないといった顔つきだった。

　と、冷静な顔でブレアが言う。






「お前がそのようなところで大の字になって寝ているから案じておるのだろう」

「寝……？　はて、記憶にありませんが……」






　オリバーは不思議そうな顔で首を傾げてから、エリノアを見つめた。

　エリノアはそんなオリバーの顔と猫の爪痕が残る手の甲とを、目を剥いて見比べている。






「……」






　そんな二人を見たブレアは……

　ひとまず、なんだか状況がよく分からなかったが。いつまでも床の上で膝抱き状態の二人に……思わず眉間に縦皺をよせるのだった……。














　──一方、

　熊騎士の膝の上で呆然としていたエリノアは、信じられない気持ちで己の手を見ていた。

　確かについさっきまでドス黒い沼の底のような色をしていた騎士の手は、いつの間にか正常な肌の色に戻っている。

　目覚めた当の本人も、先程の自失状態が嘘のようにけろりとしていて──エリノアは──ほっとしすぎて、思わず全身から力が抜け落ちるような気がした。（※膝の上）






（……お……お祈りが……効いた……の……？　…………いや、でも……あんなのが!?）






　騎士が無事で良かったとは思う。けれど、そんな馬鹿なという気持ちも強かった。

　グレンに乗せられてひとまず慌ててやってみたものの、我に返った今となると、あんな祈りに本当に効果があるとは信じがたい。

　いや、そもそも祈りと呼べるような大層なものでもなかった。よくよく思い返してみると、あれはただ必死に、泣いて女神に哀願しただけだ。

　思ったよりも女神は形式には寛容なのか……と、思う反面……。

　エリノアは、あんな祈りなら──今までも、病の弟のために散々やって来たのに……と、少々複雑な気持ちにもなった。

　一度だってその願いが聞き入れられたことはなかっただけに。






（はぁ……でもまあ、騎士様が無事でよかっ……あれ……？）






　エリノアは、ため息をついて、しかしそこで、ハタと気がついた。

　ということはだ。これまでは曖昧にして来たが、結局──聖剣を大樹に戻しても、自分は女神の勇者認定から逃れられていないということではないか。






（聖剣が手元にあるかどうかは……関係ないの!?　いや、そもそも、絶対人違いだと思ったのに……）






　そう思いつつ……エリノアは、己の両手の甲を恐る恐る見下ろした。……気のせいだと思いたかったが、そこはごくわずか、うっすらと、光を放っているように見えた。

　エリノアは、内心でうっと思いながら。傍にいる二人からその光を隠すように、さりげなく手のひらを上にしてそれを重ねた。

　何がなんだか分からなかった。

　ただ──騎士の魔障が消えたということは……一応エリノアに、魔障を祓う能力が備わっているということになる。

　そう思うと、現実を突きつけられたような気がして、両肩に見えないなんらかの重荷を乗せられたような重苦しい気持ちになる……。






（……普通の職だったら……家庭の事情（弟が魔王）とかで辞職できるのに……）






　エリノアは本当にえらいことになってしまったとげっそりした。もしかして、女神様に直接辞表でも出さないとダメなのか。提出先はいったいいずこ……──と……。






　難しい問題に頭を悩ませていたものだから──エリノアはすっかり失念していた。

　──己が未だ、騎士オリバーの膝の上であったことを。






　自分の膝の上でほっとしたように肩を落としたり。かと思えば苦悩に満ちた表情でわなわなしはじめる娘を、オリバーは、なんだなんだという目で眺めていた。呼びかけてみても、あまりにも反応がないものだから、ちょっと尻でも撫でてみようか……と、思ったところで、見透かされたようにブレアに三発目の鉄拳を喰らった。






「あいてっ」

「……」






　ブレアはオリバーを無言の視線で刺すと、ため息をついて、男の膝の上で呻いている娘の腕を取った。






「……？　あれ？　ブレア様……？」






　引っ張り上げると、ようやくその緑色の瞳がブレアに向いた。






「……何をしている。行くぞ」

「え？　でも、騎士様が……」






　気遣うように、床の上に座っている男を振り返る、娘の目──……。

　それを見た時。ブレアは何故だか──……少々ムッとした。

　うかつにも尻を撫でられそうだったにも関わらず、その当人を案じる娘に呆れるでも、そもそもの彼女の勘違いを呆れるでもなく。ただ、単純に、ムッとした。






「……いいから放っておけ」

「あ、ぇえ？」

「………………」






　床にあぐらをかいたままのオリバーは、その光景を、目をまるくして眺めていた。

　戸惑いながら「ならばせめて繕い物の……カ、カゴ──!!」……などと、叫んでいる娘の腕を、ブレアが半ば強引に引っ張って行く。

　このようなことは、本当に珍しいことだった。

　普段ブレアは、自分の側付きの侍女であったとしても、彼女たちにみだりに触れることなどけしてない。使用人に限らず、他者とは強固なまでに、一線を引くタイプ。それがブレアという男である。

　……そのはずなのに。






「…………」






　オリバーは、部屋を出ていく主人と侍女を無言で見送った。

　そのブレアの横顔に……思わずつぶやきが漏れる。






「……ブレア様……が……？」






　男は戸惑っていた。

　王子の顔は、いつもどおりのほぼ真顔。だが──。

　長い付き合いのこの男には、その微妙な違いがよく分かった。

　あの顔は、かなり──。






「…………いや、まさか……」






　オリバーは思わず己の口を手で塞ぐ。

　もしそれが本当ならば、大ごとだ。

















９　ブラッドリーの初仕事。店主は息子を励ましたい。












　──リードは、涙ぐんでいた。






　看板息子が店の真ん中でハラハラ泣いているとあっては、やって来た客たちは皆一様に「なんだなんだ」と彼を眺めていく。

　そんな彼の視線の先で、ホウキを手に頬を赤らめて、照れ臭そうに彼を見返しているのは、ブラッドリーだった。






「リードやめてよ、なんで泣くの……僕の掃除の仕方……変なの？」






　ブラッドリーは所在なさげに己のエプロン姿を見下ろしている。

　彼は今、モンターク家の商店の中をホウキで掃いていた。

　けれども生まれてこのかた、ずっと病床についていた彼は掃除などほとんどしたことがない。もちろん前世の魔王時代にもあろうはずがなく……。

　とりあえずは、いつも家で姉がしてくれていた姿を思い出しながら自分なりにやってみたつもりだったわけだ。が……。

　そうすると、何故か背後でリードの瞳が潤みはじめて……。

　ブラッドリーは困った様子でリードを見た。

　すると、泣き顔までもが爽やかなその青年は、笑って首を横に振って見せた。






「いや……悪いつい。ブラッドが働けるまでに回復したんだなぁと思うと感慨深くて……」






　なんてことない。単に嬉し泣きである。

　ブラッドリーは思わず苦笑いする。






「それで……ええと、次は何をしたらいいのかな……？」

「そうだな、じゃあ、商品を棚に並べてくれるか？」






　リードは涙をぬぐうと、床に置いてあった箱の内の一つをブラッドリーに手渡す。






「場所は分かるか？　重くないか？　疲れたらすぐ言うんだぞ？」

「大丈夫だったら……」






　心配そうに付いてくる青年に、ブラッドリーがやれやれという顔をする。手渡されたのは、調味料の小瓶が一ダースほど並んだだけの箱。そう幾らも重いはずがなかった。






　──そんな彼らの様子を──窓の外から、うっとりほのぼのと見ている犬がいた。その巨体の背後にくっついた白い尾は、ぶんぶんとしなりながら大きく左右に揺れて喜びを振りまいている。






「陛下のエプロン姿……初々しい……あんなお姿初めて見たぞ。なあ、なんという可愛らしきお姿だろ……」






　うか、と、言いかけて……。隣を振り返ったヴォルフガングは──。

　そこでギリギリとハンカチの端を噛みながら唸っている婦人に気がついて。その異様さにぎょっとする。

　言わずと知れた、魔界の女豹コーネリアグレース（人型）だった。






「あ、あ、あ……あたくしの陛下が……労働を……あああっ、つまずく！　ええぃ邪魔な箱め……消し炭にしてやりたい！　あああっいやっ！　あたくしっ、もう見ていられない!!」

「……落ち着け。騒ぐなコーネリアグレース……」






　人型に化けた女豹婦人は、ついにハンカチで青い顔を覆って涙しはじめて。ヴォルフガングはやれやれと犬らしからぬため息をこぼした。






「お前がそう騒ぐから、店内から追い出されてしまったんだろうが……」






　本当なら、犬であるヴォルフガングとは違い、人型に化けたコーネリアグレースは店内に入れてもらえるはずだった。

　が、ブラッドリーの初仕事に本人よりも緊張した彼女は、ブラッドリーの傍で甲斐甲斐しく、甲斐甲斐しく世話を焼き過ぎた。それがあまりに店の邪魔になっていたのか、単に暑苦しかったのか……。

　結局コーネリアグレースは、にっこり笑ったブラッドリーに仕事にならんと、退店を命じられてしまったのである。






「だって……心配なんですもの！　あんな、あんなちっぽけな小瓶どもなんか、陛下が触れただけで塵になってしまうんじゃないの!?　それで陛下が自信を失っておしまいになったらどうしたらいいの!?　人間が作った些末な物共が陛下を傷つけたら……」






　泣き出した婦人は、ガッと仲間の首元を鷲掴み、激しく前後に揺すりはじめた。






「ヴォルフガング!!　今すぐ店の全ての物に強化魔法をかけるようにメイナードに言ってらっしゃい!!」

「…………落ち着け……」














　そんな店の外の騒ぎは綺麗に無視をして。

　せっせと仕事に精を出しながら、少年はちらりと横目でリードの姿を目で追った。






（……やっぱりリードは凄いな……）






　モンターク家の看板息子の働きぶりは、実に気持ちのよいものだった。

　リードは店を訪れる買い物客を次々に接客して行く。その手際の良さと人当たりの良さには目を見張るものがあった。

　モンターク商店には、食料品から雑貨、煙草などの嗜好品など、様々なものが所狭しと取り揃えられている。その分訪れる客も様々で、なかには気難しそうな客もいるのだが。

　眉間に皺をよせて道を歩いて来た紳士も、口うるさそうな夫人も、リードの笑顔に照らされるとたちまち笑顔になった。さすが看板息子と称されるだけはあるなぁ、とブラッドリーはつくづく感心した。






　ブラッドリーは、本当にリードが好きだった。

　彼は昔からトワイン家姉弟にとても親切だった。

　特にブラッドリーにとって大きかったのは、彼が姉を見守ってくれたこと。

　かなりのうっかり者であるエリノアのことは、病床にあったブラッドリーもずっと心配していて。しかし、己は寝台から離れることができない。

　そんな彼の代わりに、リードが姉をさり気なく支えてくれたということが、彼の中で青年を格別に慕う気持ちを育てた。（……と、同時に、姉に対する心配性は膨大に育った）

　ブラッドリーは彼のことを実の兄のように思っていたし、それは、人間を「取るに足らないもの」と見なしていた頃──〝魔王〟としての自分を思い出した後でも変わらなかった。






　そうして店の手伝いをしながらのこと。そういえば、とブラッドリーは棚に品物を並べながらつぶやいた。






「聞こうと思ってたんだけど」

「ん？」






　店を出た客に、爽やかな笑顔で手を振りつつ応じるリードの背に、ブラッドリーは何気ない調子で言った。






「リードって、姉さんのこと好きなんだよね？」






　──次の瞬間。店内に、ぶほっと盛大に間の抜けた音がした。

　ブラッドリーが驚いて後ろを振り返ると、リードが店の出入り口の柱に手をついて、赤い顔でむせかえっている。その拍子に傍にあった商品を倒してしまったらしい青年に、店奥から店主が何をやってるんだという顔で眉をひそめている。






「……どうしたのリード？」

「ぐっ……は、は…………はぁ!?　な、お、俺……っ!?」

「あれ？　違うの……？」






　ぜいぜい言っているリードに、ブラッドリーの顔が曇る。






「僕、いっつもリードと姉さんが二人でいるところ見て、もう夫婦みたいだなぁって思ってたんだけど……」

「ふ……!?　い、いや……な、なんだよ急に……ちょ、や、やめてくれ……」






　ブラッドリーの率直な言葉に、リードの顔が尚のこと赤くなる。






「だって、姉さんももう年頃だし……そろそろはっきりさせてくれないと」

「……は、はっきり……？」

「うん」






　頷く少年の食い入るような視線を受けて、リードの額にじわりじわりと汗が浮かぶ。






「お、俺は……」

「うん」

「…………エ、エリノアのこと……」

「……」






　ブラッドリーは、静かに言葉の先を待った。

　が──

　その言葉が出る前に。リードの手が傍にあったホウキを、ガッとつかんだ。






「ちょ……俺、そ……外、掃いてくるわ!!」

「え」






　叫ぶように言って。リードは真っ赤な顔のまま、店外へと飛び出していった。

　その──つい先ほどまで爽やかな笑顔で働いていた青年の──あまりに素早い逃亡に。驚いたブラッドリーは目をパチパチと瞬かせている。






「……リード？」

「あーダメダメ、ブラッド坊ちゃん。リードのヤツいっつもああなんだ」

「おじさん……ああって？」






　手をひらひら振りながら近づいて来たリードの父は、口元に笑いをたたえて肩をすくめている。






「どうにもエリノア嬢ちゃんのこととなるとあいつもデリケートでねぇ。商売には頼もしいんだけど、そっち方面はからきし」

「……そうなの……？」






　店主は頷く。






「あれでもけっこう好いてくれるお嬢さん達はいるんだけど。そういう浮いた話がちっとも出ないのはエリノア嬢ちゃんのせいだって俺も思っているんだけどねぇ……どうにも煮え切らない」






　ため息をつく店主の言葉に、ブラッドリーは意外そうな顔をする。

　あれだけ人当たりの良い青年だ。てっきりその辺りもうまくやるものだと思っていた。






「……でも、僕、二人がまとまってくれないと困るんだけど……」

「ん？」

「リードが貰ってくれなかったら、姉さん一生結婚できなくなっちゃうじゃない」






　いかにも困ったというふうのブラッドリーに、店主が不思議そうな顔をする。






「へ？　なんでだい？　エリノア嬢ちゃん働き者だし、元気だし、そこがいいって男もいるんじゃないかい？」






　と、少年は穏やかに笑った。






「そりゃあもちろん姉さんは、誰よりも器量よし（※ブラッドリー主観）だよ。でも、リード以外の人間男に僕の大切な姉さんをやるなんて。ふふふ、考えただけでも虫唾が走るよ」（にこり）

「………………へぇ………………なるほど……虫唾が、……ねぇ……」

「本当は相手がリードでも、姉さんをあげたくないなって思うときもあるけど……それは姉さんも可哀想かなって。でも、リードがダメならもう僕が一生守っていくしかないかな。まあ、それでも全然いいんだけど。僕、人間がそんなに好きじゃないし……取り敢えず姉さんが、リード以外を恋人だって連れてきたら許せる気がしないかな」

「……」






　店主は押し黙った。色々に思うこともあったが……ひとまず、にこにこしている少年が、エリノアのこととなるとやけに饒舌になるんだなぁ、と思った。






「……知らなかったよ、ブラッド坊ちゃん……そういう性格だったんだねぇ」

「ふふふ。あ、大丈夫、僕おじさんのことは好きだよ」

「そうかいそうかい、ありがとね…………煮え切らない息子で、悪いねぇ……」

「ううん。でもリードのあの様子なら充分希望はありそうだし……僕もリードを応援しなくちゃね……！」

「……」






　どこか、根深そうな闇を感じる表情で笑う少年に……

　店主は思った。






　──息子よ……、頑張れ。






「……うん……よし。とりあえず、ブラッド坊ちゃんも色々……頑張ろうな！」

「？　うん」






　何かを飲みこんだような表情の店主に背を叩かれて。不思議そうな顔をしながらも、ブラッドリーは朗らかに頷いた。

















10　ブレアの突っこみ。エリノアの腕は白魚か否か












　──ブレアはエリノアの手首をつかんだまま、どんどん廊下を進んでいく。

　その横顔は普段となんら変わりがない真顔である。……が、エリノアは、そこに何か不穏な空気を感じた。






（……ブレア様、もしかして……何かお怒りでいらっしゃる……？）






　なんてことだとエリノアは慌てた。

　自分はついさっき彼から不興を買ったばかりではないか。それなのに、私はまた何かやらかしてしまったのか。何故私はこうなのだろうとエリノアは泣きたくなった。

　彼女にも、自分が人よりもミスが多いことは分かっていた。

　しかし──仕事中、幾ら気を付けていても、ふと気を抜くと──亡き父の声が聞こえるような気がするのだ。






　──エリノア、身分ある家の娘がそんなことをしてはならん──

　──エリノア、掃除や家の仕事は使用人の仕事だ、お前がするべきはもっと違うことだろう──






　没落前、生前の父は、エリノアの淑女教育にとても熱心だった。それは跡取り息子が病弱であったことが大いに関係していたのだが……。

　エリノアに少しでも良い縁談がくるようにと、父は彼女の教育にはとてもとても厳しくて。

　そのせいなのか、今でも仕事をしていると、まるで身に染み付いたように、父の叱咤が聞こえてくるような気がしてしまう。

　そしてつい、躊躇をしてしまうと──それが幾度となく、失敗に繋がった。






　思わずため息がこぼれた。しかし落ちこんでばかりもいられなかった。思い直したエリノアは、前を歩くブレアを見た。

　とにかく今は、王子が何に対して怒っているのかを知らなければならない。

　そう思ったエリノアは、今回の己の一連の行動を振り返って──その足が、ビタリと止まる。






「…………」

「？」






　手を引いていた娘が急に立ち止まり、先を歩いていたブレアの足も引き止められる。

　ブレアは、どうしたという顔でエリノアを振り返ったが……嫌な予感に囚われたエリノアはそれどころではなかった。

　先ほど起こった出来事を思い出すにつれて……エリノアの額には玉のような汗が滲んでくる。






（私……もしかして…………ブレア様の前で……騎士オリバーの膝に……乗って……た!?）






　それに思い当たった瞬間。息を呑みながら、とっさに視線を上げると──エリノアはブレアと目が合って──。

　エリノアはつい。

　ひぃっ、と、叫んでしまった。






「？」

「わ、私……」






　顔は真っ赤である。

　いや、今度は青くなった。

　その娘の困惑した顔に、ブレアが少しだけ眉を動かした。






「……？　どうした」

「で……っ、殿下の御前で!?　なんてこ……ぎゃーっ!?」

「……（騒々しい……）」






　言葉の途中でエリノアは、己が騎士オリバーの膝にただ座っていただけではなく……足を開き跨いでいたことを思い出した。今度は耐えられず絶叫が上がり、エリノアはわなわなと己の手を信じられない気持ちで見下ろす。

　王宮侍女でなくともだ。王族の目の前で異性の膝に跨る、なんてことは有るまじきことだった。そのはしたない有様を思い出すと身がすくむ思いがした。






（ひいぃぃっ！）






　──あの時は──オリバーが魔障に蝕まれていて緊急事態だった。

　しかし……。

　グレンという魔物や魔障の存在を知らないブレアやオリバーの視点で事を見ると……自分はいったいどう映るのか。

　それを考えると……気が遠くなった……。






　次の瞬間、エリノアは。

　ブレアの前に身を投げ出すように跪いていた。

　冷静な顔のままのブレアが一瞬押し黙り、それを見下ろしている。






「…………何をしている」

「ブ、ブレア様……わたくしめ、わたくしめはっ、別にあそこで不埒にも騎士オリバーの寝こみを襲ったわけではないのです!!　本当です!!」

「……？」






　急に床に膝をついて訴えはじめた娘に、ブレアは少しだけ目を見開いた。

　娘は必死に身の潔白を主張している。だが……別にそんなことを考えていたわけではなかったブレアはきょとんとしている。（←しかし分かりにくい。真顔にしか見えない）その真顔にエリノア怯える）






「ひぃっ、そ、そんな欠片も信じられないというお顔をなさらないでください！　オリバー様なんて、オリバー様なんて、汗臭い繕い物ばっかり押し付けてくるし、飴を口に突っこんでくるし……それにあんな熊みたいな巨体押し倒そうなんて……！　白魚のような我が腕には無理です!!」

「……」






　ぴぃぴぃ涙目で言い募られて、やや呆れと困惑を滲ませていた（これも分かりにくい）ブレアだったが……

　ふと──

　引っかかりを覚え、つぶやく。






「……白魚……」

「わたくしめ、一応親には厳しく育てられましたゆえ！　誓って、誓って王宮で職務時間中に男性を襲おうなんて、そ、そんな邪な──」

「……誰もそのようなことは思っておらぬ」






　必死な娘の言葉をきっぱりと切って。

　ブレアはしかし、と続ける。






「お前……以前にもそのようなことを言っていなかったか」

「……へ……？」






　きょとんと半べその顔を上げると、ブレアの灰褐色の瞳は何かを思い出そうとするような色でエリノアを見ていた。






「……〝我が白魚が如き細腕をご覧ください〟、と……あれはいつのことだ？」

「え……？　わたくしめの細腕はいつでも白魚ですけども……ん？」






　不思議そうなブレアの問いに、エリノアも、そんなこと言っただろうか、と考えて──。

　ハッと、息を吞む。

　──エリノアは思い出した。それは、きっと……。






（……聖剣……、抜いた時のことだわ……）






　大きく鼓動が跳ねて。エリノアは狼狽えた。その表情の変化を、ブレアもつぶさに窺っている。






　それは──聖剣なんて知らん、抜いてないと、エリノアが王子にしらを切った時のこと。しかしそれはブレアの消された記憶の中にあるはずで──……。

　青ざめたエリノアの心の中には……ブレアに忘却術を施したメイナード爺の、のんびりほのぼのした笑顔が駆け巡る……。






（……メイナードさんんんんっっっ!!）






　ちゃんとして!?　──と、思わず心の中で老将の名を絶叫した後、エリノアは……。

　咄嗟に。両腕を背に隠し、しらじらとした平らな顔で首を振る。






「……間違いました。細腕くないです。わたくしめの腕、とっても屈強です。白魚……しら、しろ…………素人です」

「……なんだその無理矢理な誤魔化しは……」






　エリノアの急な主張のＵターンにブレアの眉がひそめられる。が……エリノアは、真顔で首を横に振ることをやめなかった。ただし、視線はうろちょろと元気に泳ぎまくっているが。






「殿下、恐らくそれは人違いです。だって、エリノア・トワイン十九歳！　つい数日前に殿下にお仕えしたばっかりです！　そんな身体的自己主張している暇なんて、わたくしめにありましたか!?」

「……まあ、それは確かに、記憶にないが……」






　怪訝そうなブレアは疑い深そうに首を傾げている。

　どうやら、彼自身、その時のことをはっきり思い出したというわけではなさそうだった。これは、ごり押しでなんとかなるか!?　と、エリノアが少し安堵した時、

　実直そうな口元に手を当てて何事かを考えていたブレアがそういえば、と顔を上げる。






「……お前、さっき、〝こんなことなら剣戻すんじゃなかった〟と言っていたな……？」

「ひっ!?」

「あれはどういう意味だ？　王宮内では使用人の帯剣は認められておらぬはずだが」

「………………そんなこと、言ってません」






　一瞬飛び上がって。それから、さっと目をそらし斜め上を見上げるエリノアに……。

　ブレアは思わず突っこんだ。






「……お前……そのように分かりやすい誤魔化しがあるか……!?」






　娘の顔は汗が大量に滲んでいて、口元は今にもわざとらしく口笛でも吹き出しそうな様子だ。

　その顔を見たブレアは思った。






　──なんという、分かりやすい娘だろうか……。






「……」






　そう思った時、ブレアの胸に唐突に湧き上がってくるものがあった。

　それは。

　幾年も昔、兄弟王子たち皆が仲良く両親たちの前で転げ回っていた時代。なんの屈託もなく彼も素直に表現できたもの。

　だが同時に……王位継承権を争い家族同士が対立しはじめると、彼の中で悲しみや憤りの殻に閉じこめられ、次第に表に出てくることがなくなってしまったものでもあった。

　けれども。

　この時ばかりは。

　ブレアはとてもとても、それを堪えることができなかった。






　──その時、エリノアが息を吞んだ。






「……え」






　話を一生懸命誤魔化そうとしていたエリノア（口笛を鳴らそうかどうか迷っていた）は、ちらりと王子の顔を伺って。その途端──それまで頑張って誤魔化そうとしていた聖剣のことや、熊騎士に対する色仕掛け疑惑（？）のことも……何もかもが、頭の中からきれいさっぱり消えてしまった。息を吞んだ娘の瞳は、ただただまるくなって。目の前の、黄金色の髪の青年が──

　肩を揺すり、震えている様に──目が惹きつけられていた。






（……ブレア様……が………………、……笑って…………）






　やっと事態を把握したエリノアの腕に、唐突に鳥肌が立つ。

　王宮内では鉄仮面で名高いブレア。その、第二王子が──。……冷静な顔を崩して、いかにも愉快そうに表情を和らげている。その様は……。






（は、はぁあああうっ!?）






　──衝撃だった。






　……そしてその衝撃は、エリノアの胸を強く締め付けた。

　エリノアは、己の体温の急激な上昇に戸惑う。






（……や、ばいブレア様……笑顔の悩殺レベルが、高、過ぎる……）






　動悸が激しくなり過ぎて。

　ブレアを直視することもできないエリノアであった……。

















11　エリノアな、グレンの色仕掛け　①












　夕暮れ時。

　仕事を終えたエリノアは、王宮の使用人通用口を出ると……。

　ワンピースの裾を持ち、慌てた様子で駆け出した。

　門扉の前に立っていた門番たちが、急に走りだした娘をなんだなんだと見ているが……。

　そんなことにも気がつかないエリノアが向かう先は──もちろんブラッドリーの待つ自宅である。

　モンタークの商店で初仕事を終えた弟の様子が気になって気になって仕方がなかった。










「ただいま！　ブラッド、大丈夫だった!?」






　体当たりするように勢いよくドアを開くと、そこにブラッドリーの顔を見つけて。エリノアはまずはホッと胸を撫で下ろす。

　居間のテーブルの上でメイナードと共に洗濯物を畳んでいたブラッドリーは、姉に気がつくと柔らかな表情で微笑んだ。床の上には寝そべるヴォルフガングの姿もある。






「姉さん。おかえりなさい」

「どうだった？　ちゃんとお手伝いできた？　疲れたでしょう？」






　駆けよって、まず弟の身体を前から……後ろから……と、異変がないか念入りに調べる。

　顔色は悪くないか、体調を崩していないか、熱はなさそうか。そんな姉を、ブラッドリーは苦笑して見ている。

　それからエリノアは弟の額に手をあてた。そして、ひんやりとした彼の体温にやや眉尻を下げる。

　ここ最近、ブラッドリーの体温は以前と比べていやに低い。これも魔王覚醒の影響なのかもしれないが……これでは熱があるのかどうかよく分からないじゃない、と思っていると……困った様子の姉の顔に、ブラッドリーが笑って首を振る。






「大丈夫、平気だよ。心配しないで姉さん。モンタークの人たちは皆親切だから楽しく過ごさせてもらったよ」

「そ、そう？」






　それを聞いたエリノアの顔がぱっと輝く。






「うん。今日は商品を並べたり、掃除をさせてもらったり……リードもおじさんも最初は本当に大丈夫かって、その内僕が倒れるんじゃないかってハラハラしてたみたいだけど。でも、大丈夫なんだって分かったら物凄く喜んでくれた」






　そう言う弟の顔はとても明るい。

　嬉しそうに、今日一日どんな仕事をしたのか、どんな客が来たのかを話してくれる笑顔にホッとして。

　愛弟の新しい一歩に、嬉しくなったエリノアは座っているブラッドリーの頭をぎゅっと抱きしめた。






「姉さん？」

「良かった……」






　回した腕に感じる弟の肩は、少し前、病床に伏せていた頃よりもしっかりしているような気がして。それもまた嬉しかった。






「……頑張ったねブラッド。後で、リード達にもお礼を言ってこなきゃね」

「……うん、ありがとう」






　ブラッドリーは、己の頭に回された姉の腕をどこか大人びた表情で静かに見ていた。

　彼もまた、エリノアが自分のことを心から喜んでくれていることが本当に嬉しかった。冷たい自分の胸に、じんわりと広がる姉の温もりがくすぐったくて堪らない。

　それは、前世の殺伐とした記憶が蘇ったからこそ、なおのこと彼の身に染みていくように感じられた。






　ああ、と、ブラッドリーは声に出さずにため息をついた。






（……誰にも譲りたくないな……）






　こうしてその本音を実感すると、幸せなはずなのに、心の奥底で暗い感情がくすぶるが──姉の体温を思うと……。それも、どこかへ柔らかく消えていってしまう気がした。






「……」






　女神め、とブラッドリーの中の魔王がボヤく。

　もしや、奴はこれが狙いなのか。

　彼と女神の争いは、もう数えるのも馬鹿らしくなる程の永い時の中を繰り返され続けている。

　人々の心の中に善と悪が不変的に存在しているように、両者が消えることはけしてない。

　前世では、女神と勇者が勝利を得て彼は封じられたものの──そういつまでも、〝魔の王〟と称される強大な力を持った魂を封じこめ続けることなどできようはずがない。

　世に漂う、芥あくたのような人々の負の感情が千年も溜まれば、彼の復活は目に見えていた。






　──だから──と、彼はふと思う。

　だからあの忌々しき聖なるものは。

　この悠久なる争いに一石を投じるつもりで、このようなおかしな姉弟関係を自分にあてがったのかもしれない。






（……小賢しい、枷かせのつもりか……）






　魔王は、女神の印の刻まれた腕の持ち主を静かな瞳で眺める。

　自分とは真逆の性質に使命づけられた娘。その、幸せそうな顔。






（……忌々しくも……愛しき我が姉……）






「……」






　彼は、女神の印のついたエリノアの手首を、無言でつかんだ。






「……？　ブラッド……？」






　急に手首をつかまれたエリノアが、不思議そうな顔で彼を覗きこむ。

　気がつけば、弟の表情は冷たいものに変わっていた。エリノアの眉がどうしたのだろうと、案じるようにひそめられた。

　そんな姉の顔に──彼はその細い手首を強く握り、にっこりと微笑んだ。






「……姉さん……手首から、強い誰かの気配がしてるけど。これ、何？」

「……え？」






　冷たい笑顔で問われ、エリノアがぽかんとしている。と、ブラッドリーが配下を呼んだ。






「ヴォルフガング」

「は！」

「え？　何……何々!?」






　ブラッドリーの呼び掛けに、控えていた白犬がさっと傍に駆けて来て。

　大柄な犬は、黒い鼻をエリノアの身体の様々な場所に近づけて、くんくん、くんくんと鼻を動かした。






「な、え？　あ……!?」






　ぎょっとするエリノアにかまわず、彼女の身体を一通り嗅ぎまわったヴォルフガングは、主に対して身を正す。四肢を揃えた白犬は、キリリと言った。






「申し上げます。匂いは、第二王子ブレアのものと思われます」

「へ!?」

「匂う場所からして……手を繋いだか、腕を組んだか──どちらかではないかと」






　白犬のすんとした言葉に、ぎょっと飛び上がりかけて──はっとしたエリノアは、慌てて弟を振り返る。と、そこには微笑んだままのブラッドリーが。ただし、やはりその目はひんやりと冷たく、暗い。






「ゃ、ちょっと待ってブラッド！」






　以前、ブレアと共にいるところを見られた際に、彼が大変な怒りようだったことを思い出したエリノアは──急いで手を振った。






「い、いや……別にまた膝枕とかしてもらったわけじゃ……ないのよ!?　そう、う、腕よね!?　腕は、確かにつかまれたけど……」






　と、言いながら……。

　思わず、今日、思いがけず目撃したブレアの笑った顔を思い出したエリノアは──途端に顔がカッとのぼせたように赤くなる。






「……」






　その耳まで赤らんだ姉の顔を見たブラッドリーは、眉を顰め、そして──。






「…………グレン！」

「はいはーい！」






　呼ばれた黒猫は、「お呼びですかー？」と笑いながら駆けてくる。そのきゃははと、嫌な予感がする表情に、エリノアの動揺が深まった。






「っ!?　っ!?」

「今すぐ……リードを呼んで来て」

「え!?」






　それを聞いたエリノアが疑問に仰け反る。






「何故に!?」

「はーい、ただ今～」






　しかしエリノアがオロオロしているうちに、グレンはピューッと、家を出て行ってしまった。






「あ、ちょっグレ……ブラッド!?」






　どういうことだと、エリノアが弟を振り返ると──彼はムッとしたまま無言で姉を見ていた。

　意味の分からないエリノアは、居間の窓から、グレンが走り去って行った先──モンターク家のほうを見た。すると──。






「ぶっ!?」






　そこから出てきた二つの人影に、エリノアが吹き出す。

　その視線の先では──〝エリノア〟が、不思議そうな顔のリードの腕に、腕を絡めて歩いてくる。






「な、何あれ!?」

「ああ……グレンだな」






　ひょいっと、エリノアの隣から窓の外を見たヴォルフガングがことも無げに言う。






「化けているのだろう」

「化け……ちょ、な、なん、なんなのあのベッタベタ感は……」






　エリノアは、目を剥いたまま、赤い顔でわなわなとそれを指差した。

　視線の先では……〝自分〟が、リードに色目を使いながら、その肩に枝垂れかかり……ぐいぐいとこちらへ青年を引っ張って来る……。

　二人を送り出したモンタークの家の中からは、リードの父も顔を出していて……〝エリノア〟の様子を不思議そうに眺めている。

　それを見た途端、エリノアの身体を激しい羞恥が襲った。






「ちょ、ひ、人の姿でいったい何を……や、やめ……!!　な、なんなのグレンのあの媚びたような顔……!?」






　エリノアは、慌てて黒猫を止めるために外へ出ようとするが──……。

　しらっとした顔の白犬がそれを止める。






「……今出て行けば、リードと店主殿の前に、お前が二人いることになるぞ」






　まずいのではないか、というヴォルフガングに、エリノアの足がはたと止まる。






「ぐ……っ、そ、そうか……ひぃっ!?　ちょ、なんなのあの手……恋人繋ぎ……や、やめっ……指を絡めるな!!　あ、あの馬鹿猫!!　ひぃぃいい!!」






　はたから見ると、親密な恋人同士にしか見えない〝自分〟とリードの様子に……。

　エリノアは、真っ赤な顔で吐血しそうなダメージを受けていた。






　その横で、ブラッドリーは……ふむ、と冷静な顔で、窓の外のリードと〝エリノアなグレン〟を見ていた。

　本当は誰にもやりたくない姉だが、リード以外の男にやるのはもっと嫌だ。

　その為には、早々に二人をくっつけてしまわなければならないのだが……けれどもエリノアは、近しい存在過ぎるのか、あまりリードを男性として意識していない節があった。──だから、これは案外、姉にリードを意識させる良い切っ掛けになるかもしれないな……。

　そう思ったブラッドリーは、下僕の犬を振り返る。






「ヴォルフガング。グレンにしばらく外でゆっくりリードの相手をするように言ってきて。ああ、もちろん、姉さんのままで。こちらから見える場所でね」

「御意」

「はぁっ!?」






　命じられた白犬は、さっさと家を出ていく。

　弟の言葉に驚いたエリノアは、唖然とブラッドリーを振り返った。その赤面ぶりが、さっきブレアの話題が出た時よりも真っ赤なのを見て、ブラッドリーは満足そうに微笑む。






「……ふふふ、お似合いだよね」（にっこり）

「っ!?　ちょっ!?　えぇ!?」
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「………………」






　エリノアは、羞恥と呆れとムカつきの狭間でめまいがした。






　彼女の見守る先では、黄昏色の往来で、段差に腰掛けたリードと偽のエリノアが壁を背にして話をしている。

　偽エリノア、ことグレンは、リードの肩にもたれ、腕を絡ませて、今にも猫のようにごろごろ喉でも鳴らしそうな様子である。要するに……馴れ馴れしい。

　それに対し……どうやらリードは、エリノアが酒に酔っているとでも思っているらしかった。

　そりゃあそうだろうとエリノアは思う。

　姿形はまったくそのまま同じだとはいえ、これまでエリノアがリードの前であんなにしなを作って見せたことなど一度もない。

　偽エリノアを気遣うようなリードの様子を見たエリノアは、なんとも申し訳ない気持ちになった。

　が、それをいいことに、グレンの無遠慮なことといったらない。

　自分のものにしか見えないその手のひらが、青年の太腿を撫でるたびに──エリノアは、恥ずかしすぎてそれを今すぐへし折ってやりたいと思った。

　時折チラリとこちらに流される愉快そうな視線のなんと憎たらしいことだろうか。エリノアの真っ赤なこめかみがピクピクと動く。






「……ブラッド！　今すぐやめさせて！　恥ずかし過ぎて見てられない！」






　このままではリードがグレンに誘惑される、と、エリノアは弟を振り返る。ブラッドリーがリードを特別に慕っていることはエリノアにだって分かっている。あんなセクハラを弟が許すわけがないと思った。

　が、リードと姉を添わせたいブラッドリーは、静かな微笑みを姉に見せる。






「大丈夫。リードが〝姉さん〟に誘惑されても何も支障はないよ」

「はぁ!?」

「まあまあ。もうちょっとやらせておこうよ……姉さんたちも、そろそろ関係に変化があっていい頃だと思うんだよね……」

「っ!?　変化!?」






　もうちょっとってなんだ、と、姉は愕然としているが……弟は平然と「それに」と続ける。






「この際だし、ご近所さんたちにも姉さんたちの関係を知っておいて貰おうよ」

「か、関係……？　関係も何も……だいたいそんなことしてなんになるの……」






　ブラッドリーの言葉にエリノアが戸惑っている。

　このままでも十分恥ずかしいのに、それを更に近隣住民に晒そうという弟の言葉がエリノアには理解できなかった。もちろん、既に幾らかの近隣住民には目撃されてしまっている。

　リードと偽のエリノアの傍を不思議そうな顔で通り過ぎていく通行人を見て、エリノアが慌てている。






「こ、このままじゃ私、近所でも有名な破廉恥娘になっちゃうんじゃ……」






　わなわなと打ち震える姉に、ブラッドリーは何言ってるのと笑う。






「相手がリードだけなら問題ないでしょ。……リードって誰にでもモテるし、早くご近所内でも公認の仲になっておいたほうが悪い虫もよってこないかなって、僕思うんだよね……」（にこり）

「わ、悪い虫……？　いや!?　どう見ても私がその悪い虫なような……!?　いえ、あれ私じゃないですけども!!」






　エリノアは引きつった顔で〝エリノアなグレン〟を指差す。

　どう見ても、夕暮れ時の往来で困惑顔のリードに絡む偽エリノアは、たちの悪い酔っ払いか、でなければ、良くて肉食系女子。悪くすれば色情魔である。なんせ、中身があのグレンであるからして──エリノアは、あの魔物が今にも悪乗りして過激なことをしだしやしないかと猛烈に不安だった。

　しかし、ブラッドリーはそれでもやはり姉の不安を軽く流す。






「大丈夫、大丈夫」

「!?　ど、どこらへんが!?」






　エリノアは一ミリも大丈夫な気はしなかったが、ブラッドリーはかまわず朗らかに笑っている。

　いよいよ弟の意図のつかめないエリノアは困り果てた。が──そこへ歌うような声が。






「ブラッドリー様ぁ～お夕飯できましたわよ～……て、あら、お帰りでしたのエリノア様。お仕事どうでした？　御局様にでもイビられたらすぐに仰ってね。あたくしがとっておきの呪いを教えて差し上げますわ。呪いってスリルがあっていいですわよ。失敗したら律儀に跳ね返ってくるところなんて健気で愉快じゃありませんこと？　おほほほほ」






　居間に料理用の木ベラと皿の乗った盆を持って現れたコーネリアグレースは、微笑んでそう言った。あたくしの呪い人形はよく効きますのよとか言いながら浮かべられる笑みの、何と邪悪なことだろう。

　しかし、その婦人を見たエリノアは、ハッと希望を見た気がした。






「!!　そうだった！　グレンのママン……コーネリアさんがいた！」

「はい？　あたくし間違いなくグレンのママンですけども？」

「コーネリアさん！　お願いです！　あれを……ご子息をなんとかしてください！」

「あれ？」






　エリノアの訴えに、太ましい女豹婦人が不思議そうにその指先が示す先を見る。と、その表情がすぐに怪訝そうなものに変わる。






「あら？　あの子ったら……暗がりで男の身体を弄ったりして何してるのかしら。もうすぐ夕飯だっていうのに……」






　一目で偽のエリノアを自分の息子だと判別したらしい女豹婦人は、片眉を上げて不審そうだ。が……彼女はやれやれと首を振る。






「はー男の子ってホント不思議。時々母親でも分からないんですの、ま、意味の無いことに懸命なのが男の子の可愛いところでもありますわね。ほっとくのが一番ですわ、ほほほ」






　言いながら。何事もなかったかのように食卓を整えはじめた婦人に……エリノアはついに泣きながらそのエプロンに縋り付いた。






「コーネリアさん！　ほっとかれると困るんですってばっ!!」

「……はい？」






　嘆くエリノアを、婦人はきょとんと見下ろすのだった。














　──わけを聞いた婦人は、あらまぁ、とエリノアの真っ赤になったり青くなったりする顔を気の毒そうに見た。

　しかし──彼女は首をきっぱりと横に振る。






「ごめんなさいねぇエリノア様。そんなにお願いされたらあたくしも愚息をどうにかしてあげたいですけれど。それが陛下のご命令なら、あたくし、どうにもできませんわぁ」

「っ!?　そ、そこをなんとか！　これじゃあ私、これからリードとどんな顔して会えばいいのか……ぎゃっ!?」






　婦人に懇願していたエリノアは、一瞬窓の外を見て、真っ赤な顔で悲鳴をあげる。

　視線の先ではグレンがリードの首元に大胆な仕草で腕を回している。その婀娜あだっぽい己の姿にエリノアが飛び上がる。






「ひぃっ!?　色目が過ぎて見てられない!!　あんな表情自分でもしたことないっていうのに……あ、い、胃痛が……コーネリアさんっ！」

「まぁ……エリノア様ったら、顔色が魔物トカゲみたいに真っ青ですわぁ……面白い……」






　助けを乞うエリノアのあまりの血相に、婦人は一瞬チラリと主人の少年のほうを見る。






「……そうですわねぇ……あたくしちょっとエリノア様の泣きじゃくるご様子に心を打たれてしまいましたわぁ……ほら、あたくし情に厚いでしょう？　では、こうすることに致しましょう。エリノア様。ご自分でなんとかしていらっしゃいませ」






　その言葉にエリノアがエッという顔をする。






「で、でも今、私が出て行ったら……」

「だーい丈夫、あたくしお助けしますわ」






　困惑顔のエリノアに、コーネリアグレースはドンと己の豊かな胸を叩き、にんまりと笑った。その息子そっくりの笑顔に一瞬胸に嫌な予感が過ぎるエリノアだったが──

　けれどもエリノアが二の句を告ぐ前に、婦人は持っていた木ベラを空でまぁるく振った。






　と──。






　きょとんとしていたエリノアが、次の瞬間に、「あれっ!?」と、高い声で言った。瞳はまるく見開かれ、そして忙しなく瞬いている。

　そんな〝エリノア〟を見たコーネリアグレースは満足そうに頷き、それから主人に向き直った。






「如何ですか？　要するに、陛下はエリノア様とリード坊とを恋仲にしたいのでしょう？　それならばこれも効果が期待できるかと」






　それを聞いたブラッドリーは、キョロキョロしている姉を無言で見ていたが、不意にくすりと口の端を持ち上げる。






「やれやれ。コーネリア、お前ときたら……随分と強引な手を使うね……さすがに姉さんが可哀想だよ。心を打たれたんじゃなかったの？」

「あら、おほほ、もちろん心打たれましたわ。あたくしは背中を押して差し上げたんですの。若人ですもの。時には荒波にダイブしませんと運命に打ち勝つことなどできません」






　婦人は己の尾をくねらせながら抜け目のない顔で笑っている。






「男女の愛なんてものは流され易いものです。目の前にそのしっぽが来た時にしっかりつかまねばたちまち逃げて行ってしまいます。それに心の距離を縮めるには、まず身が近づかなければ話になりませんわ」






　おほほ、と木ベラを高らかに掲げる女豹婦人に、ブラッドリーが苦笑する。

　と、そこで、床の上にいた〝エリノア〟が、つまらなそうに口を尖らせた。






「もう母上ったら……！　息子の仕事に手出ししないでよ！　せっかく姉上の顔が面白いことになってたのにぃ！」

「お黙り！　お前が楽しんでどうするのです、いいからさっさと夕食の用意を手伝いなさい！」

「ちぇー」










　コーネリアグレースたちがそんなやり取りをしていた頃。

　エリノアは……。






「…………え……？」






　思わずぽかんと瞬いていた。
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「………………え……？」






　何が起こったのか分からずに、エリノアは緩慢な動きで目の前を見た。






　──ほんの数秒前。瞬いた瞬間のこと。そこから──突然コーネリアグレースの巨体が消えたのだ。

　その代わりに現れたのが、今エリノアが、穴が開きそうなほどに凝視している、壁、である。

　ぬくもりのある色の、レンガのざらついた壁には見覚えがあった。

　けれども、咄嗟には思考が追いつかなくて。エリノアは、怪訝な顔のまま身動きすることができなかった。






「……何……？　……あ、れ……？」






　ふとエリノアは、いつの間にか自分が何かを腕に抱いていることに気がついた。

　それは、とても温かで厚みのあるものだ。

　頬にも何やら柔らかい感触があたる。爽やかな、どこか馴染みのある香りも鼻をくすぐっていた。






　エリノアは困惑したが──視界から消えた女豹婦人を思い出し、ああそうか、と思う。

　請い願うあまり、自分が彼女に抱き縋りでもしたのか──と思ったエリノアは、






「────ノア……？」






　という、ごく間近から発せられた声に、ぎょっとした。

　それは、婦人の気品と艶のある声ではなく、とても耳障りのいい優しい声で……エリノアもよく知る声だった。






「……………………」






　強張った表情の中で、エリノアの眉が強い疑問を表すようにぎゅっとひそめられる。

　そんなエリノアの背を、何かがなだめるようにとんとんと優しく叩いた。






　エリノアは。

　なんだか非常に嫌な予感がした。






（……これは……まさか……もしかしなくても……）






　エリノアは冷や汗を感じながらも、とりあえず──軋む音がしそうな動きで眼球だけをわずかに横に動かした。






　と──






　そこには、先ほどまで自分が硝子越しに眺めていた青年の顔があって──。

　睫毛までもがくっきりと見える距離で青い瞳と目が合ったエリノアは、絶叫を吞みこんだ。






「──大丈夫か？」






　さらさらの髪を揺らし、心配そうに問われたエリノアは、身がすくむ思いがした。






「っ……」

「ノア？」

「っ、わぁあああああああ!?」

「わ」






　リードの声が引き金となって。エリノアが彼の膝の上から飛び退いた。詰まっていた絶叫が喉から勢いよく出て行って、夕暮れの町にわんわんと響き渡って行った。

　なんと──あろうことか。いつの間にか、外にいたはずの偽エリノアと、本物のエリノアの居場所が入れ替わっていたのだ。

　それを悟ったエリノアは、同時にそれが誰の仕業かを察した。飛び退いた反動で背面から地面によろめき倒れながら──エリノアは、あのコーネリアグレースが、確かにグレンの母親であるということを思い知った。






（よ、容赦なし、まさに悪魔の所業──……）






　──と、気の遠くなる思いでエリノアが腰を強か地面に打ちつける──かと思われた寸前に。エリノアの手首が強くつかまれた。






「っ……!?」






　あっと思った瞬間、腕を引かれたかと思うと。エリノアは、飛びこむように、その腕の中に受け止められていた。ふう、と間近で音がする。良かったとこぼす彼の吐息を髪に感じて、エリノアの身が軋む。






「危ないだろ、気をつけろよエリノア」






　呆れたような、しかし暖かい眼差しで青年は、そろりとエリノアの後頭部を撫でた。






「っ!?　っ!?」

「大丈夫か？」






　慌てて顔を上げると、リードは躊躇なくエリノアの頬に手を添えて。心配そうに彼女の顔を右から左から、怪我がないか細かく点検している様子。






「まったく……お前やっぱり酒でも飲んだな？　新しい職場つらいのか？」






　問うてくる青年に、呆然としていたエリノアはハッとして。






「う、い、や……」






　声が上擦った。

　青ざめていたはずの顔が再び真っ赤になって。心臓が破裂しそうに早鐘を打つ。

　どうしたことか。恥ずかしくてたまらなかった。相手は、兄のような彼、リードだというのに。

　もしかしてとエリノア。先ほど自分に化けたグレンと彼の密着を見たせいか。しかし、それを思い起こしたのも不味かった。先ほど〝エリノア〟が、リードの腿を撫でていた絵面を思い出したエリノアは、ことさらに恥ずかしくなってしまう。カッカと更に赤くなる自分を止められず──狼狽えたように、思わず食い入るようにリードを見つめてしまった。

　そんなエリノアに──リードも驚いていた。






　つい先刻。彼の家に顔を出したエリノアは、何故だかいつもとは雰囲気が違う気がした。

　表情が嫌に艶っぽく、瞳は愉悦と余裕に満ちていた。見たことのない熱っぽい表情を覗かせるエリノアは、やけに彼に身を押し付けてくるのだ。腕を絡め、身体を密着させてくる。腰を下ろせばぴったりとやはり身体を寄せてくる。そのうえ太腿を撫でられて、リードは戸惑った。が、青年は考えたのだ。






（……これは……もしかして、酔ってる……のか……？）






　酒の匂いはしなかった。だが、酔っているのでなければこの豹変ぶりには説明がつかないと思った。

　この国では十八歳になると飲酒が認められるから、エリノアが酒を飲んでいてもおかしくはない。が、贅沢を嫌う彼女が飲んでいるところをリードは見たことがなかった。

　なるほどとリード。






（そうか、ノアは酒に物凄く弱かったんだな……）






　珍しいと思いつつもそう納得すると、今度は心配になった。

　もしや上級の王族の側付き侍女になったばかりで苦労しているのだろうか。しかし家では身体の弱いブラッドリーには愚痴をこぼせずに、彼女は自分のところに来たのかもしれない。そう不憫に思ったリードは、甘えてくるエリノアには好きなようにさせていたのだが……

　ふと、リードは、擦りよってくるエリノアをなだめながら……エリノアもこんな色っぽい顔するんだなぁとしみじみ思った。

　その流し目は意外なほどに様になっていて、まるで別人のように彼に女の魅力を見せつける。が……。

　何故だかリードは、自分がそれを平然と受け止めていることに気がついた。






（……？　変だな……いつもみたいにドキドキしない……？）






　リードは内心で首をかしげる。

　いつもなら、エリノアが近くにいるだけでわけもなく鼓動が速まったりするのだが。






（エリノアが酔ってるからか……？　俺、別にそんなに紳士でもないんだけどな……）






　変だなと思いつつ、様子のおかしいエリノアに付き合って。けれども……。

　エリノアが彼の首に腕を回し、まるで圧し掛かるように身体に覆いかぶさってきた時には、さすがの彼も慌てざるを得なかった。抱き締められると、エリノアの白く細い首元が目前に迫り、ほのかな香りが甘く香って……。

　さすがにこれはキツい──






　……と──、思っていたら。

　次の瞬間、エリノアがいきなり大きな悲鳴を上げた。






「！」






　リードは驚いて唖然とする。自分から抱きついてきたくせに、急に取り乱して跳び上がったエリノア。いったい──と、思ったが。リードにはぼんやりしている暇はなかった。エリノアはそのまま迂闊にも踵を地面につまずかせて。後ろ向きにひっくり返っていく娘を、リードは慌てて抱きよせた。

　なんとか転倒を防いでホッとして。やれやれ今度はなんだ、やっと正気に戻ったのかよと、半ば呆れながら腕の中の彼女を見下ろすと──……エリノアの顔色が、見る見る真っ赤に茹だっていく。






（……え……）






　驚いて見つめると、緑色の瞳はさっと伏せられて。気恥ずかしそうに赤いまなじりにリードがぽかんとする。

　それは、明らかに。恥じらいと呼ばれるような類いのもので……。

　エリノアのそんな顔を初めて目の当たりにしたリードは、驚いた。つられて自分も動揺する。

　長い間共にいるが……これまでは、エリノアが自分に対して顔を赤くするなんてことは一度たりともなくて……。






「……っ」






　だから、その思いがけない光景に──エリノアの手首をつかんだリードの手には、思わず強い力が篭った。と、エリノアが、赤い顔のまま、おず……と、言った。






「あの……リードありがとう……その、手……」

「あ!?」






　その声で我に返ったリードは、自分がエリノアの手首を握り締めていることに気がついた。慌てて手を離すと、思わず足が数歩後ろへ下がる。






「わ、悪い……！」






　何故だか急に気まずく感じて、リードもエリノアから目を逸らす。堪らなく恥ずかしかった。






「…………」

「…………」






　エリノアのほうでも、どうやら同じように感じているらしく──二人は揃って赤い顔で黙りこむ。そうして互いにどうしていいのか分からずに。二人はしばしの間、夕闇の中、共に立ち尽くすこととなったのだった……。














　そうして日も暮れたころ──半泣き激怒のエリノアが自宅に駆けこむ。と……（※リードには平に平に謝り倒した）

　黒豹親子と弟たちが、食卓を整えてにこやかに彼女を出迎えた。

　何故か物凄く嬉しそうな弟はまだしも──悪びれない黒豹親子の遠慮のない質問責め──。






「どうでした!?　ときめきました!?　こちらは若人の淡い青春模様がこそばゆ過ぎて見てられませんでしたわ！」（←絶対にがっつり見ていたはずのコーネリアグレース）

「ねえねえ私の姉上ぶりどうでした!?〝酒場の女豹〟をテーマにやってみたんですけど!?　もちろん姉上の体臭も再現してみましたよ!?　ねぇねぇねぇ！　なかなか良かったでしょ!?　ね!?」（しっぽをうきうき震わせているグレン）






　────に、迎え撃たれて……。

　エリノアは、ここでもまた羞恥に頭をかかえる羽目となった。






　……その後エリノアは、一応今回の件に加担しなかった唯一の存在、メイナード爺の膝に縋った。






「……っ、今日はっ!!　っなんて日だっ!!」

「……ほ、ほ、ほ（……うとうと）」

















14　エリノアは絶対踏むと宣言した












「エリノア！」

「はい？」






　背後から呼び止められて。荷物を抱えて廊下を歩いていたエリノアが振り返った。遠くから、同じブレア付きの先輩侍女が駆け足で近づいてくる。






「あれ先輩、どうかなさったんですか？」

「エリノア悪いんだけど……今日夕方帰るの少し遅らせてくれない？　セレナさんが体調を崩しちゃったのよ」

「セレナさんが……？」






　セレナという女性もまたエリノアたちと同じブレア付きの侍女である。

　エリノアは勤務表を思い出しながらつぶやく。






「えっと、セレナさんは、今日夜勤でしたね……」






　部屋付き侍女たちの仕事は昼間だけに限らない。夜間ももちろん夜勤担当者が王族の住まいの中に控えていて、それは主に王宮内の居所に住む侍女たちが担当していた。

　セレナという名の年長の侍女も今日はエリノアと入れ違いで勤務する予定だった。そんな彼女が病欠だとすると、当然他の誰かがその穴を埋める必要がある。

　困り果てた様子の先輩侍女は言った。






「夜は他の子が入ってくれることになったんだけど、どうしても夕方に穴ができちゃって。ほら、もうすぐ王宮で舞踏会があるから、今は人手が不足してるでしょう？　……弟さんのこともあるから申し訳ないんだけど……」






　頼めない？　と、手を合わされたエリノアは、ちらりと窓の外を見る。

　するとそこには三角耳のついた黒い小さな頭が覗いていて。エリノアの視線に気がついたグレンは、彼女に向かって青い瞳を片方つぶって見せる。バッチーン！　……と。実にわざとらしいウィンクであった……。

　そのハイテンションさに一瞬呆れて。半眼になりつつ……エリノアは先輩侍女に向かって了承して頷いた。






「はい、分かりました。大丈夫です」

「本当？　良かった、恩にきるわエリノア！　じゃあ、夕方はセレナさんに代わってブレア様の傍に控えてね」

「う!?　……は、はい……」

「じゃあ後で」






　一瞬ひるんだエリノアだったが、もう一度ぎこちなく頷くと、去って行く先輩の後ろ姿を見送った。






「……そ、そうか……セレナさんは、お部屋担当か……」






　一口に王族私室付き侍女と言っても、それはいくつかの担当に分かれている。

　王族の傍に付き従う者、住まいを整える者、その他、王族の身の回りに関わる雑務をこなす者など。現在新参者のエリノアが主に担当しているのは、ブレアの衣類やリネン類の管理であった。

　居住区外にある洗濯場から衣類やリネン類を運び入れ、アイロンをかけるなどの手入れをし、綻びがないか、怪しい細工がされていないかを点検する。もちろん綻びがあった場合は簡単な補修であればエリノア自身がすることもあるし、そうでなければ業者を手配する。

　その他にも先輩に言いつけられた雑務をこなしたり、使いで城の外まで出向くこともある。

　たまには鍛錬場の時のようにブレアの傍に控えることもあるが……彼の傍には年配でどっしり落ち着いたベテラン侍女達が控えることが多くて、あれ以来、あまりエリノアには出番がなかった。……のだが……。






「どうしよう……大丈夫かな……」






　なんだか落ち着かない気持ちになってきて、エリノアはため息をついた。

　もちろんエリノアは、以前ほどブレアを恐れているわけではない。

　ただ、と、エリノアは片手を頬にあてる。






「……この間のことがあってからなんだか妙に気恥ずかしいのよね……」






　笑うブレアを目撃してしまってから、エリノアは、なんとなくブレアのことを直視できないでいる。

　しかしエリノアはイヤイヤと思い直して首を振る。瞳はキリッと正面を向いた。






「仕事だ、仕事！　明日の糧のために今日もしっかり働かねば……っ！」






　自宅のブラッドリーには、先ほどこちらを覗き見していたグレンが知らせてくれるだろう。エリノアは気合いを入れ直し、小走りに先を急ぐのだった……。










　──夕刻。

　窓から夕陽の差しこむ廊下の扉前に、エリノアはかしこまった様子で立っていた。

　予定ではもうすぐブレアが部屋に帰ってくる。そこで先輩侍女と交代し、代わりが来るまでの数時間を過ごす。

　──そうして待っていると、侍女とオリバーを従えたブレアが戻って来た。エリノアを見たオリバーが一瞬目を細めたが、エリノアはそれに気がつかなかった。






「おかえりなさいませ、ブレア様」

「ああ」






　エリノアは頭を下げたまま、ブレアの為に扉を開く。

　ブレアは、一瞬エリノアに目を留めて。しかしそれ以上は何も言わず、そのまま室内に足を踏み入れて行った。その後ろをオリバーが続く。

　共に来た先輩侍女は、戸口で立ち止まるとブレアに礼をして、それからエリノアに小さく目配せをして下がって行った。

　エリノアは扉を閉めて、早速、主人と騎士オリバーの為に茶の用意に取り掛かる。

　その目の端に、固い表情をしたブレアが居間の豪華な長椅子の上にどっかりと腰を下ろしたのが映った。長椅子の背もたれに頭を預ける形で上を向いた眉間には、くっきりと縦皺がよっている。

　ブレアがそんな風に疲れた様子を露わにするのはとても珍しい。エリノアは不思議に思った。






「……？」






　するとそんな男の様子を見て、騎士オリバーがやれやれと苦笑する。






「随分お疲れになったようですね、ブレア様」

「……舞踊は性に合わん」






　天井を仰いだまま、ブレアがぼやくように答えた。






「練習相手の娘を見たか？　……怯えていて練習どころではなかった」

「ああ……ガチガチになってブレア様の足を踏みまくって、結局顔面蒼白で泣き出してしまいましたねぇ」

「……」






　苦笑を浮かべるオリバーに、ブレアはため息をつく。






「あれで将軍家の娘だというから驚く。肝が据わっていないにも程があるではないか……あれではいくら舞踊の腕前がよくとも意味がない」

「まあまあ、若い娘ですから。……大方、クラウス様がまた〝ブレア様恐怖伝説〟でもでっち上げて吹きこんだんでしょう。あちらはブレア様がダンスが苦手なことをよくご存知ですから。練習を邪魔して舞踏会で恥でもかかせたいのでは？　他に勝てるところがありませんからな」






　辛辣なことを言いながら笑う配下に、ブレアは更に渋い顔を見せた。






「……つまらん。私の恥などはどうでもよいが、こうして度々水を差されるのは腹立たしい。……機会を下さる陛下にも申し訳ないではないか……」






　ブレアは盛大なため息を落とす。










　しばらくして騎士オリバーが退室した後も、ブレアは長椅子の上で気難しい顔をしたままだった。

　その様子は毎日のハードな鍛錬の後よりも遥かに疲労感に満ちていて。エリノアは、王子が余程疲れたのだなぁと心配になった。

　それまでは特に命じられることもなく壁際で静かにしていたエリノアだったが、少し考えて、そろりそろりとブレアの傍による。そして声を潜め、ブレアに問いかけた。






「……あのぉ……ブレア様……お疲れでしたらわたくしめ、お部屋の外で控えておりましょうか……？」






　ブレアの様なタイプは、他人の気配が傍にあると余計に気が休まらないのではないかと思った。

　特に命じられることがないのなら、衛兵たちと共に廊下で控えていても差し支えない。

　いかがいたしましょうかと問うと……ブレアが閉じていた瞼を開く。






「……いや」






　エリノアの予想に反し、ブレアは首を横に振った。

　それを見たエリノアは、出過ぎた真似だったかと少し恥ずかしく思いながら、「分かりました」と部屋の端に戻ろうとした。が、その前に、ブレアが長椅子の上で身を起こし、灰褐色の瞳をひたりとエリノアに留める。






「……そういえばお前、元はトワイン家の娘で、父君亡きあとしばらくはタガートの家にいたのだったな……」






　切り出された過去の話にも、今回はエリノアも驚きはしなかった。

　上級侍女になる前ならいざ知らず、上級となった今は王族主人が身の回りに置く者たちの身の上を知っているのは当然のことだ。

　エリノアは素直に頷いた。






「はい、左様でございます。弟と共にしばらくはタガート様のお屋敷でご厄介になっておりました。……それがどうかなさいましたか？」






　そう答えると、ブレアはもしや、と返してくる。






「タガートの娘は舞踊に優れている。……お前も心得があるのでは？」

「……そ、れは、もちろん……家の没落前はそれなりの教育を受けておりましたし……タガート様のお嬢様とレッスンをご一緒させて頂いたこともございますが……」






　戸惑い気味にそう答えると、ブレアは、よし、と立ち上がる。






「一度手合わせ願おうか」

「え？」






　ぽかんと問い返すと、ブレアは真顔でエリノアを見た。






「踊りの練習に付き合ってくれ」

「……[image: 〓]……っ!?」






　ぎょっと目を剥くと、ブレアは実はと話を続ける。






「先ほど此度の王宮舞踏会のために、陛下が王子たちを集めて練習会を開いて下さったのだ。が……私はどうにも踊りは苦手でな。おまけに公式な練習会や舞踏会では、いつも踊る相手には怯えられる始末で、まともに練習になった試しがない」






　ブレアはふっと、やや自虐的な笑みを口の端に浮かべる。






「だからこれまでは、侍女のセレナに練習を頼むこともあったが、最近あやつは足腰が痛むから無理だと言いはじめてな……困っていたところだ」

「えっと……それは……他の先輩方でも良いのでは……先輩たちの中にはがっつりご令嬢な方もいらっしゃいますし……」






　王族の周りの侍女たちは、案外どこそこの爵位持ちの子女であるという娘も少なくない。

　そんな彼女たちならば、没落して長らく淑女教育から遠ざかっているエリノアなどよりもよっぽど踊れるはずなのだが……しかしブレアは冷静な顔で言葉を返してくる。






「だが、別にそれはお前でも差し支えはあるまい？　私は今、踊りに付き合って欲しいのだが」

「う、」






　今ここにお前以外の誰がいるのだ？　と、言われて。エリノアは少しの間ぽかんと言葉に窮し──いやいやいやと、慌てて手のひらを振った。






「お、お待ちください、教育を受けたとは言っても……それは随分昔のことで……下手したら、今日の練習相手のお嬢様以上に殿下の足を踏むかも……いえ、踏みます!!」

「……」






　必死な顔で拳を握り断言するエリノア。……に、内心で密かに噴き出すブレア。

　しかしエリノアからしてみれば、侍女が王子の足を踏むなんてもっての外。論外である。セレナのように、ブレアの幼少期から長く勤め上げているような間柄ならいざ知らず……エリノアは、そんなわけにはいかないと手を振り続けた。

　が──そんな娘の手を、ブレアが不意に下からすくい上げた。






「ぃ……!?」






　その恭しい手つきにエリノアが戦慄する。

　平然とした表情とは食い違う、丁重で優しい仕草は、侍女であるエリノアにはあまり触れる機会がないものだ。おまけにブレアの手は、稽古傷らしき数多の痕があるものの、すらりと伸びた長い綺麗な手だった。その手が自分の手を取っているのを見ると……堪らず、エリノアは床にうずくまって呻きたい衝動に駆られた。顔もどんどん赤くなる。

　そこへ、追い討つようにブレアがキッパリと断じる。






「……構わん。踏め」

「っぅえ!?」






　ブレアの鷹のような瞳は真剣そのもので。エリノアは仰天して目を瞠った。

　いや王子……さっき練習相手に足を踏まれたとか言って不快そうにしていたでしょ!?　と、心の中で思い切り突っこんで。……いるうちに。ブレアはエリノアの手を引いて自分の腕の中に迎え入れた。






「ぁっ……」






　そしてエリノアのちょうど肩甲骨辺りにふわりと手を添える。






「ぅっ……」






　……本当は、もっと大声で叫びたかったが……なんとか堪えた。背に触れた指の感触に、エリノアのまるい額にみるみる玉のような汗が滲む。

　それをやや興味深げに見つめながら、ブレアはエリノアの顔を覗きこんだ。






「エリノア・トワイン、頼む。……今のまま会に出席すれば、まともな調整もできぬまま陛下や王太子、賓客たちの前で踊ることになる」






　静かな声に顔を上げると、こぼされていないはずのため息の音が聞こえたような気がした。






（……ブレア様……？）






　不思議に思い次の言葉を待つと、ブレアはエリノアの瞳を見てそれを察したのか……一瞬口を結び、そして続けた。






「……陛下主催の舞踏会で私が踊らぬわけにはいかないが……私は相手を怯えさせることが多いのでな……。そういう時にもきちんとリードを取れるようになっておかなければ……また、今日のように会場で令嬢を泣かしかねん」

「……」

「会当日は、陛下や王妃もいらっしゃる。その前で無様な踊りを見せても、私はいつも通りだが、お相手は社交界での評判が落ちかねない」






　それは忍びないと静かな瞳でつぶやく顔は、一見普段通りの生真面目な表情に見えるのに。何故か、どこかしゅんと気落ちした青年の、素直な顔が覗いたような気がした。

　ブレアの令嬢たちに向ける、思わぬ思いやりにエリノアは驚いて……感動して。そして少し悔しくなった。






（……みんな、ブレア様のこういうお気遣いを知らないのね……）






　そしてまた、ブレア自身もそれを吹聴してまわるような気性でもなく、それをいいことに、立てられた悪い噂はどんどん広まっていっているのだろう。

　しかし悔しいが、いくら火消しに回ったとしても、その噂は直ちに──例えばその舞踏会までに、消し去れるようなものでもない。






「……」






　ならばとエリノアは背筋を伸ばす。勝気な目が、彼女の手を取る青年の瞳をキッと見上げた。

　それならば──。彼の言う通り、少しでも彼がスムーズにダンスのリードとフォローができるようにしておく他ないだろう。






「──分かりました」






　急に声音が冷静に低くなり、それを聞いたブレアが少し目を瞠った。エリノアの赤かった顔色はすでに元に戻り、どこか据わった目で彼女は鼻息荒く宣言した。






「ブレア様……このエリノア・トワイン、僭越ながら練習にお付き合いさせて頂きます！　……でも、本当に、絶対に足は踏みますからね!?」






　絶対です！　ご了承くださいませ──と……胸に手を添えながら高らかに前置く娘の顔は、実に奇妙で、猛々しい。──が……。






「…………」






　叩きつけられるように叫ばれたにも関わらず。ブレアは何故だかとても嬉しそうだった。

















15　エリノアは開き直った












　──計十三回。






　……お分かりでしょうか……

　ええ、そう、これはわたくしめが恐れ多くも殿下のおみ足を──踏んだ回数です。

　なんともまあ不吉な数字に行き着いてしまったものです……。

　まあ、家の没落以降ろくにステップを思い出しもしなかった私にしては、ある意味奇跡的な数字だとも言えるかと思います。

　しかし、なんと言いましょうか、大台に乗ってしまってからは、どこか開き直りの精神が芽生えて来たのも正直なところ。






　──だって──

　殿下が踏めって言いましたもんね。

　ええ。殿下がです。






　……そういえば。昔レッスンをご一緒したタガート様のお嬢様が印象深いことをおっしゃっていたのを思い出します。

　お嬢様曰く──。






『──足を踏まれるほうのリードが、クソなのよ！』と──。






　あの時の神々しきお嬢様の誇り高きご様子が今でもまぶたの裏に浮かぶようでございます。

　……まあ、その時のお嬢様のお相手は、父君であるタガート様で。絶賛反抗期真っ只中（ちょっぴり早め）のお嬢様のお言葉ですからかなり偏ってますけども。

　……いえ、まさか！　殿下のことをクソなどと思っているということではありません。

　そうではなく、ようするに、あの当時、タガート様の足を延々踏み続けたお嬢様の素敵に尖った開き直りをちょっと見習おうかなという次第で……。

　あそこまでの開き直りを備えると、女は強いですよ、はい……。

　そうですよ……殿下が踏めって言ったんですもの、もう、そう……むしろ踏む勢いで…………！










「……」






　ブレアは、笑いを堪えながら踊っていた。

　その──

　おそらく、無心で喋っていると思われる娘のブツブツとした独り言（？）を、聞きながら。

　ちらりと娘の顔を見ると、驚くほど集中した顔をしている。多分──先ほどから自分が何を口走っているのかも気がついていないのだろう。

　おかげで正直こちらはまったく集中できないが……下手に注意して、娘が折角懸命に取り組んでくれているその集中を乱すのは忍びないと思った。

　ブレアは湧き上がる笑いを押し殺しながら踊るのに、とても苦労した。






　だが。

　娘の踊りは言うほどひどくはなかった。

　ブレアの求めに応じてダンスの練習をはじめてから一時間程度。確かに幾度か足を踏まれたが──（それが十三回だったなどとは数えてもいなかったが）、それも初めだけ。

　娘がこの奇妙な集中状態になってからは、実は一度も足を踏まれていない。

　彼女はステップを繰り返すたびにだんだんと昔を思い出すのか、徐々に足元も軽やかになって行った。

　ブレアのリード──例えば彼のさりげない体重移動にもよく反応し、それにきちんと付いてくる。その安心感を得てこそブレアのほうでも余裕が生まれ、娘の動作をよく感じ取ることができた。そうすると、おのずとブレアのフォローも上手く行く。










[image: ]










　踊りには苦手意識のあるブレアではあったが、彼はもとより身体能力に優れ、身体を動かすことにも、相手の気配を読むことにも優れていた。






（…………）






　ブレアは驚きと感心を滲ませた眼差しをエリノアに向ける。

　笑いを誘い、集中を削ぐつぶやきの弊害を差し引いても、この娘は、今日の練習会やこれまでの舞踏会で相手を務めた娘よりも、はるかに踊りやすいと思えた。

　それには娘が過去に受けた伯爵仕こみの教育の良さも関係しているのだろうが……何よりブレアが嬉しかったのは、娘が早い段階で開き直ってくれたということだった。

　自分に過度に萎縮せず、ステップを間違っても、ブレアの足を踏んでも、いちいち怯えでダンスを中断しない。

　──足など、何度でも踏めばいいと思う。踏まれたからといってさして痛いわけでもない。それが王族に対して無礼だとか、不遜だとかも思わない。練習なのだ、間違っても当たり前ではないか。

　ただ……その度にパートナーに青い顔で見上げられ、怯えた目で見られるのだけは、なんともうんざりだった。

　緊張でガチガチになった相手の身体は固く、とてもではないが滑らかに踊るという行為には向いていない。

　罰せられるのではないかと恐怖に駆られた相手は、ブレアのなだめる言葉にも耳を貸そうとしないし、その様を見て、相手がこうなるように仕向けただろう弟が、嘲りと優越感に満ちた目でブレアを眺めているのも煩わしかった。






　ブレアはふと残念に思う。

　ふわりふわりとステップを踏むエリノアの足は軽やかで。

　その心地よさに心の底から思った。






　──もし、この娘が相手なら、どこでも楽しく踊れるだろうにと。










「……上手いな」

「え？」






　不意に掛けられた声に、足を止めて顔を上げると──ブレアが柔らかい表情で自分を見下ろしていた。






「踊り易い」






　簡潔な賛辞にエリノアがまるい目で驚いている。






「で、でも……おみ足を……」






　いっぱい踏みましたけども、と戸惑うと、ブレアは今更それを言うのかと朗らかに笑い声を立てる。






「!?」

「ついさっき、お前は〝踏めと言ったから踏む〟と自ら言っていたではないか」

「えっ!?　!?　!!」






　言ってやると何かを察したのか……娘はハッとしたように口元を手で覆い……。

　それがまたなんとも間の抜けた顔で。ブレアは思わず再び噴き出して──ついといったふうに、一瞬その手が娘の髪に触れる。






「……気に入った」

「う……!?」






　満足気な一言にエリノアが目を剥いて呻く。

　ブレアは目を白黒させている娘からそっと手を離して身を引くと。エリノアに向けて改めて身を正し、己の胸元に片手を添えて優しい顔でわずかに頭を傾けた。






「感謝するエリノア・トワイン。……楽しい時間だった」






　──それは、ブレアがこれまで一度もダンスの相手に送ったことのない、心からの賛辞であった。

















16　麗しきタガート嬢












　ブレアの部屋を辞すると、もう窓の外の空は夕陽色から紫色へと変わりつつあった。

　部屋の扉を閉めると、娘がやっと緊張が解けたように息を吐く。






「……」






　扉の両側にいる衛兵が、扉に手を添えたまま身動きしない娘をなんだなんだと見ているが、それでもエリノアはぼうっとしたままだった。

　娘のため息にはなんだか複雑な感情が滲み出ていて、衛兵たちは首を傾げて目を見合わせる。そんな彼らの姿すらも、エリノアの目には映ってはいない様子だった。

　無言で見つめる衛兵二人の前で、エリノアは。

　ホッとしていたかと思えば突然眉間に皺をよせて呻く。天井を仰いだかと思えば、今度は切なそうな顔になって頭を抱える。そして……それも長続きせず、赤くなる。






「…………おい新人」






　衛兵はついにエリノアに声をかけた。

　面倒臭いことこの上なかったが、彼らからしてみれば、いつまでも挙動不審な人間を王子の部屋の前でずっと呻かせておくわけにもいかない。呼びかけると、娘がハッと顔を上げて。初めて衛兵に気がついたかのような間抜けな顔をする。






「……お前な、そういう挙動不審はやめておけよ」

「そんなことをするからオリバー様に目ぇつけられるんだぞ」






　次々に侍女が入れ替わるとこっちも顔覚え直すのが面倒なんだけど、と言う二人に。エリノアは慌てて頭を下げると、廊下を逃げるように駆けて行った……。






「び、びっくりした……衛兵の方々のこと忘れてた……」






　エリノアは、赤い頬のまま廊下を進む。変なところを見られてしまって物凄く恥ずかしかった。

　しかし、それをも越えて気掛かりなのが、ブレアとの先ほどの出来事だ。

　まさか、練習とはいえ……自分がブレアと手を取り合って踊ることになろうとは。

　ブレアは言わずと知れた王族で。

　彼らは普通、身内を除けば、ダンスの腕前が王宮に認められた娘か、ダンス講師などの指導者としか踊らない。当然そのお相手は、ある程度の身分を備えていることがまず大前提となる。

　思わぬところでブレアの優しさを垣間見て、つい開き直って練習に付き合ったが……本当に大丈夫だったのだろうかとエリノアは心配だった。

　どうしてだかブレアはあれを喜んでくれていたらしいが……。






「…………！」






〝──感謝する〟






　……ブレアの穏やかな声とその表情を思い出したエリノアは、思わず引き止められたように足を止める。

　──喜んでもらえた……。

　そう思うと、自然と心が温かくなった。






「…………ちょっと、楽しかった……かな……」






　父が死んで、身を寄せた将軍家を出て以降。エリノアにはダンスを楽しむ機会はまるでなくて。それに、ブレアのような若い異性と踊ったのも実は初めてだった。弟は病気がちで踊りを習ってはいなかったし、明日の家計を心配する日々の中では娯楽に興じる余裕なんてなかった。

　だから──。

　恭しく取られた手、背に添えられた手の感触、注がれる凛々しい眼差しを思い出すと……。

　思わず廊下の真ん中で、ほわっと華やいだ空気を醸し出してしまう。






「あ、ダメだわ……私、浮き足立ってる……」






　弟のためにも早く家に帰らなければと思ってはいるのだが、どうしても頭の中をブレアの顔がちらついて落ち着かない。






「あああ、どうしようこれじゃあまるで……」






　エリノアは赤い顔でつぶやいて。再び立ち止まって頭を抱える。──と。






　そこへ。

　低い声が掛けられた。






「……エリノア……」

「ん……？　わっ!?」






　それはちょうどブレアの居住区外に出ようかという時だった。

　沈んだ声に呼び止められて、そちらを見たエリノアは、そこに迫っていた幽鬼のような女の顔に飛び上がる。






「おばけ!?」

「……失礼ね……馬鹿言ってないでちゃんと見なさい！　私よ私！」

「あ……ルーシー……様……？」






　その柱の陰に張り付くようにしてこちらを睨んでいたのは、将軍タガートの娘、ルーシー・タガートだった。

　赤い巻き毛が豪華な印象の令嬢は、青白いが気の強そうな顔をこちらへ向けてエリノアを呼んでいる。






「ちょっと！　早くこっちに来なさい！」

「は、はあ……何故ここにお嬢様が……」






　いくら将軍家の娘だとはいっても、こんな時間に王宮の王子の居住区付近をうろついていいわけがない。しかしルーシーはエリノアの問いには答えずに、エリノアの腕を鷲づかむ。

　可憐なように見えて、その実、屈強な将軍タガートの娘らしきしっかりとした筋肉を衣服の下に備えているルーシー嬢。……に、半ば引きずりこまれるようにして柱の陰に連れこまれるエリノア。

　──と……。

　エリノアが物陰で目を白黒させながら令嬢を見上げた途端、ルーシーの勝気そうな顔がくにゃりと歪む。






「エ、エリノアぁ……う……」

「へ……？　ど、どうなさいましたかお嬢様？」






　それは──猛獣がチワワの仔犬にでも化けたかのような極端な変化だった。

　エリノアはビックリしてルーシーの手を取る。






「どうしようエリノア……ブレア様……どんなご様子だった!?　怒っていらっしゃらなかった!?」

「…………ブ、レア様……？」






　急に出てきた名にエリノアが怪訝そうに首をかしげる。するとルーシーはべそべそ泣き出すもので、エリノアは慌ててエプロンのポケットから白いハンカチを出して娘の涙を拭ってやった。






「いいえ分かっているの。殿下……私のことを牢に入れろとか、パパを左遷させろとか、鞭で打てとか言ってたんでしょう!?　そうに決まってる！」

「……へぇっ？　鞭!?」

「私のせいでパパが冷遇されて辺境の地で苦労したらどうしよう……！　パパは西部のお酒が大好きだけど、手に入らないような僻地に送られたらどうしたらいいの!?　あんななりして実はお腹も弱いのに……!!」

「…………えっと……」

「私……パパに会えなくなったら死んじゃうわ！」






　ルーシーはわっと顔を両手で覆い嘆きはじめる。……因みに、普段彼女が自分の父親を呼ぶ時はいつも「クソ親父！」……であるからして……現在令嬢はかなりの動揺状態であるとみえる。エリノアは、ひとまずルーシーをなだめるようにその背をさすった。






「落ちついてくださいお嬢様……お酒は地方にもいいものが幾らでもあるでしょうし、お腹はできるだけ冷たいものを飲み食いするのをやめて頂けば……けど……どうなさったんです？　なんでタガートのおじ様が左遷されるんですか？」

「そ、それが……」






　ルーシーは鼻をすすりながら顔を上げる。エリノアのハンカチは既に涙と鼻水でぐちゃぐちゃで彼女の手に握り締められている。

　そんな令嬢の話によれば……。

　彼女は今日、ダンスの名手として王宮に招かれ、王子たちの練習会でブレアの相手を務めていたらしい。

　それを聞いたエリノアは、微妙そうな顔をする。






「……あら、ブレア様のおっしゃっていた本日のお相手とは……お嬢様の……ことでしたか……」

「そーなのよぉ……」






　つぶやくと令嬢はひーんと泣いてエリノアの肩に頭を乗せた。






「よーしよし……泣かないでお嬢様」






　エリノアはルーシーの赤毛を撫でながら、つい一時間程前のブレアのぼやきを思い出した。






（そうですか……お嬢様のおかげでわたくしめはブレア様と踊ることになったのですか……）






　そう思うとなんだか複雑だ。令嬢が泣いているだけに、浮かれていた自分がなんだか申し訳ない。

　しかしまあ、状況自体はありえない話ではないとエリノアは思った。

　ルーシーのパパ（もしくは〝クソ親父〟）こと将軍タガートは、普段から王太子派筆頭としてブレアとは親しい。きっとその筋での抜擢だったのだろう。

　が……。

　エリノアは首をかしげる。






「……でも本当に？　だって、ブレア様は練習相手に沢山足を踏まれたって仰ってましたよ？　お嬢様に限ってそんなこと……」






　一時期同じ家で暮らしていたこの娘が、どれだけ踊りが得意か知っていたエリノアは不思議そうに問う。

　しかし、彼女がそう言った途端、ルーシーの顔色はさらに悪くなる。

　ルーシーは鼻をすすりながら訴えた。






「だって！　友人からブレア様はダンスで相手が少しでもミスをしたら激怒なさるって聞いたのよ！　ステップを間違えた子は後日父親が左遷されたり商いの権利を剥奪されたり……ブレア様の足を踏んじゃった子は殿下の護衛に袋叩きにされたって聞いたわ！」

「ぇえ？　……や……まさかそんな……」

「エリノア！　お願いよ！　私、これから将軍家の娘らしく潔くブレア様に土下座しに行くからついて来て!!」






　青白い顔で高らかに拳を握りしめる令嬢の足は震えているのか、青いドレスの裾がプルプルしている。その様子を見たエリノアは「えっと」と、一瞬の間を置いてから、令嬢の背をよーしよしと撫でる。






「……あのですねお嬢様、ちょっと冷静になりましょうか……お嬢様の勇ましきところは、わたくしめもよく存じておりますが……」

「だってこのままじゃパパが！」






　途端、ぴーっと嘆きはじめた令嬢（エリノアより一つ年上）に、エリノアは、よしよしとその背を撫で続ける。そんな彼女の様子に、エリノアはそれでなのかと納得する。

　恐らく令嬢はブレアの足を踏んだ時点で相当彼に謝り倒したはずだが、それでも不安が消えなかったのだろう。彼女はそのあまり屋敷に帰ることもできず、それでこんなところでうろうろしていたのだ。






「……大丈夫ですよお嬢様。ブレア様は一言もそんなこと仰っていませんでした。あの方はそんなささやかなことで片田舎におじ様を左遷したりするような、激恐ろしげなお方じゃありませんから……だいたいどこの誰がそんなことを……お嬢様はあれですね、ちょっとご友人関係見直されたほうがいいかもですね……」

「で、でも……ブレア様、ずっと怒ってらっしゃったのよ!?　眉間にしわが……私怖くて上手く足が動かなくて……」

「大丈夫、あれは標準装備みたいです。……お嬢様があんまり緊張なさっていたから、気の毒だなぁと思ったか、面倒だなぁとでも思われていたのでは？　ああ見えてブレア様は結構お優しいんですよ、顔には出ないみたいですけど」

「ほ、本当に……？」






　エリノアが頷くと、揺れるルーシーの瞳が少しだけ和らいだ。






「それにブレア様の御配下も……まあ……あの人たちにはレディファースト精神はありませんし、下手したらお尻くらいは撫でられることはあるかもしれませんが……うら若い娘を袋叩きにするような人達ではないかと」






　不安そうなルーシーの目を見て、エリノアははっきりと言った。






「あの人達は基本筋肉と武道にしか興味のない脳筋馬……いえいえ。純粋なブレア様大好きっ子ですね。正直世話する私には害がありまくりですが、お嬢様のような方々には害ないと思いますよ」

「………………〝子〟……？」






　ルーシーはやや皮肉交じりのエリノアの言葉に、筋骨隆々なブレアの配下たちを思い出して……。

　あいつらそんな子供じゃねーだろと心の中で思った。






「……」（突っこんだらやや冷静になったルーシー嬢）

「ああ、でもお嬢様は綺麗な筋肉してますからあいつらにはお気をつけなさいませ！　飴やるからとか言われてもついて行ってはダメですよ!?　熊みたいな騎士は特にレディファースト精神道においては相当非道です」

「あ、飴……？　わ、分かった。熊に注意ね……」






　ルーシーはやや話がずれているなと思ったが、エリノアの憤慨する様子に思わず頷いた。

　するとその耳に……廊下のどこかから微かに笑いを押し殺したような息遣いが届く。

　それを聡いルーシーは敏感に察して柳眉の片方が持ち上る。笑い声の主がどこにいるのかと視線を動かすが……。

　それが見つかる前に、下から黒髪の娘に袖を引かれ、令嬢はまあいいかと視線を戻す。

　大方どこかで聞いていた衛兵が笑っているのだろう。






「エリノアなあに？」

「えっと……」






　問いかけに、エリノアは、一瞬どう言えばいいだろうかと考えるような仕草を見せた。






「？」

「その……お嬢様はダンスお上手ですし、また練習会に呼ばれることもありますよね……？」

「え？　まあ……それは……王宮に呼ばれれば仮病使うわけにもいかないし……パパの為に行くけど……」






　それがどうしたの、とややげっそりした顔で返して来るルーシーに、エリノアは一瞬眉尻を下げる。






「……エリノア？」

「ルーシー姉さん……もしまたブレア様と踊ることがあったら……あんまり怖がらないで差し上げてね」

「え……？」






　昔のように呼ばれて、ルーシーがきょとんとエリノアを見る。エリノアは少しだけ恥ずかしそうに両手の指をいじっている。






「えっと、私が言うのも差し出がましいとは思うんですが……殿下はそうやってお嬢様方に怯えられるのが本当はお嫌なんだと思うんです。あんまり顔には出ないみたいなんですけど……お嬢様だってビクビクした方がお相手だったら踊りにくいと思いません？」

「そりゃあ……まあ……でも噂が……何しろブレア様は王族なのよ、気に入らない相手を罰するのなんてお手の物。これまでにも幾人もそうして来たって話だわ」






　そうして地方に追いやられたらしい貴族の名をルーシーが幾つか上げると、エリノアは困ったような顔をする。






「そんな王子を相手にしろって言われたら、誰だって萎縮するわよ。呼ばれれば拒否するわけにもいかないし……下手したら累は一族にまで及ぶのよ？」

「そうですよね……」






　確かにエリノアも、その者たちがブレアの怒りを買って役職を解かれたという噂は耳にしたことがあった。

　が……。

　エリノアは、先ほど自分の相手をする令嬢たちの評判が下がるのが忍びないと言っていた青年の顔を思い出しながら、ルーシーの顔を見た。






「……何か……理由があったんだと思います。そう無闇に感情だけで人を裁くような方だとは、とても思えないんです」

「エリノア？」






　静かな声ながら、きっぱりと言ったエリノアにルーシーが驚いている。

　そんな令嬢に、エリノアはにっこりと笑って見せた。






「きっと大丈夫ですよお嬢様。タガートおじ様は立派な将軍様ですもの。あんなに実力も実績もある方がそれくらいのことで地方に送られたりしませんよ」

「……本当？」

「事実……私も殿下の足踏んだことありますし……」






　かっくりと首を曲げ、ややげっそり達観したような眼差しでエリノアが言うと、ルーシーが目を剥く。






「はぁ!?　だ、大丈夫だったの!?」

「ええ……もう、むしろ〝踏め〟と言われましたからね……」

「……何それ怖い……エリノア本当にそれ大丈夫なの!?」






　どういう主従関係だと、ルーシーに詰めよられたエリノアは苦笑する。






「まあまあ。とにかく、侍女の私にすらこれだけ寛大に接して下さるのですから。お嬢様たちは大丈夫ですよ」

「……」

「ブレア様はそんなことはなさらないと、私は思います」

「……ふーん……」






　ルーシーは意外そうな顔をしてエリノアを見る。






「パパからあんたがブレア様の侍女になったって聞いた時はどうなるやらと思って（※怒ってタガートに〝クソ親父〟を連発し）たけど……あんたってば随分ブレア様を信じちゃってるのね……」

「あら……（多分おじ様に迷惑掛けたような、予感……）ま、まあ、そりゃあ……我が主人様ですし……」

「ふーん……」

「お、お嬢様……？」






　高身長の令嬢は、じろりとエリノアをきつく睨む。口がムッとへの字に曲げられていて、その如何にも気に入らないと言いたげな顔にエリノアは戸惑った。

















17　エリノア、熊にはちみつ色の飴を貢がれる












「お、お嬢様……？」






　ルーシーの口がムッとへの字に曲げられて。令嬢の瞳はジロリとエリノアをきつく睨んでいる。

　どうしたのだろうもしかして機嫌をそこねたか……と、思えば。

　突然、ルーシーはエリノアに抱きついた。






「う……」






　背の高い彼女に抱きすくめられると、背の低いエリノアは腕の中に埋もれて非常に窮屈そうだ。いや、むしろ締め上げられている……。






「ぐ、お、お嬢さ……」

「何がお嬢様よ！　ふん、あんたと来たら！　なんでうちを出て行っちゃったの！　ヒステリーな母さんなんか上手くかわして放っておけば良かったのに……真正面から立ち向かうなんて本当に馬鹿じゃないの！」

「あ、元気になりましたねお嬢様……」






　寂しいじゃないの！　と、歯噛みして悔しがっている令嬢に、エリノアはその持ち直しっぷりを笑う。こういうところは昔から変わらないのだが……この令嬢が、「ふん」とか言い出したらだいぶ回復した証拠だ。

　こう見えて寂しがりやのご令嬢は、時折エリノアの家に姉弟の好物を送ってくれる情の深い人だ。が、その愛情は少々捻れている。特に、父親相手だと。






「えーっと……とにかく、ブレア様のことは大丈夫ですよ。姉さんと同じでお優しさが内に秘められてるタイプなんじゃないですか？　そう思ったら少しは気があうような気がしません？　ね？　今度もし練習に呼ばれたら、絶対に怯えないで差し上げてくださいよ。タガートおじ様の為にも」

「う……」






　タガートの名を出すと、令嬢は途端に苦い顔をしてエリノアを腕の中から解放する。






「そ、そうね。パパの為にも……あ！　エリノア……このことパパに言ったら承知しないわよ!?」

「はいはい分かりましたから……ガラの悪い顔してないでそろそろお帰りなさいませ。いつまでもウロウロしていると不審者扱いされて保護者呼び出しでお父上がいらっしゃいますよ！」

「!?　そ、それは嫌!!　わ、分かったわよ……次は絶対堂々とブレア様と対決してみせるから見てらっしゃい！　あんたとの付き合いは私のほうが上だって証明してやるわ！　今度何か送るからね！　あんたもブラッドリーにばっかり食べさせてないで食べないと承知しないわよ!!」






　……どうやら元気になったらしい令嬢は、普段通りの勝気さを取り戻し、鼻息荒く立ち去って行った。

　その後ろ姿を見送りながら……エリノアは思わずつぶやく。






「ルーシー姉さんったら……相変わらずのどこか抜け切らない体育会系感……まだ反抗期終わらないのかしら……」

「美しいがどうにもややこしそうな女人だな。将軍のご苦労が思いやられる」

「いえ、あれは本当に愛ゆえというか曲がりくねった愛情がですね……ギャッ!?」






　言葉の途中でエリノアが飛び上がった。

　──気がつくと……隣にオリバーが腕を組んで立っていた。

　エリノアが驚いたのを見ると、騎士はにこりとワザとらしく目を細めてみせる。






「よ、新人。さっきぶりだな」

「ちょ……忍びよるとかやめてください！　心臓に悪い……」

「あはははは、俺は優秀だからなー」






　からからと軽快に騎士は笑う。と、その笑いが何やら含みのあるものに変わる。






「な、なんですか……もしかしてまた繕い物でも──」

「……あの噂だがな」

「へ？　う、わさ……？」

「地方へ飛ばされたヘボ貴族のことだよ。……あれはな、本当は飛ばしたのはクラウス王子だぞ」

「え……」






　唐突な話にエリノアが目をまるくする。

　一瞬遅れてそれがルーシーとの会話に出て来た貴族たちのことだと気がつくと、更にエリノアの目は見開かれる。

　騎士はエリノアの隣で壁を背に、腕を組んだまま続けた。






「飛ばされたのは皆クラウス様の派閥の連中ばっかりでな。まあ、大体が王子のご機嫌とりに失敗した連中だ。あそこは蛇のような奴が集まっているから足の引っ張り合いも多いし、そもそもクラウス様自体も気難しい。だが、かの殿下は悪知恵だけは天下一品でなぁ……表向き、クラウス様陣営の切り崩しの為にブレア様が謀った……ということにされてしまった」

「え、えぇ!?　そ、そんな……」

「俺たちもかなりムカついたんだが、ブレア様はあの性格だからな、『下らん、放っておけ』で、一蹴だ。はははは」

「わ、笑いごとでは……」






　話を聞いたエリノアは狼狽えた。

　話してくれたオリバーの顔は、一見笑っているように見えるのだが……どこかに遣る瀬無さがにじんでいるように感じられるのは、気のせいではないと思った。

　そんな風に──娘が自分を案じていることを察した男は、珍しく苦笑を浮かべる。






「……当時は俺たちもやれることはやった。が……噂ってものは一度広がると、否定するほうが逆に真実味を帯びてしまうこともある。ブレア様の潔白を証明したい連中が躍起になって否定して回った結果、世間では結局疑念が広まるだけ広まって消えなかった。ま、なんせうちの連中は皆、〝脳筋馬鹿〟だ」

「う!?」






　にやりとオリバーに視線を流されて。エリノアは、もしかして先ほどの、ルーシーとの会話を聞かれていたのかと気まずそうな顔をする。






「……すみません……」

「ははは。ま、そういうわけで、それ以来俺たちもクラウス様が流す噂に関しては、大人しくブレア様に従うことを決めている」

「……つまり……『下らん、放っておけ』……ですか……？」

「ああ。もちろん殿下を貶めようとする者をこのままにしておくつもりはないが……下手なことをして再び殿下の足を引っ張るわけにはいかんのでな……」






　オリバーはやれやれとため息を落とした。その下にもどかしげな思いを見て、エリノアは再び押し黙った。






「……」






　そんな娘をオリバーは静かな眼差しで見る。






「……お前もな、殿下の足を引っ張るようなことはするなよ」

「え……？」

「俺たち同様あの方に惚れこんで忠義を尽くすだけなら、俺たちはお前を同志として歓迎する」






　だがな、と、オリバーはいつに無く真面目な顔で言った。






「これ以上お前が殿下の傍に特別な意味で踏みこめば……お前は必ず殿下の足を引っ張ることになるだろう」

「わ……たしが？」

「ブレア様にとってこんなことは稀だ。……が、あの方の懐に入るには、身分もなく財も力もないお前は弱すぎる」






　きっぱりと断じられて。その言葉はエリノアの胸にズシリと重く響いた。浮かれていた気持ちが一気にしぼみ、返す言葉がなかった。

　王族と使用人。釣り合いが取れるはずがないことは分かりきっていた。






「……」

「ま、だがな、お前の言葉にはちょっと感心したぞ」

「……え？　わっ」






　なんのことだろうかと顔を上げようとすると──そこに、ばさりと何かが被せられる。






「ひぃっ、生暖かい……っ何!?」

「あ、それ俺の隊服。破れたからまた繕っといてくれ」

「っ!?　っ!?　た、隊服の手入れは専門の部署が……」






　あるでしょう!?　と、エリノアが頭からその騎士用の隊服を引っぺがすと──既にオリバーの姿は遠い。

　さっさと立ち去って行く騎士は「ああそうだ」と頭半分だけをエリノアのほうへ振り向かせた。






「服の中のものは先ほどの礼にお前に進呈する」

「……れ、礼？　袋？」






　服の中、と言われたエリノアは怪訝そうにオリバーの隊服を探る……と、そこからは、何やらジャラジャラと音の鳴る小袋が……。






「？　……あれ、これって……」






　見覚えのある小袋は、前回稽古着を押し付けられた時に見せられたものと同じものだった。

　前回──熊騎士がグレンに引っかかれ魔障に倒れる直前。『エリノアの頭に乗せようとした』と、彼が言っていた小さな袋。そういえばあの時は中身がなんなのか聞きそびれていた。






「あ……ああ、なるほど……」






　紐を解くと、中には袋一杯にはちみつ色のまるい飴が詰まっていた。

　しかし、礼とはなんのことだろうかと、エリノアが戸惑い気味に顔を上げるも……もうそこに、オリバーの姿はない。






「え……ぇえー……」






　取り残されたエリノアは、飴と隊服を手に微妙そうな顔でその場に立ち尽くす。

　なんなんだあの人は……と、戸惑うエリノアには、それが──ルーシー嬢に対して『あの人達はうら若い娘を袋叩きにするような人達ではない』──と、取り成したことに対するものなのだということは一つも伝わらなかった……。






　……因みに。

　実はオリバーに貰ったはちみつ色の飴が、一粒でも結構なお値段のする高級品であったことを、エリノアは後に先輩侍女から知らされることとなる。そしてやや不名誉にも──『エリノアが騎士オリバーに高価なものを貢がれていて怪しい』という噂が王宮内に立ってしまうということを……。

　エリノアは、まだ知らない。

















18　魔王の不安












「……」






　その一団は、明らかに異様な雰囲気を醸し出していた。

　薄暗い王宮の城門前。

　ずどんと仁王立つ豊満な身体の婦人。大きな大きな白い犬。そして……──杖をついて立ったままうとうとしている老人……。






　彼らだけでも十分異様だが、その中心に一人少年の姿があった。

　少し痩せ型の、瞳の大きな少年だった。夜の色を映し、より深くなった緑色の瞳は、暗く高い城門を見据えている。

　城門の出入りがちょうど見える真正面。少年は表情のない顔で静かに立っている。──静かに、内にある苛立ちをふつふつと漲らせている……そんな顔だった。






　ふと、少年の口からつぶやきが漏れる。






「……面倒だな、もういっそ……」






　暗い声にすぐさま婦人が反応して少年を振り返る。






「あらいやだ！　陛下がまた物騒なお顔をなさってる！　……お夕飯の糖分ちょっと控えめにしすぎたのかしらね？」

「そういう……問題か……？」

「ブラッドリー様ぁ！　大丈夫、エリノア様ならすぐにお戻りになられますわ～」






　ボソっと突っこんだ白犬ヴォルフガングを華麗に無視して、コーネリアグレースはブラッドリーの傍でニコニコと両手を組んで微笑んだ。

　それをやれやれと見ながら、ヴォルフガングが小さく言う。






「陛下……やはり家に戻りませんか。だんだん夜風も冷えて──」






　途端白犬はペシリっと、額を叩かれる。






「おやめ。あんたはあんまり話すんじゃありません。誰かに聞かれたらどうするの。本当に空気を読まない犬なんだから……」

「……」






　城門前の広場には、たくさんの人が行き交っている。女豹婦人は長いまつ毛に覆われた瞳で白犬をジロリと睨みつけた。






「ブラッドリー様がここでお待ちになりたいって仰ってるんだから黙って従いなさい。家でイライラされて住処が消し炭にされるよりマシじゃないの！　こんな時間に寝床がなくなったらどこぞの屋敷でも乗っ取るしか無くなるのよ!?　あたくし、あのこぢんまりしたささやかな家が案外気に入ってるの、狭くて掃除がしやすいんですもの！」

「お……お前な……」






　何気に無礼なことを平気で言う婦人に、ヴォルフガングがハラハラしている。が……ブラッドリーは何も言わない。

　正直、彼は今それどころではなかった。

　いくらグレンから連絡が来たとはいえ、姉がこんなに遅い時間まで王宮から帰ってこないことがとても心配だった。

　しかも知らせに来た黒猫は、にゃはーと、笑いながら……。






『姉上は今日は残業ですー。場所はブレア王子の寝所……あ、違った！　寝台……じゃなくって、うふふ、私室ですー』






　……と、実にイラっとする報告を上げてきた。それで彼の心配が加速した感は否めない。










「…………ヴォルフガング……」






　しばし無言で城門とその奥に控える王宮を見つめていたブラッドリーが、不意に、ポツリとつぶやいた。

　呼ばれた白犬は、（コーネリアに僻みっぽい目でねめつけられながら）静かに主人の言葉を待っている。






「……」

「僕は……王宮が嫌いだ。……今生での僕らの父さんは……王宮の奴らに殺されたも同然なんだ……」






　静かな声が夜の景色の中に消えていく。

　王宮内の派閥争いの末に父が帰らぬ人となったことを、ブラッドリーは忘れていない。

　だから、と少年は続ける。






「……不安なんだ、また、姉さんまでアイツらに取られるんじゃないかって……」






　心内を吐露すると、無言のヴォルフガングがそろりとブラッドリーにより添って来た。

　その毛並みをそっと撫でながら、ブラッドリーは苦しげなため息をつく。

　姉が心配で心配でたまらない。だというのに、城門は彼が姉の元へ向かうのを拒む。

　魔力の強い彼にとっては、あんな城の門など紙のようなものだ。押し入ろうと思えばいつだってそうできる。






　けれども、その紙にも等しいものを、エリノアの存在が強固な守りに変えていた。

　姉が侍女という職を大事にしていなかったら、ブラッドリーは今すぐにでも衛兵たちを蹴散らして、城門を破壊し、王宮に侵入することができただろう。そもそも、転移も自在の彼にはそんなことすら必要がない。王子の居所にも、国王の寝室にだっていつでも侵入は思いのままだった。






　しかし。

　ブラッドリーはどうしても、姉の立場を危ぶませることには躊躇いがあった。

　今すぐ王宮に侵入して姉を連れ帰りたいのは山々だ。だが……それでは姉の立場が悪くなる。

　王宮の出入りには記録が付きもので。

　まずその中に入るには、城門を通り、そして使用人通用口での検問を受ける。エリノアのような通いの使用人も、その他の来訪者と同じように、入った記録があれば必ず出たという記録がなければならないというわけだ。

　その記録がない者は、漏れなく王宮での取り調べを受けることになる。

　面倒なようだが、国の中枢としては当然のことだった。






　しかしブラッドリーはそれさえなければと腹立たしかった。

　せっかく強大な力を得ても、これではなんの役にも立っていない。






「どうして姉さんは王宮なんかに……」






　思わず口から恨み言がこぼれ落ちた。

　姉が自分のために必死で働いていることはもちろん分かっている。だが、幼い頃に父を奪った王族たちを、ブラッドリーはどうしても許すことはできなかった。それは姉には打ち明けたことのない感情だった。『恨んでる暇なんてないわよ』と辛そうに笑いながら、毎日王宮に働きに出る姉。──そんな彼女のために働くこともできない自分が、どうしてそれを言えるだろう。






　配下たちが無言で彼を見ている中で、少年は冷淡な表情で城門の向こうにそびえる王宮を睨んだ。

　その瞳には深い怒りがこめられている。






「もういっそ……あんなもの破壊してしまえば清々するのに……」






　──できないことではない。

　破壊など簡単だ。

　事実、繰り返される魔王としての生の中で彼はずっとそうしてきた。

　繰り返し繰り返し、人を憎み、人の世に攻め入った。同じように再び人の街を瓦礫の山にして、姉が気にする全てのしがらみを破壊すれば、いっそ清々しいかもしれない。

　そうすれば、もう、あの忌々しい金の髪の男を気にすることも、いつ誰に姉を奪われるかなどという不安も感じなくてすむ。






　子供っぽい思考だとどこかで自分を嘲笑いながらも、ブラッドリーは暗たんとした気分だった。

　自分は以前とはひどく変わってしまった。

　強い力を得たことは嬉しい。それは姉を助けることもできる力だから。でも──素直に姉を慕っていただけのブラッドリーには、もう二度と戻れないのだと思うと苦しかった。

　姉はどんな自分でも受け入れてくれるとは言ってはいたが、きっと本心では、昔のブラッドリーに戻って欲しいと願っているに違いない……。

　そう思うと、ブラッドリーの中で自暴自棄な感情が次第に大きく膨らんでいく。






　──そんな彼の暗い感情に応じるように、「では……」と、密やかな声がした。






「……そう、なさいますか……？」

















19　破壊とエリノア。そして羽毛。












「………え？」






　不意に平坦な声を掛けられて、ブラッドリーの目がやっと配下を見た。

　白い毛並みの魔将の瞳は、命じられるのを待つように彼を静かに見ている。その身を覆う毛並みが騒めいて、心なしか身体が一回り大きくなったような気がした。

　──次の瞬間、ゴンっと、鈍い音が辺りに鳴り響く。

　視線を移すと、コーネリアグレースがどこから出したのか巨大な金の金棒かなぼうを手に彼のほうを見ていた。その仕草からは重さは少しも感じられないが、婦人愛用の金棒は、広場の石畳を割り地面に深くめりこんでいる。彼女の口元からは慈愛が消え、その弓なりの隙間からは邪悪さすら感じられた。

　そして──気がつくと、ブラッドリーの隣には寝ていたはずのメイナードがいつの間にか目を覚まし佇んでいた。

　いつになく毅然と背筋を伸ばした老将は穏やかにブラッドリーを見ている。

　彼は恭しく頭と目線を下げながら、ゆっくりと口を開く。






「ご命令がありましたら、いつでも我らは陛下のために働きます」






　それはいつもエリノアが聞き取れないと言っているような、弱々しい老爺の声ではなかった。

　張りを感じる重い声が発せられた途端、周囲の空気が一気に澱む。

　往来を歩いていた人々は、異変に気がつき足を止めて。皆、見えない何かに怯えるように辺りを見回している。が……薄暗い景色の中で、広場にある木々が、生気を抜かれていくように、次第に首を垂らしはじめたことには誰も気がついていない。

　風が荒れ、木々からは眠りかけていた鳥たちが慌てたように空に散って行く。

　周囲には人ならざる者たちの悲痛な声が響いたが、それは人々には聞こえないようだった。

　それらの悲鳴を聞きながら、老将の深い沼のような瞳を見ていると……ブラッドリーは、少しずつ自分が〝魔〟の性質を取り戻していくような気がした。






「陛下」






　呼ばれてふと、ブラッドリーは気がついた。

　いつの間にか、己の手の平ががっしりしたものに変わっている。

　病弱な少年らしからぬ厚い傷だらけの手は、何故かひどく身に馴染む。わずかにそれを持ち上げてみると、腕には確かな筋力を感じた。

　隣に佇む老爺の身体からは懐かしい気配がして。それは今にも元の持ち主のもとへと戻りたいと暴れているかのようだった。

　その手綱を握る老将は、薄く微笑んで視線を上げる。






「お望みとあらば、代々お傍で溜めこんできた養分、いつでもお返しできますぞ」

「メイナード……」






　微笑む老将の上背は、何故かいつもよりも何倍も大きくなったように見える。

　同じくじわりじわりと戦闘態勢に移りつつある配下二人も〝彼〟を見る。






「壊したいならいつでもおっしゃって？　あたくし、お料理の次に破壊が得意ですわ。どうなさいますか？　陛下」

「それで貴方様の不快さが晴れるなら耐える必要がありますか？　それとも、耐えるべき理由でも？」

「理由……」






　三人に見つめられた男は、もう一度王宮を見上げ──。






「…………私は……」










　──そう言った、時だった。






　城門のほうから慌ただしい声が聞こえてきた。






「──あれ？　ブラッド!?」

「あ……」






　女の声に、ブラッドリーが弾かれたように顔を上げる。

　すると、ちょうど城門をエリノアがくぐり抜けてくるところだった。エリノアは広場に弟の顔を見つけると、目をまるくして。それから片手をぶんぶんと大きく振った。






「姉さん……」






　その瞬間。

　広場の空気が一変した。






「お、や……」






　それを見たメイナードが目を瞬く。

　ブラッドリーもまた、信じられないものを見るように、瞳を見開いて姉の姿を見つめていた。






　──エリノアは。

　見つけた弟の顔に破顔して。

　バタバタと城門から飛び出すと──着替えもそこそこに職場を出てきたのか──半端に閉じられた己のシャツのボタンに手こずっているような素振りを見せながら──……淀んだ空気を物ともせずに、一目散に弟に向かって駆けて来る。






　するとそんな彼女が通り過ぎた周辺から、空気の淀みが消えていく。夜闇にまぎれて毒々しさを放っていた魔の力は、エリノアの周囲から弾け飛び、そこからどんどん波及して、次から次へと消えていく。

　その様を見てぽかんとする魔将たちの傍をすり抜けて──自分に駆けよってくる姉の姿を見たブラッドリーは──……。

　思わず涙ぐみそうなほどに安堵していた。






　メイナードが静かに感嘆の声を漏らす。






「いやいやいや……なんという……一瞬にして魔力が散らされてしまったか……」






　そう言いながらも、老将はどこか楽しげである。

　いつの間にか、萎れかけていたはずの周囲の木々も草花も、元どおりに背を伸ばしはじめていた。

　響いていた引き裂かれるような声ももう聞こえない。周囲は心なしか空気が澄んで、安堵したような雰囲気に包まれていた。

　そのことをどこかで感じ取っているのか、何事が起こっているか理解していないはずの往来の人々も、ホッとしたような顔で再び家路を急ぎはじめている。

　その一連の出来事を目撃した四人の異形たちは、満面の笑みでやって来たエリノアに思わず食い入るような視線を送る。






「ブラッド、まさか迎えに──ぎゃーっ!?」






　と。その時だった。

　エリノアがブラッドリーまで後数歩、というところまで来た瞬間。空から無数の鳥たちがエリノアを襲った。

　突然のことにエリノアは見事に転び、姉に見入っていたブラッドリーも一瞬何が起こったのか理解できず目を瞠る。






「姉さん!?」

「な、ひぃいいい!!　な、な、なんな……ぎゃぁあああ!?」






　飛来した鳥たちは、転がったエリノアの身体に群がって。

　その、どこか怯えたような様子にコーネリアグレースが緊張を解き、呆れたような顔をする。






「あらあらあら……（面白い）メイナードったら、脅かしすぎよ。鳥たちがエリノア様を安全地帯だと思ってるわ」

「おやおや……面目な……もごもごもご（通常の最小音量に戻った）」

「ぎゃーっ！　なんなのよぉおおお!!　あぁああっ！　ダメ！　羽毛で鼻炎……ブラッドは来ちゃダメよぉおおぅおおおお!?」






　ひぃいいい……と、叫びながらも、弟に近づくなと言うエリノア。






「!?　!?　ヴォ、ヴォルフガング！」






　ブラッドリーの命に、ヴォルフガングがわふーんっ！　と、鳥たちに突進して行った。白犬に追い立てられた鳥たちが慌てて寝床である木々へ戻って行くと、その下の地面に、大の字になって「う、羽毛……」……などと言いながら目を回しているエリノアの姿が。






「ね、姉さん……！　ね……」

「陛下」






　姉に駆けよろうとしたブラッドリーは、低い声に呼び止められて足を止める。

　険しい顔で振り返ると、老将が重そうな瞼を開き静かな面持ちで彼を見ていた。






「我らは陛下が望むならなんでもするでしょう。ですが……破壊したものは二度とは元に戻りません。それは、魔王の力を持ってしても……」

「……」

「現状……陛下の中には、人の幼い精神と圧倒的な魔力が共存しておられる。〝今〟を大事と思うのならば……幼いままにその力、振るうてはなりませんぞ……」






　メイナードの言葉はどこか厳しい。

　老将たちに試され、そして諭されているのだと気づいたブラッドリーは黙りこむ。






　──思い出していた。

　絶対上級侍女になるんだと、夜遅くまで励んでいた姉の姿を。

　何度も試験に落ちた末、やっと受かったと言っては、ぴょんぴょん子供のように飛び上がり、泣いて歓喜していた姉を。その顔は喜びに輝いていて。それが、とても愛おしくて。

　それこそが──先ほどヴォルフガングに問われた〝理由〟なのだと、ブラッドリーは痛感した。

　己が前世までのように、憎しみのままに破壊を繰り返せば、きっと壊してしまう〝今〟。






「……」






　冷たい色の瞳が凪ぐ。






「そうだね……破壊は簡単で……でも……積み上げるのはそうはいかない……姉さんがした努力も、僕たち姉弟の関係も……」






　言いながら、ブラッドリーの緑色の瞳がそこでコーネリアグレースに介抱されている姉を見る。






　──それを、己の憎しみで、壊すわけにはいかないと、強く思った。

















20　エリノアの順応力












「あの、グレンさん……」






　木製の椅子の上に正座したエリノアが神妙な顔でそう言うと、黒猫がはぁー？　と小憎らしい顔をする。






「なんですか姉上、正座なんかして。あは、さてはこの私に何かおっしゃりたいことでも？　ん？　なんですか？」

「……」






　黒猫の顔は、明らかに、すでにエリノアの言いたいことは分かっているというふうである。テーブルの端に立ち、エリノアの沈んだ頬にゴスゴスとまるい頭を頭突かせる。面倒臭い。本日もグレンは面倒臭さ全開である。






　──だがしかし、エリノアは。今日はその面倒臭いやりとりに逆らわなかった。

　もちろん、腹の中では大いに思うところがあるわけで。その苛立ちを抑えるのに苦心しているのか疲れたような感は否めない。






「そ・れ・で？」






　あはっ、と弾んだ声が憎たらしい。が、エリノアは踏ん張った。

　エリノアは、今日王宮であったこと──主にブレアとのダンスの件を──この自分を監視していたはずの黒猫には、口止めしておかなければならないと思っていた。

　別にエリノアは悪いことをしたわけではない。だが……このにまにました魔物たちが現れたあの時、ブレアのことをわずかに漏らしただけで怒りを見せた弟には、とてもそれを聞かせる勇気がないのである。






「……今日のこと……、ブラッドに言わないでくださいませんか……」

「えぇ？　今日のこととは!?」






　わざとらしい黒猫のわざとらしいとぼけ顔は、満面の笑みに包まれている。






「……お、王宮で……」

「王宮？　なんだったかなぁ……私、こう見えて結構長生きなんで……ああ、そうか！　誰だかと姉上が楽しそーうにいちゃいちゃ踊り狂っていた件？　うふふふ」

「踊りくるっ……うってほど情熱的に踊った覚えも、いちゃいちゃした覚えもないんだけど……」






　エリノアは恥ずかしいのか、身体が徐々に斜めになっていく。

　グレンはそれを見逃さない。






「あれ？　どうしたんですか姉上？　今にも崩れ落ちそうな格好で。もうすぐ陛下がご飯を持って来られるっていうのに呑気に転がっている場合ですか!?　それまでに私にしっかり口止めしなくて良いんですか？　私、自慢じゃないですけど物凄く口が軽いですよ!?」

「ぐ、……お願いだから黙っておいて……」






　エリノアはげっそりしながら声を絞り出した。

　この、「物凄く口が軽い」と、豪語する黒猫に物を頼むのはとても不本意ではあったが……『姉上がブレア王子とにやけて踊り狂っておりました！』……とでもブラッドリーに報告されようものなら……とりあえず、大変なことになりそうだということだけは確信できる。このニヤニヤした黒猫は、とかくことを大げさに、変に色めいて脚色するのが大好きである。

　今日城門前まで迎えに来てくれた弟は、なんだかとても元気が無かった。そんな彼に、ここで更に火に油を注ぐような真似はしたくない。

　エリノアは、耐えた。






「……お願いよ……明日魚でもなんでも買ってきてあげるから！　何匹でも……いいのよ!?」






　五匹くらいでいいかしら!?　と、必死なエリノアに、グレンはしらっとした表情を作る。






「……あのね。姉上。私、本当は猫じゃないんですよ？　お忘れですか？　これは仮の姿です」

「じゃ、じゃあなんならいいのよ！」






　もうこの家、新しいブラッドの配下に押しかけて来られても狭くて入らないのよ！　……と、エリノアがテーブルに突っ伏して呻くと……その後頭部にグレンが冷たい視線を注ぐ。






「もー姉上ったら仕方がないなぁ……」






　意外にも、面白くなさそうな反応が返ってくることが不思議で、エリノアが涙目になった視線を上げると……。

　黒猫は目を細め、むっつりした顔でエリノアを見ていた。






「……ダメですよ姉上、もうちょっとガードを固くしてください！　そんな調子だとすぐ悪い男にでも付けこまれますよ!?　……はー魔王の姉としてもうちょっとしっかりできないのかこの人は……」

「……それあんたが言う……？」






　エリノアは至極真っ当に突っこんだがそれは無視された。






「私からネタを一つ奪おうっていうのだったら、それなりのことをしてもらわないと……魚なんて。旨味がなさ過ぎる」

「……あんたどこの芸人なの……？」

「（無視）陛下に関わることでのお願いごとだとぉ、そうだなぁ対価は、死後に魂貰うとか、恥ずかしがり屋のヴォルフガングに添い寝してブチ切れられるとか、もしくは母上の大切な金の金棒に落書きして激怒られるとか……」

「……あんたね……」






　魂とやや下らない要求を同列に扱う黒猫に、思わずエリノアが眉間にしわをよせる。が──……。

　グレンは唐突に、ニコーと口の両端を持ち上げた。






「……と、まあ、色々愉快げな対価を色々考えてみたんですけど……ま、いいやっ」

「え……？」






　戸惑うエリノアの前で、グレンはむふーと満足そうに鼻を鳴らす。






「姉上にはさっき、ものすごく面白いものを見せてもらったし……まあ、今回はあれがお代ってことにしときますよ」

「……面白いもの……？」






　全く思い当たることのないエリノアは余計に戸惑ったが、その隙に、グレンはエリノアの膝の上にぴょんと飛び降りた。






「？」

「お分かりにならなくて結構。うふふ、いつか姉上を手懐けてぇ下克上とか面白いかもしれないなぁ～」

「…………それ、聞こえるように言ってます？」






　エリノアの膝の上でびよーんと手足を伸ばす黒猫のはばからない悪巧み（？）に、エリノアが微妙そうな真顔で突っこんでいる。






「……まあ、でも現状ではさすがの私も陛下にその件をお伝えする勇気はありませんねぇ」

「え？」

「陛下はちょっと今不安定ですから。おかしなことを言うと、私、母にしばかれると思います」






　それだけは避けたいのだと首を振る黒猫に、エリノアが不安そうな顔をした。






「不安定なの？　ブラッドが？」

「……愛情っていうものは本当に厄介ですよ。些細なことで気持ちを揺るがされるし、それなのに、捨てたくても強く心を縛るからそうも行かない……はっきり言って、姉上は我々にとってはかなり厄介で面倒な存在です」

「……そんなこと言われても……」






　カラカラ笑いながら、面倒な女ーと、指さされたエリノアは、むっとした顔で押し黙る。

　エリノアとしては以前と同じように弟を守っているだけのつもりなのだ。確かに予測不能だった出来事が発生して、それを上手くできているかと言われればそうではないかもしれないが、その〝予測不能な出来事〟にばっちり含まれている奴に文句を言われる筋合いは無いと思った。






　そんなエリノアの膝の上で、グレンは呑気にコテンコテンと小さな身体をくねらせている。






「でも私、面倒な女嫌いじゃないですよ？　だってからかうと面白いから」

「……」






　えへっと笑う黒猫に膝を毛だらけにされながら、もう付き合ってられないと思うエリノアだった……。

　そうしてエリノアがグレンと話していると、しばらくして居間の扉が開きブラッドリーが現れた。






「姉さんお待た……なんでグレンが膝に……」






　エリノアの膝の上で黒猫がけらけら笑いながらコロンコロンと身体を左右に転がしているのを見て、ブラッドリーはムッと眉間に皺をよせる。

　その手にはスープ皿の乗った四角い盆が。

　ブラッドリーに睨まれると、グレンは「だってぇ」とふてぶてしい。






「姉上がぁ、私の腹毛を撫でたいって無理矢理抱き上げるんですぅ」

「ぁ[image: 〓]？」






　グレンの猫撫で声にエリノアがガラの悪い顔をする。






「私のお腹はふわふわですからねぇ、肉球も感触が良いとか言ってしつこいんですよぉ、あは、姉上ったら」

「……」






　エリノアは物凄くイラっとした。イラっとしたが、お願いごとをした手前、それを否定できずにいると……。

　戸口に立ったままだったブラッドリーが二人に近づいてきて、ムッとした顔でグレンの後ろ首をつかみ上げる。






「あまり姉さんにくっつくなグレン……姉さん騙されちゃダメじゃない……こいつ、こう見えて姉さんより百倍は年上の魔物男なんだからね……!?」

「あ、ああ……そ、そうなの……？」

「もー心配しなくても、私は陛下一筋ですってばぁ～」






　どす暗い顔で嗜める弟と、うざくて調子のいい黒猫魔物。……にエリノアは。






「……」






　なんだかもう、日中の件も含めて物凄く疲れて……。

　疲れて疲れて、疲れすぎて。それが唐突に、どこかへ突き抜けていってしまった……。

　するとどうしてだか。回り回ってこんな風にグレンにからかわれることすらも、うっかり自分の平穏な日常の一コマのような気がしてきてしまい……






「はぁ……」






　エリノアは、ブラッドリーが運んで来てくれたスープを疲れ果てた様子で啜りながら、やれやれとつぶやく。






「…………やっぱり没落娘は世間様に揉まれた分、根性が違うのかしらね……」






　自分の適応能力の高さにある意味呆れるエリノアだった。

















21　グレンの甘噛みと、ある熟年侍女の使命感












『あの方の懐に入るには、身分もなく財も力もないお前は弱すぎる』










　──そんなこと、と、エリノアは思った。






　先日、騎士オリバーに言われた言葉だ。

　そんなことは……言われなくたって分かっている。

　自分は平民で、あの方は王族だ。この王宮の高い高い場所にいる人なのだ。






「……ですけどねぇ……」と、エリノアはムッとしたような口を開いた。






「高い御身分の方達を支えているのは私たちじゃないですか!?　力がないとは!?　くそー……熊め……繕い物もご自分でできないくせに……裁縫力では私のほうが断然上に決まってるのに！」

「……ちょっとエリノア……落ち着きなさいよ……」






　指に針が刺さるわよ、とエリノアの向かい側の席で、同じく繕い物をしている先輩侍女が呆れたように言う。自分の母親のような歳の彼女に窘められて、エリノアは少し冷静さを取り戻した。






「すみません……奴の隊服を繕っているとなんだかムカムカしてきて……ああ、悔しいっ」






　歯噛みしながら、騎士オリバーの隊服をぶすぶす針で刺している娘に、先輩侍女はやれやれとため息をついた。






「何を言われたか知らないけど……あなたって仕事を押し付けられる天才なの？　どうしてこんなに隊服を預かったのよ……担当部署にちゃんと回せって言ってやったらいいじゃないの。稽古着ならまだしも……」






　手伝ってくれながら先輩は、エリノアの背後に置かれたカゴいっぱいの隊服を見る。

　オリバーがどこかで言いふらしているのか、はたまた徒党を組んだ嫌がらせなのか。あれ以来、今度は騎士や兵士たちが隊服や、明らかに私服だろこれ!?　……と言いたくなるような服までをも、エリノアに押し付けてくるようになってしまった。

　先輩侍女の言葉を聞いて、エリノアが、うっ、と両手で顔を覆う。






「……こないだ……、……下着まで混じっていて……」

「……突き返しなさいよ馬鹿ね……それで、それも繕ってあげたの？」






　呆れ全開で「お人好しね～」と言う先輩にエリノアは呻く。






「いっつもそうしようと構えてるんですよ!?　なのに……犬ころみたいな顔してわーっと、突進してこられると……どうしてだかいつの間にか腕の中に繕い物が山になってるんです……」

「……きっとあれね、あなた弟の面倒見すぎで男の人の頼みを断るのが苦手なのね。面倒見なきゃってどこかで思ってるんじゃない？　あっちでも、もうそういうふうに無邪気に頼めば引き受けてくれるって分かってるんじゃないかしら……典型的にダメ男に引っかかるタイプね」






　きっぱり真顔で言われたエリノアは消沈する。

　そのうなだれた後頭部に先輩がやれやれと続ける。






「気をつけなさい。最近、王宮内で騎士オリバーにあんたが狙われてるんじゃないかって噂が立ってるわよ」

「……は？」






　その言葉に、エリノアが眉間にガラの悪い皺をよせた。






「……なんという的外れな……」






　すると先輩はニヤリと笑う。






「分からないわよ……案外愛情の裏返しかもしれないじゃない。あんたが貰ったあの飴結構値が張るんだから。お貴族様御用達よ」

「いやいやいや……頂いた飴の数よりも、押し付けられた繕い物のほうが圧倒的に多すぎます。汗くさい隊服を徒党を組んで押し付けるって……どんな愛情表現ですか……」

「あら、構って欲しいんじゃない？　男の人のアプローチって、案外子供の頃と変わらなかったりするのよ。うちの息子も昔からしょっちゅう近所の好きな子に構って欲しくてカエルとか毛虫を持って行っていたわ。アホよね」






　それで好かれるはずないじゃないのよねぇ～、でも面白いからずっと見守ってたわ～と、ころころ笑う先輩侍女の様子に、「先輩……」と、エリノアの瞳が半眼になる。先輩侍女は明らかに、エリノアの話を楽しんでいる。






「いいじゃない。オリバー様は来るもの拒まずだからちょっと苦労するかもしれないけど、決まった人はおられないみたいだし。ご実家もそこそこ家柄が良いから狙い目よぉ。身長も高くて鍛えていらっしゃるから、割と若い子たちの中では人気があるのよ。熊みたいで可愛いって」

「……確かに熊だと思って見れば可愛げもあるような気もいたします（？）が……っ!?　い、ったぁっ!?」






　楽しそうな先輩侍女に、エリノアが半分投げやりに頷いた時──足首に痛みを感じて。エリノアは一瞬椅子から飛び上がる。






「な、何!?」






　慌てて作業台の下を覗きこむと──そこから、さっと黒い影が走り去っていくところだった。

　──どうやら──……グレンに足をガブリと噛まれたらしい。

　痛みとしては甘噛み程度だが、履いていた黒のストッキングには、小さな噛み跡がポツポツと残されている。






「あ、あの子ったら……」






　なんなのよとエリノア。






「どうかしたの？」

「あ、いえ……なんか一瞬チクっとして……は、蜂か何かかなぁ～……あ、あはは……」






　エリノアは誤魔化そうと手を振りながら、噛まれた足首をもう片方の手で押さえた。……また何かの悪戯だろうか。いったいなんなのよと、疑問に思ったが──……。






　その時。二人の背後の戸口に、すっと人影が現れた。






「……どうした」

「──え？」






　床の上で足を押さえたままのエリノアが振り返ろうとすると、先輩侍女の「あら」と言う短い声が聞こえた。

　と、次の瞬間──エリノアが振り返るよりも早く、彼女の身体がふわりと浮いて。






「へ」






　きょとんとするエリノアの視界に、金色の髪がさらりと揺れ──。






「ひっ」






　抱え上げられて驚いたエリノアが、思わず手を足首から離すと……そこに残る跡を見た男が、呆れたようにエリノアへ視線を移す。

　男はエリノアを椅子の上に戻すと、若干いつもより深めに眉を顰めた。






「……蜂だと？　これはどう見ても獣の歯型ではないか」

「う、も、申し訳ありません……ブレア様……」

「大してひどくはないようだが……」






　真顔で呆れられたエリノアは、カッと赤くなった。

　ブレアはそんなエリノアを無言で見ていたが、不意に、視線を外し先輩侍女のほうを見る。






「おい、薬箱はあるな？　傷跡を見る。……脱がせろ」

「……[image: 〓]!?」






　途端、傍で見ていた先輩侍女の目がピカピカっと光った。






「はぁ～い、只今～♪」

「せ、先輩!?」






　先輩侍女の黄色い声にエリノアがギョッとしている。

　しかし、ブレアに問答無用と言わんばかりに見据えられ……エリノアは思わず椅子の上で仰け反って、己のメイド服を押さえる。が……すぐさま、「馬鹿者、足だ！」と、怒られる。






　──そうしてエリノアは。

　生真面目な顔をしたまま仁王立つブレアの目の前で……

　何故か物凄く楽しそうな顔で己のストッキングを剥いで行く先輩侍女にうろたえながらも……。

　グレンの甘噛みが、どうやら『ブレア王子が来たよ～♡　にゃは～』……という、実に分かりにくい警告であったのだということに気がついた……。

　そして心底思う。






（…………く、口で……言ってよぉ!!）






　……まあ、グレンは人前では喋ることができないのだが。














　──その先輩侍女はブレアとはもう長い付き合いだった。

　年齢はブレアの母親である王妃よりも上で、どちらかというと、親目線でブレアのことを見ている。

　だから、若い侍女達とは違ってブレアを恐れて騒ぐことはないし、時には親しいがゆえに不躾なことも口にする。

　と、いうことで本日は、彼女はこう言った。






「あら、お珍しいことブレア様。随分甲斐甲斐しくなさるんですねぇ」

「？　甲斐甲斐しい？　何がだ？」






　怪訝そうに返してくるブレアに、先輩侍女は（あら、無自覚だわ、）と肩をすくめる。

　これまでこの第二王子が、若い侍女相手にわざわざここまで接近してきて、且つ、自ら傷の手当てをするなんてところは見たことがなかった。先輩侍女は、その、いかにも抵抗なく娘に触れる王子の姿には、顔には出さなかったがとても驚いていた。






　彼女がしげしげと見守る前で、ブレアは座らせたエリノアの足にテキパキと手当てを施していく。あまり傷が大したものではなかったせいか、王子の横顔がどこかホッとしているように見えて、先輩侍女は首を傾げた。

　そこには……普段、ブレアと若い娘達との境にあるような、見えない壁というものが感じられず……






（……ふむ……？）










　──因みに。

　その時のエリノアはというと……

　生足にされた足首を、自分の傍に跪いたブレアにつかまれていて……どうやら恥ずかしさのあまり気が遠のいているようだった。顔は青いのか赤いのか分からぬ色でげっそりと天井を向き……打ち震えた身体は椅子の背もたれにぐったりとよりかかっている。

　ブレアは何故、娘がそんな様子になっているのかが分かっていないらしく……怪訝そうに首を捻り、エリノアの脈をとってみたり、額に手を当ててみたりしている。（そしてそれでも分からんという顔をしている）






　それを見た先輩侍女は思った。






（…………そりゃ、ブレア様が女の扱いになんか慣れているはずがないわよねぇ……）






　さすがにいきなり異性にストッキング脱げと言われたり、間近で足首つかまれたりすれば、若い娘には大きな抵抗があるに違いない。しかも相手は主であり、王子である。……エリノア、気の毒だなぁと先輩侍女も思った、が……。






　この際だわ、と、親目線の熟年侍女は思った。

　相手は侍女であるとはいえ、ブレアも少しは若い娘に慣れるべきである。……最近、王妃の侍女を務める友が、王妃が『ブレアにはどうして、ああも女の影がないのか』と、とても案じていたと言っていた。

　ここは……私が一肌脱がねば、と先輩侍女は密かに使命感を抱いた。






「…………」






　そしてエリノアの先輩侍女は。

　中年女性らしいたおやかな微笑みを浮かべ……エリノアから剥ぎ取ったストッキングを手に、二人に気付かれぬよう、そそそ……と、沈黙のままその作業部屋から退散して行く……。

　そして心の中でエールを送った。






（……エリノア……頑張んなさい……頑張るのよ！）






　──その顔は、とてもとてもたおやかに──にやにやしていた。

















22　ブレアは反省した（真顔で）












「……失敗した……」






　戸のない作業部屋の入り口から、こっそり中を窺いながらグレンはつぶやいた。

　その視線の向こうではブレアに足首を手当てされているエリノアが、椅子の上で天井を仰ぎ、泡を吹きそうになっている。

　ブレアが接近してきても、気がつきもせずにベラベラ喋り倒しているエリノアに注意を促したつもりだったのだが……そのせいで余計に変なことになってしまった。

　面白くなさそうに部屋の中を眺めながら、グレンはちろりと舌を出す。






「………………姉上の足、舐めるくらいにしとけばよかったかな……？」






　いや、それはそれで……と、突っこんでくれる優しい突っこみ役は不在である……。










　　　　　＊　＊　＊










　飛んでる意識のどこかで、エリノアは、おうじって、なんだっけ……？　と、ぼんやり思った……。






　おうじって、王子様って……。

　こんな、下っ端の足を手当てしてくれたりするものだったかな……!?

　と、思って。エリノアはすぐにそんな馬鹿な、と己に向かって突っこんだ。ちなみに、その顔はひどく赤い。

　それもそのはずで……。

　今、エリノアの目の前──やや視線より斜め下では。

　王子たちの中で一番厳めしい顔と評されるブレアが……椅子に座ったエリノアの足首を持ち上げて。そこに浮かび上がった赤い小さな歯形を冷静な顔で眺めている。ついでに言うならば、既にそこは彼によって消毒されている。

　……今、王子は、どうやらそれが何の動物の歯形なのかを見分しているところらしかった……。






　エリノアは、苦悩した。

　ロングタイプのメイド服は、足首を持ち上げられると裾が必然的にめくれ上がって来る。が、ブレアは肌の上に残る痕ばかりを見ていて、そんなことには気がついていない。

　明らかに、その目に他意はない。

　それどころか、真面目に自分の足の心配をしてくれているらしい男の表情を見ると……そんなこと──ブレア様、太もも見えそうだから足を放してくださいませんか、などと……わざわざ申告するほうがなんだか非常に恥ずかしいことのような気がしたのだ。






（……むしろ、ブレア様は〝太ももあらわ〟の可能性について気がついていらっしゃらないのかもしれないし……いや、そもそも手当てしてくださる方を相手に私が意識しすぎ……？）






　エリノアは項垂れる。






「…………ぅ、ぅう……」






　エリノアは、ひとまず耐えた。

　ひたすら耐えることにした。










　　　　　＊　＊　＊










「ん……？」






　ブレアは、ふと、エリノアの側に膝をついたまま背後を振り返った。

　気がつくと、同じ室内にいたはずの年配侍女の姿が消えている。

　いったいどこへ、と、周囲を見回そうとするが──その前に、間近で呻き声が聞こえてブレアはその呻き声の主へと視線を戻す。

　そこでは、椅子の背もたれに身を預けた娘が、ぐったり（げっそり）した赤い顔でぶるぶると震えている。

　今にも魂が抜けそうな顔つきである。






「……おい、大丈夫か？」






　額に手をあててみると「ぅひっ」と、娘が息を吞んで飛び上がった。触れた場所はいやに体温が高い。






「熱があるな……体調を崩したのか……？」






　ブレアは冷静な顔でエリノアの顔を覗きこんでいる。ただし、その眉間は少々怪訝そうでもある。

　先ほど、ブレアがこの娘を見た時は、彼女は普通に同僚と会話をしていたように見えたのだが。

　娘の足首に残る獣の噛み痕も大したものではなかったし、出血もない。






「？」






　ブレアは首を傾けた。まさかそれが自分のせいだなんて思いもしなかった。






　──それはブレアが、王太子の執務室から己の居所に戻ってきた時のことだった。

　その日の午前、王太子の執務室には、ブレアをはじめとした王太子派の重鎮や高官などが集められていた。

　話し合われたのは、最近の第三王子派の動向だ。

　不穏な動きを見せているという弟王子の話は、子細を聞けば聞くだけ頭が痛くなるようなものばかりで……。

　その上、気難しい重鎮相手の議論は、なかなかまとまらず。

　やっとのことで己の居所に戻って来た頃には、ブレアは自分がいつになくとても疲弊していることを感じたのだった。

　実は人一倍一族のことを気にしているブレアは、家族間の不和にとても頭を悩ませている。

　半分とはいえ、同じ血を分けた兄弟が、どうしてこうも分かりあえないのか。それを思うといつでも深い深いため息が零れ落ちた。

　ブレアはもういっそ、この後の予定を全て放り出して、今すぐ鍛練場にでも転がりこみたいと思った。

　無心に剣でも振るえば少しは気も晴れるのではないか。






　──そんなふうに思っていた時だった。

　居所の奥へ向かう途中、ブレアの耳に誰かの話し声が届いた。聞き覚えのある声だった。

　──気がつくと、ブレアの足は、その声のもとへ引きよせられるように向きを変えていた。






　その話し声は、居所の入り口から少し進んだ場所にある使用人用の作業部屋から洩れ出てきているものだった。

　活きがよく上下する声に、そっと室内を覗くと、中の作業台の椅子に二人の侍女が座っている。

　二人はブレアには気がつかずに、会話を楽しみながら（？）何やら熱心に作業をこなしている。

　その片方、活きよく怒ったり消沈したりしている声の主を見て──ブレアの口元がわずかに緩む。

　感情豊かに娘が言いたいことを言いたいように口にしているさまを見ると、何故だか不思議と小気味良い。重苦しい気分に強張っていたブレアの肩から、ふっと力が抜けて。すると自然に安堵のため息が落ちていた。






　……と、そこでふと、己の口元が緩んでいるのに気がついて。ブレアは我に返った。






（……私は…………何をやっているんだ……？）






　ブレアは珍しく、自分で自分に突っこんだ。

　はたから見れば、自分の有様はまるきり立ち聞きである。王族としての品位にも欠ける気がして。そう思うと、急にきまりが悪くなった。






『…………』






　ブレアはその場から立ち去ろうと身を翻して──。

　しかしその時、背後で年配の侍女が愉快そうに言った。






『──いいじゃない。オリバー様は来るもの拒まずだからちょっと苦労するかもしれないけど、決まった人はいないみたいだし、ご実家もそこそこ家柄が良いから狙い目よぉ。身長も高くて鍛えていらっしゃるから、割と若い子たちの中では人気があるのよ。熊みたいで可愛いって』






　すると、一瞬間があって、それから答える声がする。






『確かに熊だと思って見れば可愛げもあるような気も──……』






　配下に対する娘の肯定的な言葉を聞いた瞬間、思わずブレアの足が止まる。






（…………〝可愛げ〟……？）






　巨体の騎士を思い浮かべると、「どこがだ？」と突っこみたい気持ちもあった。が、それよりも……。






『……』






　胸には何故だかもやっとしたものが広がった。

　そうしてつい後ろを振り返る。と……。






　その瞬間、突然、黒髪の娘が椅子から飛び上がり──……そして。






　今に至る。














「……」






　急に様子のおかしくなった娘を見ながらブレアは、どうしたものかと黙りこむ。






　げっそりしている娘──エリノアとしては……ブレアに、あろうことか素足に触れられ（ついでに言うとストッキングも剝がれ）たばかりか、王族たる彼に、床に膝をつかせ手当てまでさせた──という大いなる衝撃を受けているわけだが……。






　それはもちろんブレアには伝わっていない。（エリノアは、このお人は、なんでも分かっているような精悍なお顔をなさっているわりに、こっち方面、つまり女心的なことはからきしなんだな……と薄っすら思う）

　ブレアが感じていることはといえば、とりあえず意味が分からないが、これ以上娘の状態が悪化する前に、医者にでも見せなければ、というごく単純な心配で。

　そこでブレアは、エリノアをどこか仮眠室にでも移動させようと、ぐったりげっそりしている身体を抱きかかえようとした。






　──と……。

　ふと、ブレアの目が、娘が（藁にもすがる的に）手に握りしめたままの、あるものに止まる。

　椅子の上でげっそり脱力しているはずの娘は、ぶるぶる震えながらも、繕いかけらしいそれを力いっぱい握りしめている。

　それは──どう見ても、騎士用の上着で……。






　それを見たブレアは、それが誰の仕業なのかを悟って眉間に皺を作る。






（また押し付けられたのか……）






　どうしてなのかは分からないが……何度言い聞かせても、オリバーたちは、エリノア・トワインにちょっかいを出す。

　オリバーはそれがブレアの為だと言って譲らない。

　長い付き合いのあの男たちをブレアはとても信頼しているし、命じられることをするばかりではなく、時には己にも臆せず意見を言うような者のほうが、配下としては好ましいと彼も思ってはいるのだが……。

　こうもしつこいと何かあるのかと勘ぐりたくもなるというものだ。






「……」






　ブレアは無言のまま、娘を横抱きに抱え上げた。その件も気になるが、ひとまずは怪我人（？）が先だ。

　しかし立ち上がると、腕の中で赤い顔の娘が一層ガタガタしはじめる。呻き声もひどくなった。






「……」






　それを恐怖だと受け取ったブレアは部屋を出ながら、静かに問うた。






「……私が……恐ろしいか？」






　身近な者たちを除けば、多くの者たちが彼を恐れている。その多くがいわれのないことで、真実でない悪評を彼は気にしない。

　だが、過剰に怯える者を前にすると、まるで自分が悪魔にでもなったかのようで、いい気がしないことも確かだった。






　ブレアはため息をこぼす。

　がっかりしたのは事実だ。それが先日、己との踊りの稽古にも果敢に付き合ってくれた娘であるだけに──。






（……そうか……）






　ブレアはこの時、己の心の中に、この娘には怯えられたくないという特別な感情があることに気がついた。






　……しかし、腕には未だ、娘の小刻みな震えが伝わってくる。

　ブレアは、再び零れ落ちそうになるため息を吞みこんだ。






「…………まあ、医師のところまでは我慢せ──」






　よ、と、ブレアが言いかけた時だった。






　高い声がした。






「それは違います！」

「？」






　見れば、腕の中の娘が瞳を目一杯開いて自分を見上げていた。……まだ赤い顔でぶるぶるしているが。娘の瞳は力強かった。






「どうした？」






　大丈夫か、と眉を顰めた瞬間、娘がキッとブレアを見上げ、彼は思わず押し黙る。

　すると、娘はもう一度、「違うんですよ!?」と、怒っているような顔で言った。






「わたくしめがガタガタしておりますのは……殿下が怖いとかじゃ……これがあまりに過分なお慈悲だからです！　恐ろしすぎるのは……この、くっ付きすぎの殿下と、わたくしめの破裂しそうなむ、胸……あ……恥ずかしくてそれ以上は言えません！」






　娘はそう言ったきり、「ぁぁあ……」と、赤い顔ですっぱいものでも食べ、耐えるような顔をして頭を抱えている。






「…………」






　その様を見て、ブレアは立ち止まり、しばしの間、きょとんとした顔で娘のことを見ていた。

　そして幾らかの間の後、再び彼の足が前に進みはじめる。






　──どうやらそれが……娘なりのブレアに対するフォローなのだと気がついた。






「……なるほど……」






　そうしてやっと女心に鈍すぎるブレアにも、それが──エリノアの言葉や態度たちがどういう意味なのかが少しだけ分かったような気がした。

　つまりは、娘の様子がおかしかったのは、具合が悪いわけではなく、恐縮と照れだったということだ。






「…………」






　……しかし、理解したはずのブレアは──それに気がつかなかったふりをして廊下を歩き続けた。

　体調が悪いわけでもない娘を抱き続ける必要はない。だが。






　──なんとなく、






　すぐに娘を下におろすのが、惜しいような気がして。






「…………」






　ブレアはそ知らぬふり（真顔）をして。未だぶるぶるがたがたしている赤面娘を抱きかかえたまま、己の居所内を歩き回った。──なんだかとても、温かな気持ちだった。














　……その腕の中で、いつまで経っても王子に下ろしてもらえない娘は、次第に意味が分からなくなった。居所内を王子が練り歩くものだから……居合わせた者たちにそれを目撃されると、恥ずかしさも頂点に達し……。

　混乱したエリノアは……終いには本気で目を回したという。

　……それを見て自分のやりすぎを覚さとったブレアは、とてもとても反省した……。

















22．５　オリバー、侍女たちに連れ去られる












　居所内の廊下をブレアがほのぼの、ほのぼの（※ブレア体感。表向きはやはり無表情。かろうじて、目元がやや柔らかい）と、死にかけのような顔をしているエリノアを抱いて歩いていると──。






　ふと、彼は、居所内の雰囲気がおかしいことに気がついた。






　──本当は……一番様子がおかしいのは彼自身なのだが……。

　ひとまずそれに気がつかないブレアは、違和感に立ち止まる。

　自分がこうして侍女を抱えて歩いていれば、誰かが慌て駆けよってきても良さそうなものだが……周囲は不思議なほどに静まり返っている。

　それもあって、ブレアはついぐるぐると居所内を周回してしまったのだが……（廊下を経て、中庭周りの回廊を通り、そしてまた中庭を一周し、また回廊へ戻り──というループを三回ほど繰り返してやっとそのことに気が付く）






　よくよく見ると、周囲にまったく誰もいないというわけでもない。

　居所内にいる侍女たちは、それぞれの仕事をこなしながら──じっと息を潜め、時折、横目でさりげなく、観察するような視線でブレアたちを見ているようだった。

　ブレアがそれぞれの目線に目を合わせようとすると、それはことごとく、さっと逸らされる。






「……？」






　ブレアはエリノアを抱えたまま怪訝そうに眉を動かした。

　──もちろん彼は、先ほど作業部屋から消えたエリノアの先輩侍女が、既に同僚たちに手回しし二人の様子を見守るように指示していることなどは──……知る由もない。






「……」






　侍女たちの不審な挙動の意味が分からず、ブレアは、今度は背後を振り返ってみた。

　すると。全ての廊下の角から、サッと何かが引っこんで行く。






「……何故隠れる…………ん？」






　不審さが一層高まった時……。






　──そんな長い廊下の角の一つに──唯一残ったものが、彼の目に止まる。

　それは──何故か、顔半分でじっとりとした目をブレアに向けている……。






　猫。






「……？」






　黒猫は、しらっと、もの言いたげな視線でブレアを下から睨んで来る。

　ブレアが注視しても一向に逃げる様子もなく……猫は不愉快そうにブレアを見ていた。






「……何故私の居所に猫が……」






　もしや、とブレアの眉間に皺がよる。

　エリノア・トワインの足を噛んだ獣はあの猫だろうか。






「……不届きな……」






　むっとして見返すと、やっと猫がその場から立ち去った。……去り際に、まるで人間がするように、べっと舌を出されたような気がしたのは気のせいだろうか。ブレアは首を捻った。

　王宮にいるという事は誰かの飼い猫だろう。母である王妃も自分の居所で猫や鳥などを飼っている。そこから逃げ出したのなら後で誰かに捕まえさせなければならない。






「……まったく……」






　と、つぶやいた時。そこへ驚いたような声がかかる。






「ブレア様!?」






　……オリバーだった。

　居所の表からやって来たらしい騎士は、王子の腕の中にエリノアの姿があることに目をまるくしている。

　と、遠巻きにしていた侍女たちの中から盛大に幾つもの舌打ちが聞こえた。






「（……なんだ？）ブレア様、どうなさったのですか？　何故その者を……」

「……具合が悪いらしい」






　ブレアはもうとうに娘が具合が悪いのではないことは知っていたが、しれっとした顔でそう言った。






「具合が……？　確かに……見るからに顔色が悪いですが……だからと言って……」






　オリバーは赤い顔で何かに耐えるような表情をしている娘を見て、ならば、と両腕を差し出す。






「こちらに。私が運びましょう」

「……」






　と……オリバーがエリノアに手を伸ばした瞬間、ブレアが真顔のまま──すっと身を引いた。






「？　ブレア様……？」

「構わん。私が運ぶ。……お前は触れるな」






　どこかムッとしたようなブレアの表情に、オリバーが手を出したままポカンとしている。

　周囲からは控えめな黄色い悲鳴が幾つも沸き起こった。

　そしてブレアはそれだけを言うと、そのままエリノアを抱えてさっさと行ってしまう。（また周回しに行った）






　残されたオリバーはポカンとしたまま──……。

　──その背に、いつの間にか傍に来ていた侍女頭（報せを受けて駆けつけた）が、そ……と、手を添える。






「……ま、見守りましょうね、オリバー様」

「！　侍女頭殿!?　何故ここに……いや……っ、し、しか……し…………し？」






　オリバーが気がついた時には、彼の周囲には、ブレア付き侍女のほぼ全員が集まって来ていた。

　ある者はハタキを振り、もう片方の手のひらでそれをぺしぺしと受け。

　ある者はホウキをまるで槍のように持つ。

　……何故だか……皆、どこかそこはかとない戦闘態勢でオリバーを見据えている。全員、口元だけが笑っているところが……なんとも怖い。






「ご、ご婦人方……？」






　オリバーが引きつる。

　そんな戦闘──先頭に悠然と立ち。侍女頭は、唖然としている騎士ににじりよった。彼女が視線で合図を送ると、傍に控えていた背高めの年配侍女が彼の首根っこをがしりとつかむ。






「っ!?」

「さーて……オリバー坊ちゃんには私どもと一緒に来てもらいましょうかね～」

「ちょ、待ってくれブレア様が……」






　オリバーは慌てて侍女たちから逃げ出そうとするが……侍女頭がその前に、ざっと仁王立ちした。






「オリバー様……？　お分かりではないのですか？　ブレア様の周囲に若い娘がよってこないのは貴方がたのせいでもあるんですよ！」

「な、何……？」






　クラウス様たちの片棒を担ぐおつもりか!?　と、詰めよられたオリバーは目を白黒させる。






「貴方がた、武道と筋肉とブレア様にしか興味がなさそうな取り巻き騎士兵士どもが、ブレア様をいっっっつも取り囲んでるから、お若い女性が近よれず、そのぞろぞろ筋肉男引き連れた厳つい絵面に怖がられるばかりで、ブレア様の女性耐性が上がらないのでしょう!?　あんた達はなんですか？　超、過保護ですか!?」

「う……」






　侍女頭は言われて仰け反ったオリバーに、見て御覧なさいよ、と、ブレアが立ち去って行ったほうを指差す。






「ブレア様と来たら……上手いやり方も分からないから居所内をぐるぐる、ぐるぐる……耐性がなさすぎもいいとこです！」

「いや……だ、だがな……」






　オリバーが反論しようとすると、「お黙んなさい！」と、雷のような叱咤が飛ぶ。……熊はうっと手を引っこめた。






「…………」

「今回ばかりは、私共（ブレア付き侍女一派）に従ってもらいますからね……セレナ、他の騎士たちが邪魔しに来ないように居所前で見張って来てちょうだい」






　侍女頭がそう言うと……年かさのベテラン侍女が嬉々として居所の出入り口のほうへ駆けて行く。その背には……長いホウキがまるで大剣さながらに装備されている……。






「…………（怖……）」（※オリバー）






　侍女頭は声高に言う。






「さ、皆、今日はブレア様配下の騎士兵士どもは敵よ。王室の未来の為にも、居所に奴らを入れてはなりません！」






　侍女頭の言葉に、おー、と、異様な一致団結を見せる侍女たち。が、一斉にオリバーのほうを見た。






「!?　こ、今度はなんだよ……」

「さーて。ではオリバー様には何をやってもらいましょうかねぇ……できるだけ面倒～なことがいいわよねぇ～」

「は!?」






　再び侍女たちに詰めよってこられたオリバーがびくっとする。






「そうだわ、エリノアがやってた繕い物の続きをやって頂いたらどうでしょう。たまには針仕事がどれだけ大変か体験して頂いたらいいわ！」

「そうね、仕上がりが悪かったら何度でもやり直してもらいましょう。多分、オリバー様物凄く不器用そうだから時間も稼げるわ」

「お、俺がか!?」






　勘弁してくれと、侍女たちの人垣を抜け出そうとするオリバーに、侍女たちはニンマリした顔で立ち塞がった。その年齢を重ねた厚みのあるド迫力に、オリバーが、うっと足を止める。

　彼女たちはオリバーに凄んでみせる。






「オリバー様？　あんまりわたくし供を敵に回さないほうがよろしいかと存じますわよ？」

「………………」






　なんてったって、私達、〝ブレア様付き〟ですから、と年配侍女たち。

　同じブレア様支持派として仲良くしましょうねぇ～……と、侍女たちは。

　おほほ、おほほ、と、笑いながら巨体の騎士を巧みな誘導で連れ去って行く……。






　……もちろん。ブレアとエリノアとは反対方向へ。










　……こうして。

　推進派ばかりになった居所内で、ブレアはエリノアが目を回すまで居所内をうろうろすることになったのであった。

















23　エリノア早退させられる












「あれ……？」






　モンターク家の商店の前で掃除をしていたブラッドリーは、ふと、姉の気配を感じて手を止める。

　顔を上げて通りを見渡すと、遠い雑踏の中に、まだ王宮で働いているはずの姉の頭を見つけて。

　その足取りが、どこかトボトボと覚束ないことに、ブラッドリーの胸には不安が過ぎる。






「姉さん……？」

「あら、どうかなさいましたの、ブラッドリー様。そんな鬼みたいなお顔をなさって。店面でそんな顔なさっていたら営業妨害でモンターク家に訴えられますわ」

「姉さんが……帰って来た……」

「え？」

「……」






　近づいて来たコーネリアグレースにそう言い残し、ブラッドリーは姉に向かって駆け出した。……その後をさっと追いかけていく白い姿はもちろん、忠犬ヴォルフガングである……。

　店面に残されたコーネリアグレースは、二人の向かった先に目を凝らし、あらあらとつぶやいた。






「……さすが陛下。あんな人波の中の、豆粒みたいなエリノア様をよくお見つけになられたわねぇ……」














「姉さん！」

「……え？　あ……ブラッド……あ、れ？　もうこんなところまで戻って来てたんだ……」






　顔を上げたエリノアは、ブラッドリーの姿を認めると、ハッとしたように辺りを見回した。どうやら、ぼんやりしていて自分がどこを歩いているのかも分かっていなかったらしい。

　ブラッドリーは慌ててエリノアの横により添うと、その身を支えて姉の顔を覗きこんだ。






「大丈夫？　どうしたのそんなにぼんやりして……どこか悪いの？」

「ああ……うん……ちょっと……体調が悪いってわけじゃないんだけど……見兼ねた侍女頭様が早退しろっておっしゃるから……」

「見兼ねた？　見兼ねたって……何かあったの？」






　ブラッドリーが心配そうに問う。

　──こんな時、いつもの姉であればブラッドリーに心労をかけぬよう『大丈夫、大丈夫』と笑って手を振る。

　しかし……。






　この時のエリノアは、わけを知りたがる弟の言葉に一瞬押し黙り──………それから、唐突に呻きはじめた。両手で己の顔を覆った姉に、ブラッドリーが目をまるくする。






「……うぅ……」

「!?　ね、姉さん!?　どうしたの!?」






　ブラッドリーは慌ててエリノアの背をさする。が、ふと姉の顔が真っ赤なのに気がついた。






「……姉さん？」

「うん……ごめんブラッド……姉さんにもよく分かんない……あれは……いったいなんだったの……？　あ、思い出すと、また混乱して来た……頭はぐるぐるするし、心臓はドキドキし過ぎで……う、また……めまいが……」

「!!」






　エリノアの赤い顔が今度は青くなって。急によろめいた姉にブラッドリーが青ざめる。






　──が。

　足から崩れ落ちたエリノアの膝が、固い地面の上につきそうになった直前──白い巨大毛玉がサッとその身の下に潜りこむ。






「ぁ……気持ち、ぃ……」






　エリノアを支えた白い毛玉は……






「！　ヴォルフガング……」

「……」






　白い大きな犬の姿をした魔物は、どこか渋い顔でふん、と鼻を鳴らした。が、主がホッとしたようにその鼻先を撫でると……黒い瞳はどこか、てれっと垂れていく。






「良かった……ありがとうヴォルフガング……」






　ブラッドリーの感謝の言葉に忠犬は嬉しそうにむふーと鼻から息を出す。彼は人々の行き交う往来で喋ることはできないが、その目は凛々しく任せろと主人に訴えていた。

　──因みに。この日もリードによって洗われ、ブラッシングを受けたヴォルフガングは本日もいい具合にふんわりモッフリしている。心地よい毛並みに埋まったエリノアは、やや表情に安らぎを取り戻していた……。






　──と、背後から声がする。






「ブラッドリー様。ひとまずエリノア様はこのままヴォルフガングに家に連れて戻らせましょう。店の裏でウトウトしてるメイナードを叩き起こしてから、あたくしも家に戻りますから。あたくしがちゃぁんとエリノア様の介抱をいたします」






　ご安心なさいませ、と微笑むコーネリアグレース。






「でも……」

「だ、大丈夫よブラッド……」






　ヴォルフガングの背に身体を預けたエリノアは、心配そうな顔をしている弟にヨロヨロと手を伸ばす。






「私、ちょっと疲れただけだから……」

「姉さん……」






　姉の手を取りながら、それでもブラッドリーは不安そうである。






「本当よ。私は大丈夫。ブラッドはしっかりお仕事して来て……ね？」

「平気ですわ。見た所エリノア様は病の類ではありませんし。それに、ブラッドリー様が急に家に帰ったら、リード坊も心配します。陛下のお仕事時間ももうすぐ終わりでしょう？　それからお戻りください。ね？　あたくし誠心誠意フルコースで姉上を労わりますわ」






　仕事をきちんと終わらせてから戻ってこいと言い聞かせる二人に、ブラッドリーは……。






「……分かった」






　と、不承不承頷くのだった……。














「……グレン」






　姉を見送りながら、ブラッドリーは厳しい声で配下の名を呼んだ。

　するとどこからともなく黒い影が足音もなくやって来る。

　現れたグレンは主の肩の上に飛び乗ると、通りの他の人間に声が聞こえぬように、

「はぁい、えへ、お呼びですかぁ？」と小声で、にんまり猫目を細めて見せた。

　そんな配下に、ブラッドリーは遠くなる姉の背を見つめたまま、凍るような声で問う。






「……姉さんに……いったい何があったの……？」






　その静かな怒りを湛えた声音に、グレンは背筋にぞくぞくした冷たい悪寒を感じながら──ああ、これは誤魔化せないなぁ、と内心で笑った。

















24　魔王、我慢する












　──その時モンタークの店は、異様な繁盛ぶりを見せていた。






　店内は何故かやけに人相の悪い者たちで埋め尽くされている。

　ゴロツキ風の男。怪しい身なりの女、黒づくめの老女など……。

　それは明らかに、普通の雑貨や食品を扱うモンタークの商店には不似合いな客層で。

　彼らは商品を物色するふりをして、ちらりちらりと不審で熱量の高い視線を同じ場所に送っている。

　そんな視線を一身に集めているのは……。

　ガタイの良い、どう見てもカタギではなさそうないかつい男性客──の……その向こう。






　──いかつい男性客Ａは屈強な野太い腕を差し出して、ゴクリと喉を鳴らし〝彼〟の言葉を待っていた。

　と、〝彼〟が振り返る。






「え……このリンゴですか？　そうですね……ヴェルデブルグ産なので甘くて歯触りもシャキリとして美味しいですよ。パイなんかでしたら、こっちの小ぶりな品種がおすすめです」






　少年は、その年代特有のどこか中性的な顔でにこりと微笑んだ。──途端、自ら問いかけたはずの男性客が怯む。

　向けられた顔は一見穏やかだが……──笑っているはずなのに……どこか薄寒い悪寒を誘い、仄暗く、いかつい客の心臓を貫いた。

　前髪の隙間から覗く緑色の瞳は、強い陰の気配に満ちていて。それでいて、抗い難く引きずりこまれるような魅惑の力を輝かせている……。






　暗い双眸を直視した男は一瞬気が遠のきかけた……が。その瀬戸際に、少年店員──ブラッドリーの声に呼ばれ、意識を引き戻される。






「……お客さん……どうかされましたか？」

「え!?　い、いえ、別に……??」






　静かな瞳の少年に問われた男はうろたえながら首を振る。……彼も、自身がどうしてこんな滑稽なことになっているのかが全く理解できていなかった。

　彼は今、目の前の少年を恐れていた。

　華奢で素直そうな風貌の、どこにでもいそうな少年である。

　それなのに。男はどうしても少年の視界に映り、そしてその前に存在していたいと思ってしまう。存在して──ひれ伏したいとすら。






　男がどうしていいか分からずに、ぽかんと少年に見入っていると、少年が「……リンゴどうなさいますか？」と、冷たい顔で微笑んだ。……その瞬間に彼が感じた、ゾクゾクとした高揚感は言いようのないもので──……。






「は、はい……！　か、買います！　もちろんです！」






　ガタイの良い男性客Ａは、どこか乙女な反応でブンブン頭を縦に振り……気がつくと、ブラッドリーから山のようなリンゴを買っていたのだった……。














「……」

「陛下ぁ、めちゃ顔恐くなってますよぉ」






　その後、何度も同じ様な客の対応に追われたブラッドリー。

　ため息を零すと、その肩に、再びグレンが飛び乗って来た。

　黒猫がこっそり主人に耳打ちすると、ブラッドリーは冷酷な目でそれを見返した。






「……」

「怒りで高まった魔力の制御が上手くできてません。魔の気配に吸いよせられて、なんか変な連中が集まって来てるじゃないですか」

「……」






　指摘されたブラッドリーの瞳が険しくなる。

　だが──そうなのだ。ブラッドリーは今現在、とても怒っていた。

　原因は当然のように、エリノアとブレア王子の一件だった。

　その一部始終（ちょっとグレンの脚色付き）を聞いたブラッドリーは……。

　現在、営業スマイルを浮かべたまま、背後に暗黒を背負っている。

　そんな主人を見て、当然グレンはウキウキわくわくしているわけだ。しかし……。

　今回ブラッドリーは、その怒りを、以前と比べかなり我慢していると言っていい。






　姉が王子に抱きかかえられ、共に王宮を徘徊していた……と、聞いた時──正直その唐突な二人の急接近の意味が分からないと思った。

　理解できず……考えた末、王子が権力を笠に着て姉に無体なことをしたのではととても不安になって。そしてとても腹が立った。

　何せ、報告役のグレンが、己がエリノアに噛み付いた件はなかったことにして、部分的な報告を故意に怠っている。

　故に、〝ブレアがエリノアの手当てをした〟という部分をすっぽぬかしたグレンの半端な説明を聞いたブラッドリーには、それが王子の一方的な行為のように聞こえてしまった。

　それを裏付けるように、先ほど早退して来たエリノアも『意味が分からない』と混乱した様子を見せていて……。

　この状況下では、ただでさえ姉に他の男が近よるのを嫌うブラッドリーが怒るのも無理のない話ではあった。






　話を聞いたブラッドリーは、一瞬、町の半径数十キロほどを焼け野原にでもしてやろうかと思った。もちろん王宮こみで。

　しかし……。

　兄のように慕うリード一家の店での暴挙は絶対に許されないし、ましてや怒りに任せて魔物を呼び出すなどということもできない。

　かと言って……姉に「きちんと働いて来てね」と、期待をかけられている以上は職場を放棄して王子のところに乗りこむというわけにもいかなかった。

　メイナードにも『今を大事と思うなら、幼いままに力を振るうべきではない』と諭されたばかりである……。






　そうして。

　やり場のない怒りを燻らせ続けながらも、ブラッドリーが黙々と労働をこなしていると……モンターク商店の中はいつの間にか人相の悪い客で一杯になっていた……。










「あ～やれやれ。これまた沢山集まりましたねぇ」






　店内を見渡したグレンがけらけら笑う。

　──人間の中にも、魔物と同様に負の力に魅了されやすい人種というものが存在する。

　彼らはブラッドリーが魔物の王であるなどとはまったく理解してはいなかったが、強力な魔王の引力に逆らえず、ふらふらと商店の中にさ迷いこんでくるのだ。






「面倒だな……」






　ブラッドリーが険しい顔でつぶやいた。

　リードの為と思ってなんとか客の前では営業スマイルを維持しているが、腹の底では怒りがたぎったままである。






「どうします？　追い払いましょうか？」






　グレンの提案に、しかしブラッドリーは首を振る。






「面倒だけど……ここはリードの店だ。客として来ている人間に乱暴なことはできない……売り上げにもなるしね……」






　ブラッドリーは、珍しくげっそりとため息をついた。

　事実、ここ一時間の売り上げは、普段の一日分の売り上げを軽く超えている。それはいいのだが……。

　間の悪いことに、これらはちょうどリードと店主が二人とも配達に出てしまったというタイミングでの出来事であった……。

　その忙しさは、まだ新人と言ってもいいブラッドリーにはかなりのものである。






「……おじさんとリードは僕を信頼して店を預けてくれたんだ。その信頼を裏切れない」






　ブラッドリーは眉間に力をこめ固い決意を口にした。……怒りやら忙しさやらで、うっすら半泣き状態だが、それを見たグレンが主のレアな涙にときめいている。






「（陛下が泣いてる～!!　可愛いぃ!!）……でも、さすがは陛下の魔力ですよぉ。いつもはこのくらいの時間は暇なはずなんですよね？」






　グレンが喉をゴロゴロ鳴らしながらブラッドリーの首元にすりすりする。が、






「……グレン……いつまで喋ってる。僕は忙しい、お前は家にでも戻ってて」

「え～そんなぁ……」






　声を潜めているとはいえ、いつまでも話しかけてくる黒猫に辟易したか。ブラッドリーは素っ気なく言い放つと、グレンを肩から下ろし客のほうへ行ってしまう。

　グレンは不服そうに口を尖らせたが──それも仕方のないことだった。

　店はブラッドリーひとりではとても回らずに、普段は店の表や裏手で（リードに茶と肩掛けを持たされて）ほのぼののんびりしているメイナードまでもが駆り出されている始末である。

（メイナード、お会計担当。……どうやら、あまりの行列に、時折魔法で時間を止めるという裏技かつ荒業な方法を使っているもよう）

　とてもではないが、今は手伝いもしない黒猫のお喋りにいつまでも付き合っている場合ではない。






　邪険にされたグレンは、どうやらブラッドリーが以前のように魔物を呼び出すこともなく、構ってももらえなさそうだと、察し、つまらなそうな顔をして商品棚の上に登って行った。

　そこから悪党面の客人たちでごった返した店内を見渡して。

　ぼそりと一言。






「はー……もういっそ、ここにいるやつら全員魔障の餌食にして下僕にしちゃおっかなぁ。皆、結構気合の入った人相してるし、これだけいれば、何人かは生き残って陛下の忠実な僕になりそう──……」






　だなーと、軽口を叩いた瞬間……

　黒猫に、ブラッドリーの激烈な殺気が飛んでくる。






「……グレン、リードの客に、手を出すなよ……」

「えー……」






　離れているはずなのに、その主人のおどろおどろしい声だけは、はっきり聞こえたグレンだった……。

















25　リードは羞恥ダメージに崩れ落ちた












　黒猫がため息をついた時、店の裏からリードが戻って来た。






「悪いなブラッド一人にして……ん？　なんでこんなに混んで──て、どうした!?」






　店の裏手から戻って来たリードは、まず店内の人の多さに驚いて、それからブラッドリーの顔が殺気に満ちているのを見て、さっと青ざめた。






「どうしたブラッド、つらいのか!?」

「……リード……」

「悪かった！　俺、代わるから奥に行ってちょっと休んで来い！」






　どうやら──。

　配下に対する殺気を湛えたブラッドリーの表情も、リードの目の偏ったフィルターを通すと……病弱な少年の、いたいけでつらそうな表情に見えるらしかった。

「……こいつやっぱ変わってるな……」と、いう目でグレンが棚の上から呆れたようにリードを見ている。






「ただい──ぅおっと!?　うわっ、こりゃあどうしたこっちゃ……」






　その時、リードの父も外から戻って来て。彼もまた、店内の人の山に目をまるくしている。

　リードはそんな父を振り返ると、ブラッドリーを脇から支えて声を放った。






「ごめん、親父。ちょっと裏でブラッド休ませてくるわ！」

「おう。ブラッド坊ちゃん悪かったなぁ……こっちは大丈夫だから、しっかり面倒見てやんな。必要ならお医者の先生に来てもらえ！」






　店主は頼もしく頷くと、客のほうへと慌ただしく駆けよって行った。














「リード……僕、大丈夫だよ……」






　店の裏に引っ張っていかれたブラッドリーは、困ったような顔で兄貴分の青年にそう言った。

　しかし、リードは首を振る。






「いや、大丈夫じゃないだろ、あの客の数……ごめんな……俺まさかこんな時間に店がここまで混んでるなんて思わなくて……」






　普段、こんな夕方前の半端な時間に、モンターク商店があそこまで混雑することはまずない。

　申し訳なさそうな顔をするリードに、ブラッドリーの険しかった表情が少しだけ和らいだ。






「ううん……僕は大丈夫だよ（僕のせいだし）。……ところでリード……」

「ん？」






　リードが休憩用の椅子にブラッドリーを座らせると、少年は、少しおずおずとした目で青年を見上げる。






「こんな時になんなんだけど……急ぎでお願いがあるんだ……」

「なんだ？　水か？　先生呼んでくるか!?　言え、なんでもしてやるぞ！」






　ブラッドリーが疲れで体調を崩したと思っているリードは、過保護モード全開でその顔を覗きこむ。そんな青年に、ブラッドリーは真剣な顔で言った。






「ありがとうリード。あのね、早く──……姉さんに告白してくれない？」






　──瞬間……ブッと、盛大に噴出す音がして。

　続いて、ゲホゲホと激しい咳きこみ音。






「……っ、ゲホッ……!?　はぁ!?　な……な、なん、なんだって……？」






　リード青年の頬に浮かび上がった血色は、あっという間に耳にまで広がった。

　急に何をという彼の凝視に、ブラッドリーは真顔だ。






「できるだけ早急にお願いしたいんだけど」

「っ!?、!?」






　ブラッドリーは戸惑うリードにきっぱりとそう言って。

　しかし、次の瞬間には、少年はしおしおとうつむいた。その暗い表情には、リードも眉を顰める。






「ブラッド？　……どうした？　何かあったのか……？」

「……だって……早くしないと姉さんが…………姉さん、最近気になる男が……いるみたいで……」






　言い切ったブラッドリーは悔しそうなため息をついた。

　と、同時にリードは息を吞み──そして一瞬の間をあけて、戸惑いのにじむ声で問い返した。






「…………エリノアに……？　……本当なのか……？」

「……」






　ブラッドリーが頷くと、リードがもどかしそうな顔をした。

　やり場のないように一瞬彷徨わせた手を、青年は、己の口元にやった。






「…………そう、なのか……」

「前にも言ったけど……僕、姉さんの相手はリード以外にはいないと思ってる。リードは親切で仕事もできて、料理も上手で、それに……身体も健康でしょう？　本当は……僕が姉さんを守って行きたいけど……僕は、どうなるか、分からないから……」






　ブラッドリーは自分という存在にずっと不安を抱えていた。

　魔王として本性を取り戻して、確かに自分は病とは無縁の身体を手に入れた。けれども、自分がいつまで己と対照的な、聖剣という力を手にした姉の弟でいられるのかは……分からない。






　いつか、自分が魔に呑みこまれる日が来るかもしれない。

　いつか姉の聖の力に消される日が来るかもしれない。






　──姉弟に何かがあった時、消えるのは必ず自分でなくてはならないと、彼は決めていた。






「……だから、その後のことも僕は考えておかなきゃ……」

「…………ブラッド？」






　暗い声に、束の間呆然としていたリードが我に返る。

　青年は大きな衝撃を受けてはいたが、目の前で暗い顔をしている弟分のことを放ってはおけなかった。リードは心配そうにブラッドリーの顔を覗きこみ、彼の話を聞く。






「姉さんが幸せになったらいいと思う。でも、僕はリードたち以外の人間が好きになれない。王宮の奴らは特に……あいつ等が父さんにした仕打ちを僕は忘れない……！　そんな奴に、姉さんを託すなんて無理だもの……」






　少年の口が吐き捨てるように言うさまを見てリードは驚いたような顔をする。だが、彼はすぐに何かを振り払うように優しい笑顔を作った。

　青年は床に膝を突き、椅子に座る少年と目線を合わせると、その頭に手を置く。






「……ブラッド、俺は何も特別な男じゃないぞ。世の中、俺なんかよりいい男で、善良で、健康な奴ってのは大勢いる。俺を好きになってくれたんなら、きっと他にもお前が好きになれる男だっているはずだ」






　少年の頭をぐりぐりと撫でながらリードは笑う。それを聞いたブラッドリーは少し不満そうな顔をして青年を見た。






「……そんなこと、ないよ」






　ブラッドリーは胸の内で、己が繰り返して来た長い長い人生を思い出しながらそう言った。魔王という存在ゆえか……その中で、彼がこんなに気を許した相手は、姉を除けば他になかった。

　言ったきり無言になってしまった少年に、リードは苦笑と共に息を吐く。






「ありがとうなブラッド。でもな……これ、俺が言うのは簡単じゃねぇんだけど…………いくら俺がエリノアのことが好きでも、エリノアが誰を好きになるかは、それはエリノアの自由ってもんだ。……だろ？」

「……」

「たとえどんなにエリノアがお前を溺愛してても、それはお前じゃなく、あいつ自身が決めることだと俺は思う。……王宮の奴ってお前、ひとくくりにしてるけど……その中にも、悪い奴も、とびきりいい奴だっているんじゃないか？」

「…………」






　言い聞かせるような穏やかな声に、ブラッドリーは視線を下に落としたが……その頭は少し戸惑った後──小さく頷くそぶりを見せた。……リードの言葉だからこそ、そうできた。

　青年はそんな少年に、よしと頷いて、明るくその肩を抱く。






「じゃあ、お前がエリノアの為にしてやれるのは、エリノアが選んだ男を受け入れてやることだな。エリノアのことを支えていきたいんだろう？　だったら、度量の広い男になれ」






　──その言葉には、どこか切なさがにじんでいるような気がして。ブラッドリーはリードの顔を見上げる。

　リードの笑顔に曇りはない。だがそれでも、ブラッドリーは、そこに悲しみを見た。

　……だというのに。

　どうして彼はこんなふうに言うことができるんだろうと、ブラッドリーはため息をつく。その顔は所在なさげで、細い肩はすっかり落ちてしまっている。






「そうだね……でも……姉さんの一番が僕じゃなくなるのは……凄く……つらい……これってダメなことなの？」






　ブラッドリーは苦しそうにリードに問うた。

　ずっと自分を守ってきてくれた姉が、好きで好きで堪らない。そんな姉の目が、別の男に向けられてしまうのかと思うと、ブラッドリーは途方に暮れてしまった。考えただけで、胸が痛かった。






　リードは、そんな少年の顔を見て小さく苦笑する。何言ってるんだと彼は言う。






「大丈夫だよ。多分、好きな奴ができてもエリノアの一番はお前だよ」

「……でも……」

「大丈夫」






　青年の手は、少年の黒髪を撫でる。






「一番が増えるだけだ」

「一番、が……？」






　ブラッドリーが意表を突かれたような顔をすると、リードはいつも通り頼もしい顔で笑う。

　その暖かな表情を見ていると──彼の言葉はすとんとブラッドリーの心の中に落ちて行く気がした。






「……」






　するとどうだろう、ブラッドリーの中に凝り固まっていた苦しさは、やっと行先を見つけたように、少しずつ流れていく。

　途端、異様だった周囲の空気も軽くなる。よどみが流れるように、陰鬱だった気配が消えて行くと、同時に──二人の場所からは見えない店のほうでも変化が続く。

　表の店内にいたあまり善良そうではない客たちは、空気の変化を感じ取ると、皆一様にハッと我に返った。そして一瞬自分が何をしていたのか分からないというふうに戸惑ってから……そのうち居心地が悪そうにそそくさと店を後にして行った。

　店内からは、まるで蜘蛛の子が散って行くように人相の悪い客達が去って行き、その真ん中で、店主が目をまるくしている。






「……いったい……なんだったんだ……？」






　静まり返った店内からは、信じられないくらいに品物がごっそりと減っている。

　当然──何気に仕事のできる男メイナードは、きっちりばっちり代金を回収済みで、ほくほくとした顔をしているのだった。










　その頃、店の奥では……ブラッドリーがしみじみと、リードはやっぱりすごいなぁ、と素直に感動していた。

　自分のこの感情がとても子供っぽい嫉妬だということは彼にも分かっていた。でも、姉が離れていってしまったら……姉に何かあったらと思うと……いつも普通ではいられなくて。

　でもそんな感情が、今、彼のお陰で少し楽になった。

　ブラッドリーは、ちょっとだけ明るくなった顔でリードを見上げる。






「……リード……」

「うん？」






　やっと笑顔になったブラッドリーの顔に、リードが嬉しそうに笑い返す。と──。

　ブラッドリーが再びきっぱりと言った。






「やっと姉さんを好きって認めたね」

「──？　……ん………………？」






　？

　……？

　…………？






　一瞬──

　リードがぽかんとした顔をして。真っ白になった。

　そして更にその数秒後、ガタタッと、何かが雪崩れる音がして。

　……リードが、壁に向かって崩れ落ちていた。






「ばっ……」






　そこにあった品物をなぎ倒し、あっという間に再び赤面した青年は……。

　じっと己を見つめてくる少年を前に動揺を隠せない。

　壁に手をついてなんとか少年を振り返ったリードは、思い切り口をどもらせた。






「……はぁ!?　おおお、お、俺……そ、そ……そんなこと言ったか!?」

「うん言ったよ」

「…………!?」






　素早い切り返しにリードが愕然とした顔をする。顔には「嘘だろ!?」と、書いてある。

　それに反して、ブラッドリーの表情はすっかり朗らかである。






「嬉しいな。良かった……やっぱりリードは姉さんを好きでいてくれたんだね」

「う……」






　少年の容赦のない笑顔に、リードが羞恥ダメージを負っている。

　真っ赤な顔からは、ありえない量の汗が流れ落ちている。






「だって、別に姉さんが今誰かを好きでも、そいつと結婚するとは限らないもんね。ふふふ、人生に恋は一度きりじゃないもの」

「いやっ……あ、あのなブラッド……」

「良かったー」







終
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